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一章　戦火は平穏を焼き尽くして







　薄うす暗ぐらき洞どう窟くつ内ない、巨きよ大だいな蜂はち型がたのロボットに追おい詰つめられていた二人に奇き跡せきは起こる。

　巨大な竜りゆう神じん岩いわから放たれた、眩まばゆいほどの緑光がゆっくりと収束してゆき、少年――永なが森もりタカトは恐おそる恐る閉じていた瞳ひとみを開き、眼前に広がる光景に驚きよう愕がくした。

　表情が驚おどろきの色に染まっているのはタカトだけではない。彼かれの腕うでの中の少女――シャリエもまた、言葉を発することができないほどの衝しよう撃げきを受けていた。

　なぜなら、彼らが身を隠かくしていた巨大な竜神岩が、その姿をただの岩石から巨大なロボット、鎧機アマンズトへと変へん貌ぼうさせてしまったのだから。

　頭上から伸のびた角と手てつ甲こうの爪つめは猛たけ々だけしく、腰こしから伸びた尾おは雄お々おしく。蒼あおと白に彩いろどられた、まさしく竜神の名に相応ふさわしい竜鎧機ドラグ・アマンズト。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす二人に、竜の巨人は視線をゆっくりとタカトへ向けた。

　そして、タカトの右手に集まる緑の光。その輝かがやきが収束すると、彼の右手首には操縦者の証あかしである腕うで輪わ――契約腕輪エンゲージユが装着されていた。

　契約腕輪エンゲージユは鎧機アマンズトと操縦者をつなぐ絆きずなの形であり、鎧機アマンズトがその者を自分の操縦者に相応しい相棒だと認めた証だった。

「竜神様……俺おれに乗れと、力を貸してくれると言うんですか」

　タカトの問いかけに、竜神は視線を向け続けるだけ。だが、それだけでタカトには十分だった。

　彼の腕の中には、今もなお恐きよう怖ふに震ふるえる少女がいる。彼かの女じよを守るために、この危機を乗のり越こえるために、自分は今何をするべきかなど答えはとうに出ている。

「……シャリエ、俺と竜神様があの正体不明機を押おし出だしたら、急いで洞どう窟くつから離はなれるんだ。穀物倉庫の方に逃にげれば、きっと街のみんなと合流できるはずだから」

「た、タカト？　竜神様と押し出すってどういう……タカトっ！」

　シャリエの返答を待たず、タカトは蒼の巨人へと駆かけだした。

　竜神の傍そばまで駆け寄よったタカトは、その手を鎧機アマンズトの足首部に輝く宝玉へ伸ばした。彼が宝玉に触ふれた刹せつ那な、その体は淡あわい光に包つつまれ、機体内の操縦席へ転移された。

　操縦席についたタカトは、震える両手で操そう縦じゆう桿かんを強く握にぎりしめ、顔を上げて前を向く。

　眼前のモニターに映る敵機の姿に恐怖しないわけがない。怖こわくないはずがない。

　けれど、逃げない。目をそらさない。

　ここで何もしなければ、全すべてが終わってしまう。タカトの命も、シャリエの命も、何もかもが消え去ってしまうから。

　正体不明機をシャリエから引ひき離すために。大切な家族を守るために。彼は恐怖を押し殺ころし、ありったけの勇気を振ふり絞しぼって戦うことを選せん択たくした。




　自分を救ってくれた大切な人々のために生きる――それがタカトの、この『異世界』で立てた、誰だれにも譲ゆずれない誓ちかいなのだから。










　聖リメロア王国。建国三千年の歴史を誇ほこり、北方のアルメーナ大陸を治める国だ。

　その国内の西方に位置するプフルの街。王都ほどではないが、人の活気に溢あふれた中々に栄えている街である。

　大勢の人で賑にぎわい、露ろ店てんが立ち並ぶ大通り。その中を永森タカトは空になった台車を引きながらのんびりと歩いていた。

　顔見知りに出会っては笑って簡単に挨あい拶さつを済ませる。中には売り物である果実などをタカトに分けてくれる人もいた。

　異世界に来てはや一年。その時間は彼と異世界の住人との結びつきを確かなものにするには十分過ぎる時間だった。

　今より一年前。タカトは突とつ然ぜんこの異世界に足を踏ふみ入いれた。

　切きっ掛かけが何だったのかは今も分からない。学校の休み時間にジュースを買いに行こうとし、教室から一歩足を踏み出した刹那、気付けばこの異世界だった。

　制服姿のまま、財さい布ふを握り締しめてタカトは呆然とするしかない。学校にいたはずなのに、彼がいる場所は右も左も見み渡わたす限り麦畑。困り果てたタカトだが、そんな彼の存在に最初に気付いたのは農作業に励はげんでいた少女――シャリエだった。

　麦畑に現れた見慣れない少年に、シャリエは首を傾かしげながらも素す性じようを訊たずねかけた。対するタカトも困り果ててしまう。相手は金きん髪ぱつに青眼の少女、明らかに日本人ではなく異国の人間なのだから。

　何故なぜか日本語が通じることを不思議に思いつつ、タカトはシャリエに対し、自分が日本人であること、学校にいたのに気付けばここにいたことを必死に語った。しかし、彼の説明に少女は首を傾げるばかりだ。

　彼女の反応に、タカトはそんな馬ば鹿かなと眉まゆを顰ひそめるしかない。シャリエは日本語で彼と会話をしているというのに、日本という国を知らないという。そんなことがあり得るのか。

　自分では分からないから両親に訊きいてみてあげると優やさしく笑ってくれるシャリエに、タカトはお願いしますと頭を下げる。その時点で彼はまだ、この場所を日本以外の外国なのだと信じて疑わなかった。

　だが、世界は容よう赦しやなくタカトに現実を突つきつける。プフルの街中を歩き、彼女の両親と会話を重ね、彼は初めてこの場所が自分のいた世界ではないことに気がついた。街では一いつ切さいの機械や電気機器の類たぐいを確かく認にんすることができず、シャリエの両親から語られた国の歴史にタカトの知る世界のことが語られなかった。

　自分が異世界に来てしまったことを理解し少年は初めて恐怖を覚えてしまう。右も左も分からぬ世界で自分はどうやって生きればよいのか、どうすれば元の世界に還かえることができるのか。

　まだ十六を迎むかえたばかりの少年にとってこの現実は重過ぎた。涙なみだに暮くれるタカトだが、そんな彼を救ったのはシャリエとその両親だった。

　素性も分からない怪あやしい少年にもかかわらず、シャリエたちは彼を家に滞たい在ざいさせてくれた。自分の帰る場所が見つかるまで、好きなだけここにいてくれていいと。

　どうしようもないほどお人ひと好よしの人々だが、当時のタカトは精神的に追い詰められており、彼らの優しさに報むくいることなどできなかった。

　しかし、そんな彼をみんなは優しく支え続けてくれた。特にシャリエはタカトを強ごう引いんに外に連れ出したり、おしゃべりをしたり、どんなに彼に邪じや険けんにされてもいつも笑え顔がおで接してくれた。

　やがて、二カ月の時が流れ、タカトもようやく現実を受け入れ始めることができた。そして、彼女たちが自分を元気づけるためにどれだけ一いつ生しよう懸けん命めいになってくれていたのかを知った。

　全てを受け入れたとき、彼の行動は素早かった。シャリエと彼女の両親に、立ち直ったタカトは深々と頭を下げ、礼を告げた。彼が目の輝きを取とり戻もどしたことを知り、シャリエたちは心から喜び、よく頑がん張ばったと声をかけてくれた。

　そんな温かいシャリエたちに、タカトは涙を零こぼしながら、新たな決意を固めるのだった。

　もう元の世界へは戻れないかもしれない。けれど、今はこの世界で生きていこう。

　自分を救ってくれた大切な人々のために、この恩に報いるために、必死に今を生きていこう。それがタカトの誓いだった。

　それから彼はシャリエの両親の家業を自分から積極的に手伝い続けた。

　シャリエの父、ラルフは農業を営んでおり、タカトは毎日その手伝いを行っていた。

　元の世界ではただの学生であり、農作業など右も左も分からないタカトであったが、ラルフやシャリエの指導のもと、何とか最近は一人でも作業ができるようになった。

　彼の成長ぶりをシャリエたちは自分のことのように喜んでくれて、それを大おお袈げ裟さなと思いつつも、タカトも嬉き々きとして仕事に励み続けた。

　今では収しゆう穫かくした農作物を台車に載のせ、注文の入った店に卸おろす作業も一人でこなすことができるようになっていた。先ほどもその仕事を終えたばかりだ。

　空になった台車を引いて、タカトは家へと辿たどり着ついた。庭に空台車を置き、玄げん関かんの扉とびらを開く。彼の帰宅に、家の中で掃そう除じに励んでいたシャリエが嬉うれしそうにタカトに近づいて言葉を紡つむいだ。

「おかえり、タカト。今日もお疲つかれ様さまっ。お父さんとお母さんは？」

「ただいま、シャリエ。ラルフさんとピリエナさんはもうちょっと作業してるって」

「二人とも畑に入ると長いからね」

　そう言ってはにかむシャリエに、タカトも笑って肯こう定ていする。

　金の髪かみを肩かた口ぐちで切り揃そろえ、優しい空気を身に纏まとった少女、シャリエ・ラクリラ。異世界で絶望していたタカトを救ってくれた、一つ年下の少女で、今では彼にとって最良の友人であり家族だ。街でも評判の美少女ぶりは最近輪をかけて磨みがきがかかってきており、ちょっとした仕草にもタカトは目を奪うばわれてしまう。

　掃除道具の片づけを終え、シャリエはエプロンを外しながら彼に訊ねかけた。

「今日のお仕事は終わりなんだよね。これからどうするの？」

「いつもどおりかな。竜神様に豊ほう穣じよう祈き願がんの御お祈いのりをして、アンベルさんとラミエラさんのところに遊びに行くよ」

「むう、タカトはいつも二人のところばっかり。そんなに鎧機アマンズトがいいの？」

「もちろん！」

　シャリエの不満そうな問いかけに、タカトは満面の笑えみで肯定した。

　目をキラキラと輝かせるタカトの表情に、シャリエは小さく溜ため息いきをつくばかり。仕事終わりに時間が空けば、街を守る鎧機アマンズトのもとへと駆けだしてしまう。そのことがシャリエはちょっとだけ不満だった。

　少しくらい街で一いつ緒しよに遊ぼう、なんて言ってくれてもいいのに。そんな気持ちを隠し通とおす少女に、空気を読まずタカトは楽しげにいつもの蘊うん蓄ちくを語るのだ。

「鎧機アマンズトは俺の元いた世界では決して成なし遂とげられなかった浪ろ漫まんなんだ！　巨大な獣けものから街を守るために配備された人型ロボット！　完全二足歩行に加え操縦者による手動操縦、毎日眺ながめていても飽あきないくらいだ！」
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「また『チキュウ』の訳の分からない言葉ばかり。でも、タカトが楽しいならそれでいいよ。私もラミエラさんとお話ししたいし一緒に行くね」

　タカトの熱のこもった言葉を遮さえぎりながら、シャリエは外出の準備を進めた。

　簡単なローブを上から羽織った少女を連れて、彼は街の外へと向かう。街から出て道なりに進むこと二十分、切り立った岩がん壁ぺきを大きくくり抜ぬいたような洞窟がそこにあった。しかし、その洞窟内にはそれほどの奥おく行ゆきは無い。ドーム状に五十メートルほどくり抜かれた中、その最さい奥おうに大きな巨きよ岩がんが置かれていた。

　高さにして二十メートルほどだろうか。歪いびつな形をした巨岩は『竜神岩』と呼ばれ、街の守り神として人々に祀まつられていた。

　古い言い伝えでは、かつて巨大な獣が人間たちを滅ほろぼさんとしていた時代、竜神が姿を変えて人間たちに手を貸し、それらを撃げき退たいしたという。力を使い果たした竜神は次の使命を果たすために、こうして岩となって眠ねむり続けているのだと。もっとも、その話はあくまでおとぎ話だと街の人々は考えているが。

　竜神岩に対し、タカトとシャリエは胸の前で手を組み、瞳を閉じて瞑めい想そうした。彼が祈いのるのは作さく物もつの豊穣、そしてシャリエたちの息災、気持ち程度に元の世界への帰き還かん。

　還れるものなら還りたいが、それが叶かなわぬ願いだとも分かっている。だからこそ、今はこの世界で手にした大切な人々のことを考えたい、それがタカトの心だった。

　祈き願がんを終え、竜神岩に一礼し、二人は洞窟を後にする。洞窟を出ながら、シャリエはタカトに問いかけた。

「タカトって毎日竜神様に御祈りしてるよね。街の人でもそこまで信心深い人っていないのに。どうして？」

「うーん……実は自分でもよく分からないんだよな。何となくこう、引かれるというか。この場所を知って以来、ここで一日一回竜神様に会わないと落ち着かないというか」

「なにそれ、変なの」

「むう、竜神様を馬鹿にしちゃいけないぞ。昨日、何かいいことがありますようにって祈ったら、今朝ヨネロイおばさんからロパの果実をもらえたんだから」

　笑いながら会話を続ける二人を見送るように、竜神岩は洞窟の中で静かに聳そびえ続けていた。薄暗い洞窟の中で、僅わずかばかり竜神岩が淡い緑光を放ったことに、背を向けていた二人は気付くことなく。




　竜神岩に御祈りをした後、二人は目的の場所である街外れの草原へと向かって行った。

　彼らが辿り着いた場所には、大きさにして二十メートルほどはあろうかという巨大な団子虫が二匹ひき並んで丸まっていた。どうやら昼ひる寝ねの時間らしい。

　その傍で談だん笑しようしている鎧よろいを身に着けた男女に、タカトは声を発して呼びかける。

「アンベルさん！　ラミエラさん！」

「お、今日も来たな、鎧機アマンズトボウズ」

「鎧機アマンズトボウズって、その呼び方は勘かん弁べんしてくださいよ。逆に言いにくいでしょ」

「がはは！　悪い悪い、これに興味を示す奴やつなんて街でもお前くらいしかいねえからな。シャリエの嬢じようちゃんみたいに気持ち悪がって近寄らないのが普ふ通つうだぞ」

　アンベルと呼ばれた中年の兵士は豪ごう快かいに笑って彼の背を叩たたく。激しいスキンシップに困りつつも、タカトは二人に挨拶をする。そして彼の背中に隠れつつシャリエも一礼。どうやら巨大団子虫が苦手なようで、あまり直視はしたくないらしい。そんなシャリエを笑いつつ、アンベルの隣となりに並ぶラミエラと呼ばれた女性は楽しげに訊ねかけた。

「今日もヴァリエラドに乗りにきたの？」

「もちろんです！　許可頂けるなら、ですが」

「許可も何も、自分からこんなのに乗りてえなんて言う奴はお前くらいしかいねえって。乗れよ乗れよ、そして早く鎧機アマンズトの操縦者に志願してくれ。お前なら試験無しで合格できるよう、俺が王国にかけあってやるからよ。優ゆう秀しゆうな操縦者は何人いてもいいからな」

「あはは、その話はまた今度で……ヴァリエラドを鎧機化アマンズト・フアクタしてもらえますか？」

「あいよ、少し離れてな」

　その言葉に頷うなずき、タカトたちは虫たちから距きよ離りをとる。

　アンベルは右手首に装着している契約腕輪エンゲージユを掲かかげ、巨大虫に対して言葉をかけた。

「起きろ、ヴァリエラド！　鎧機化アマンズト・フアクタしやがれ！」

　彼の声に応こたえるように、団子虫はその体を光に包ませて変形させた。

　団子虫の姿から人の形を有した鎧機アマンズトへ。重装な灰色鎧を身に纏い、兜かぶとの隙すき間まから輝くは金色の双そう眼がん。両りよう腕うでで支えるように持つのは、巨大な筒つつ状じようの大おお型がた砲ほう。全長二十メートルを超こえる虫型の巨人、王城より派は遣けんされた街の守護者、虫鎧機イセク・アマンズトヴァリエラドである。団子虫から人型へ変形する姿に見み惚とれるタカト。そんな彼に、ラミエラは笑って声をかけた。

「そこまで嬉しそうに鎧機化アマンズト・フアクタを眺める人を私は初めて見ましたよ。本当に君は鎧機アマンズトが好きなんですね、タカト」

「大好きです！　最高で最強の浪漫ですよ浪漫！　ゲームセンターではロボットを操縦するゲームをいつも欠かさずやっていたくらい大好きです！」

「普通は気味悪がるものなのですけどね。兵士も渋しぶ々しぶ乗っている人が大半なのですから」

「準備できたから乗っていいぞ！　いつも通り武装は封ふう印いんしてるからよ、右の操縦桿を触さわっても反応しねえからな！」

「分かってますって！　ありがとうございます、アンベルさん！」

　鎧機アマンズトを操縦するための契約腕輪エンゲージユを受け取り、タカトはヴァリエラドの足首にある玉石に触れ、操縦席へと転移するのだった。

　――鎧機アマンズト。

　それは、人が大型の獣に対たい抗こうするために生み出した生物兵器であった。

　今より遥はるか昔、魔ま物ものと呼ばれた化け物が人間を今にも滅ぼさんとしていた時代。

　突とつ如じよ溢あふれ返った巨大な化け物たちに、人間が手も足も出ず、絶望に心を染めていたとき、この世界に救世主が現れる。

『神々』と呼ばれる異界の者たちが人々を束ね、己おのれが知識と技術、そしてこの世界の錬れん金きん術じゆつを駆く使しして生み出した反はん抗こうの牙きば――それが鎧機アマンズトだった。

　鎧機アマンズトとは、この世に存在する生物と契けい約やくし、その生命体を錬金術によって人型へと成形させた兵器のことを指す。鎧機アマンズトの力によって、人類はついに魔物を殲せん滅めつすることに成功した。

　役目を終えた神々は元の世界へと去り、残された意思を持つ鎧機アマンズトたちもその多くがいずこかへと去っていったという。

　残ったのは、己の意思をほとんど持たない鎧機アマンズト、この国では虫鎧機イセク・アマンズトヴァリエラドだけだった。

　それから聖リメロア王国は長い歴史をこのヴァリエラドと過ごすことになる。魔物は消えされど、大型の獣が消えたわけではない。この世界には十メートルを超える猛もう獣じゆうは未いまだ存在するのだ。滅めつ多たなことでは人間の住む場所に姿を現すことは無いのだが、それらに対する守り手として虫鎧機イセク・アマンズトは人々と共に在り続けた。

　やがて、長い時を経へて、鎧機アマンズトの技術や知識も掠かすれ、一から生み出す術すべも失われた。この国に残るヴァリエラドの機体数も五百弱となってしまっている。

　そして、凶きよう暴ぼうな大型の獣も近年はめっきり姿を減らし、今となってはこうして主要な都市でヴァリエラドも暇ひまを持て余しているというわけだ。

　そんな鎧機アマンズトだが、近年乗り手の減少に王国は頭を痛めている。

　鎧機アマンズトの乗り手となってしまえば、その大半は辺境の地でこの二人のように日々をのんびり過ごすことになるため、はっきりいって人気がない。王を守るためにと志願した兵士には特に人気がでない。

　また、鎧機アマンズトの操作はこの世界の人間にとって非常に難しい。多くの人間がものの数十分で頭を爆ばく発はつさせ、まともに動かせるようになるのは一ひと握にぎりの人間だけ。

　ゆえに、王国は鎧機アマンズトの優秀な乗り手を常に募ぼ集しゆうしている。二人がただの一いつ般ぱん人じんであるタカトを兵器であるヴァリエラドに乗せているのも、それが理由だ。

　とにかく才能のありそうな者には鎧機アマンズトに触れさせ、可能ならば兵士として引き入れるようにと、各地の操縦者たちは王国から厳命されていた。

　いくら鎧機アマンズトが五百機あっても、乗り手が年々減ってしまえば意味がない。現在の国のこうした背景から、彼は虫鎧機イセク・アマンズトへの搭とう乗じようを認められているのだった。

　宝玉に運ばれ、タカトはヴァリエラドの胸部にある操縦席へと腰を下ろす。椅い子すに座すわった彼を固定するように、彼の胸部は帯でしっかりと拘こう束そくされている。シートベルトのような役割を果たしているのだろう。

　操縦席に興奮しながら、タカトは両腕を左右の操縦桿へと運ぶ。前方にはヴァリエラドの目を通し、外の光景がモニターのように映し出されている。外部連れん絡らく用ようのスイッチを押し、音声を伝える通信機にタカトは声を紡ぐ。

「こちらタカト！　虫鎧機イセク・アマンズトヴァリエラド、出ます！」

　両腕で大きな円を描えがいたアンベルを確認して、タカトは左の操縦桿を前方へと倒たおした。

　彼の操縦に応えるように、ヴァリエラドは一歩、また一歩と前方へと進む。簡単な歩行を終えたタカトは、本番とばかりに左ひだり脚あしで中央左のペダルを踏み込こんだ。

　ヴァリエラドの背中から大気が吹ふき荒あれ、その巨きよ体たいがゆっくりと空へ上じよう昇しようしていく。高度にして三十メートルほどだろうか。その位置でタカトは左のロックペダルを蹴けりあげて高度を固定し、待ってましたとばかりに最右のスロットルペダルを踏み込んだ。

　刹那、ヴァリエラドは加速し大空を翔かけ始めた。左の操縦桿で方向を適てき宜ぎ切きり替かえ、操縦桿頭部にある小さなスティックを動かしてヴァリエラドの視点の向きを転てん換かんする。

　大空を自在に翔けながら、タカトの気分は最高潮に達した。まさか異世界を訪おとずれ、こんな大きなロボットを動かせる日がくるなんて。彼の心は感動でいっぱいだった。

　タカトにとって、ヴァリエラドの操縦法はまるでゲームのように簡単だった。操縦桿による移動操作、スロットルペダル制せい御ぎよ、カメラ切り替えなど初心者の彼でもすぐに覚えられるほどだ。

　元の世界では親から呆あきれられるほどロボットゲームに熱中したタカトにとって、それらによく似た鎧機アマンズトの操縦などまさに手慣れたものである。

　初めて鎧機アマンズトに乗り込んだとき、当時のタカトは酷ひどく驚いたものだ。どうして操縦席がこの世界の文明と一線を画するような近代化したものになっているのか、鎧機アマンズトの操縦方法がまるでゲームのように簡単なのか。

　生まれてくる疑問に限りはないが、それに対する答えをタカトには見つけられない。だったら見つからない答えを求めるよりも、元の世界では経験できない巨大ロボの操縦を心行くまで楽しもう、それがタカトの結論であった。

　夢にまで見た巨大ロボットを自由自在に動かせる、その喜びが疑問を頭の隅すみへと追いやったのだった。

　また、タカトは気付いていないが、この世界の住人にとって鎧機アマンズトの操縦は非常に難しい。彼のように移動しながら高度を変える、移動方向とは異なる方向にカメラを切りかえる等など、複数の操作を瞬しゆん時じにこなすということは、タカトが人間界でゲームに慣れ親しんでいたがゆえに可能なことだった。この世界の人間にとって、その同時操作はとても困難なのだ。

　そんな彼の才能を誰よりも認めるのが、地上から彼の操縦を見上げるアンベルとラミエラだ。ヴァリエラドの動きに心から感かん嘆たんしつつ、楽しげに会話を弾はずませた。

「本当に良い動きだな。ラミエラ、模も擬ぎ戦せんをしたとして、あいつを捉とらえられると思うか？」

「無理ですね。タカトの動きを抑おさえるには、虫ヴアリエラド任せでは当たりません。ならば手動で彼の動きを先読みして魔ま弾だんを放たなければなりませんが……正直当てられる気はしませんね」

「だよな。あいつ、右の武装操縦桿の封印を解けば、グレオノ様といい勝負するんじゃねえか？　くぅ～、ますます欲ほしいじゃねえか。早くあいつも覚かく悟ごを決めて王都に……っと、冗じよう談だんだよ、睨にらむなって、シャリエの嬢ちゃん」

　アンベルをじっと睨みつけるシャリエ。彼女としては、当然ながら大切な家族であるタカトが王都に行かれては困るのだ。

　彼女の気持ちを理解しているがゆえに、アンベルとラミエラもタカトを強く誘さそえない。何よりも、王都で鎧機アマンズトの操縦者になる道を選ばず、シャリエたちと生きることを決めたのは他の誰でもないタカト自身なのだ。

　彼にとって何より大切なのは、この世界で自分を助けてくれた人々を守ること。彼らと共に笑って過ごすことだった。

　確かに鎧機アマンズトは心こころ惹ひかれる、大きなロボットを自在に動かすなど夢のようだ。しかし、そんな気持ちよりも優先したいものがある。

　彼の断固とした気持ちを知るからこそ、アンベルとラミエラはタカトが気変わりしてくれるのを待つしかない。彼の操縦技術、センスは間ま違ちがいなく国でも最さい高こう峰ほうのものであると確信しているため、諦あきらめるに諦められないのだ。

　そんな三人の気持ちを知らず、存分にヴァリエラドの操縦を堪たん能のうしたタカトは操縦席から外へと転移して、みんなのもとへ戻り礼を言った。

「ありがとうございます、アンベルさん、ラミエラさん！　本当に楽しかったです！」

「ああ、またこいつに乗りたくなったらいつでもこいよ。操縦者になるための紹しよう介かい状じようならいつでも書いてやるからな！」

「あはは、か、考えておきます」

「考えなくていいのっ！」

　頬ほおを膨ふくらませてタカトの背中を押すシャリエと困り果てるタカト。

　そんな二人を見て豪快に笑いながら、アンベルはタカトに声をかける。

「そういやボウズ、シャリエの嬢ちゃんから聞いたが、もうすぐこの街に来て一年になるらしいじゃねえか」

「へ？　えっと、確かそうですね」

　アンベルの言葉に、タカトは脳内で時間を逆算しながら相あい槌づちを打つ。異世界に来て、シャリエたちの世話になってから一年もの時間が流れたのかと彼は時間の早さに驚かずにはいられない。

　そんなタカトに、アンベルは笑みを浮うかべたまま、腰に下げた小こ袋ぶくろから何かを取り出し、それを軽く放ほうり投なげる。

　それを両手で受け止め、タカトは投げられたものを確認した。彼の手の中にあったのは銅色に鈍にぶく輝く金属製のブレスレットだった。

　煌きらめいた装そう飾しよくなどはなく、どちらかというと無骨で男物の印象を受ける装そう飾しよく品ひん。これは何かと小さく首を傾げるタカトに、アンベルとラミエラは笑いながら説明をする。

「俺とラミエラからの祝いの品だ。遠えん慮りよせずに受け取りやがれ」

「タカトには日ごろお世話になっていますからね。ささやかなお返しと思って頂ければ」

「あ、ありがとうございます！」

　二人にお礼を言いながら、タカトは右手首にブレスレットを装着する。空に翳かざしたり、シャリエに見せては喜び合ったりする彼に、アンベルは補足とばかりに口を開く。

「そいつは鎧機アマンズト乗りの契約腕輪エンゲージユを模して職人に作ってもらったもんだ。鎧機アマンズト好きのお前なら気に入るかと思ってな」

「はるか昔、契約腕輪エンゲージユをつけた鎧機アマンズト乗りたちが命を賭として魔物と闘たたかい抜いたことから、ブレスレットは勇気、勇ゆう敢かんの象しよう徴ちようとして扱あつかわれています。誰かのために勇気を奮う、そんな立派な大人になるようにと、親から子へ贈おくったりもしますね」

「つまりだ！　このブレスレットはお前が近い未来、勇気ある立派な鎧機アマンズトの操縦者になるようにという俺たちの想おもいを……だ、だから睨むなって、シャリエの嬢ちゃん！」

　シャリエのジト目に気づいたのか、アンベルは引きつった笑みを浮かべて言葉を止める。

　そのやりとりに苦く笑しようしながら、タカトは重ねて礼を言いながら二人に宣言した。

「本当にありがとうございます、アンベルさん、ラミエラさん。このブレスレットに恥はじないような、そんな立派な大人になれるように俺、頑張ります！」

　感謝の想いを伝え、タカトとシャリエは二人のもとを後にした。

　遠ざかる二人を見つめながら、ラミエラは長い髪を指で梳すきつつ楽しげに声を漏もらす。

「タカト、喜んでくれましたね。やはりブレスレットを選んで正解でしたね」

「そうだな。ま、あいつなら何を贈っても喜んでくれたとは思うがよ」

　アンベルの言葉にラミエラは頷いて肯定した。気持ちいいくらいに真まっ直すぐなタカトのことだ、どんなものでも喜んで受け取ったことは想像に難かたくない。

　小さくなるタカトの背中を見つめながら、アンベルはしみじみと呟つぶやいた。

「しかし、本当に勿もつ体たいねえな。あれだけの鎧機アマンズトの腕があれば、グレオノ様の直属部隊にだって入れるだろうに。だが、本人にその気がないんじゃなあ……」

「ええ、本当に残念です。タカトほど鎧機アマンズトに愛されている人間を私は王家の方々以外知りません」

「おいおい、それは流石さすがに褒ほめすぎってもんだろ。まさかあいつが『神の血』を受うけ継つぐ存在だとでも言うつもりじゃねえだろうな。そんな戯たわ言ごとを誰かに聞かれでもしてみろ、王家に怒おこられても俺は知らねえからな」

「ふふっ、それは勘弁してほしいものです」

　軽口をたたき合いながら、アンベルとラミエラは二人の姿が見えなくなっても、タカトの話題で盛り上がるのだった。




「ねえ、タカトは王都になんかいかないよね？」

　街に戻り、家への帰り道の途と中ちゆう。シャリエは隣を歩くタカトにおずおずと訊ねかけた。

　突然の問いかけに驚くタカトだが、ニッと優しく笑って当たり前だと一いつ蹴しゆうした。

「俺が王都にいって何するのさ。俺は明日も明後日あさつてもその先も、ずっとこの街にいるよ」

「でも、王都にいったら大好きな鎧機アマンズトに乗れるって……タカト、才能もあるみたいだし」

「馬鹿、アンベルさんたちは冗談で言っているだけだよ。鎧機アマンズトは確かに大好きだし、俺の憧あこがれだけど、それを仕事にできるほど世の中は甘あまくないの」

「そうかなあ……アンベルさんもラミエラさんも、本気でタカトを認めてるみたいだけど」

「仮にそうだとしても、俺は王都になんかいかないって。そもそも、王都になんていったらラルフさんの畑を手伝えないじゃないか。俺はまだまだラルフさんから習わなきゃいけないことがいっぱいあるんだから。今日もラルフさんに朝は何度も激げき励れいされたし」

「お父さん、なんて？」

「『私の農場を安心して継いでもらうためにも、タカトには頑張ってもらわなきゃいけないな』って。継ぐのは俺じゃなくてシャリエだって突っ込みは置いといて、ラルフさんの言葉に俺も頑張らなきゃなって気持ちに……どうしたんだ、シャリエ。顔真っ赤だぞ？」

「な、なんでもないの、なんでも」

　隣を歩くシャリエが顔を真っ赤にして俯うつむいてしまい、そのことに彼は首を傾かしげるしかなかった。父親の言葉の意味を理解した少女は、小声でお父さんの馬鹿と呟くことでしか胸の内を吐はき出せない。どうやらタカトに対する想いは親公認だったようだ。

　そんなシャリエを深く追及することもなく、タカトはきっぱり宣言するのだ。

「とにかく、俺が王都に行くことはないよ。俺が今、目指しているのはラクリラ農場をこの街一番の農場に発展させること。俺を助けてくれたシャリエやラルフさん、ピエリナさんに少しでも恩返しすること。俺は受けた恩を忘れないんだ」

「もう恩は十分に返してもらっているんだけどな……うん、そうだよね。ず、ずっと一緒だもんね。タカト、一人でどこかに行ったりしちゃやだよ。約束だからね」

「ああ、約束だ！　俺が絶対ラクリラ農場を劇的に発展させてみせる！」

「うう、そっちじゃないんだけど……ま、いっか」

　満足気に微笑ほほえみながら、シャリエはタカトと並んで帰路につく。

　いつものシャリエが戻ったことに安心しつつ、タカトは空を見上げて思う。こんな日常がいつまでも続けば良い、と。

　もちろん、元の世界への帰還を諦めた訳ではない。未だに胸の奥おく底そこには故郷への想いが眠っている。なぜ、自分がこの世界に足を踏み入れたのか、その理由すら分からない。

　けれど、この異世界でタカトは沢たく山さんの大切なものを手に入れた。絶望に沈しずむ自分を救ってくれた大切な人々、彼らの力になりたいという気持ちが何よりも今は強い。

　元の世界に戻る方法などタカトに分かるはずもない。どうやって探さぐればいいのかすら見当もつかない。ならば、今自分は何をすべきか。

　自分ができることを精いっぱいすること、自分を救ってくれた命の恩人であるシャリエたちに恩を少しでも返すこと、それがタカトの決意だった。

　だから、今は大切な少女と共にこの穏おだやかな日常を歩いていこう。こんな毎日が明日も明後日も続いていく――そのはずだった。

「ん……？　なんだ、あれ……」

「どうしたの、タカト？」

「いや、あれ……」

　空へ視線を向けていたタカトだが、大空の向こうから飛ひ翔しようしてくる小さな影かげを見つけ、それを指差してシャリエに教える。

　ゆっくりと、しかし確実にプフルの街に近づいてくる物体。その大きさは遠目でも鳥などではないことが分かる。

　どうやら周囲の人々もその存在に気付いたのか、道で足を止め、ざわめきとともに次々と空を見上げていく。

　やがて、街の上空へ近づいた飛翔物体のシルエットをタカトはようやく視界に入れた。

　空に浮かぶ巨大な人型――黄土色の虫鎧機イセク・アマンズト。

　ただ、それが聖リメロア王国の所有するヴァリエラドでないことは外観から一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　上空で羽ばたく鎧機アマンズト、そのフォルムを例えるなら蜂だろうか。背中から生えた四つの羽がせわしく羽ばたき、強固そうな鎧に覆おおわれている。頭部はヴァリエラドと同じく兜型であり、隙間から瞳が覗のぞいているが、頭頂部にはその目とは異なる二つの目玉のようなものが存在する。

　両腕は鋏はさみ型がたとなっていて、下半身より先は二本の足と尾おが存在し、細長く伸のびた尾の先には鋭するどい螺ら旋せん状じようの針がついていた。

　このような兵器を聖リメロア王国は所有していない。聖リメロア王国が所有する鎧機アマンズトはタカトの知る限り、ヴァリエラドだけなのだから。

　すなわち、この機体はまさしく正体不明機ということになる。自然に生きる巨きよ大だいな生物ではなく、明らかな虫鎧機イセク・アマンズト。鎧機アマンズトならば中には操縦者が存在するということだ。

　いったいどこの誰が。王国の新型なのか。そんな疑問を頭に浮かべていたタカトだが、街中に響ひびき渡わたる聞きなれた声に意識を奪われた。

　それは、街の外にて守護を務めていた二機から放たれた声だった。ヴァリエラドを駆るアンベルが正体不明機へ魔ま弾だん砲ほうを向けながら警告を行っていた。

『正体不明機の操縦者に告ぐ！　こちらは聖リメロア王国第三軍鎧機アマンズト師団所属のアンベル・カニンガだ！　今すぐ地に降り、鎧機解放アマンズト・ロスタを実行せよ！　こちらの警告に従わなければ、国防法百七十二に従い、街を守るために武力鎮ちん圧あつを行う！　これは脅おどしではない！　繰くり返かえす、ただちに鎧機解放アマンズト・ロスタを実行せよ！』

　アンベルの張はり詰つめたような声とその内容から、街の人々に更さらなる緊きん張ちようが奔はしる。

　彼かれの警告の意味、それは正体不明機が聖リメロア王国所属ではないということだ。銃じゆう口こうを向けた二機のヴァリエラドに、正体不明機は一度視線を向けたかと思った刹せつ那な、大きく上空へ飛翔した。その姿を見て、タカトは感じ取ったものをそのまま声にしていた。

「あいつ、戦やるつもりだ……！」

「え、ええっ、わ、分かるの？」

「来るぞっ！」

　彼の推測通り、大空を舞まった正体不明機は上空から急降下するようにヴァリエラドへと襲おそいかかった。

　王国への敵対行動と判断し、アンベルとラミエラは右みぎ操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめ、砲ほう撃げきを開始する。ヴァリエラドの長い狙そ撃げき砲ほうから放たれた魔弾が上空の正体不明機へと放たれた。

　真っ直ぐに放たれた二発の魔弾だが、正体不明機は右に左に不規則な動きで回かい避ひしてしまう。次弾を撃うち出すために再びトリガーに指をかける二人だったが、正体不明機がそれより早く反はん撃げきへと転じた。

　尾を獲え物ものへ向け、勢いよく放たれた螺旋状に回転する巨大針。それは想像以上に速い速度でヴァリエラドへと奔っていった。

　狙ねらわれたのは再さい射しや撃げきを行おうとしていたラミエラ機だ。回避する間も与あたえられず、巨大針がヴァリエラドの顔面へと突き刺ささり、完全に吹き飛とんでしまった。

　虫鎧機イセク・アマンズトは完全なロボットではなく生命体。生物と同じく、脳を破は壊かいされては生命活動を維い持じできるはずもない。首から上を失ったヴァリエラドは、その巨体を大地へと沈めてしまった。

　撃げき墜ついしたヴァリエラドへ近づこうとする正体不明機だが、まだアンベル機が残っている。同どう僚りようが撃げき破はされても、彼は冷静さを失わない。敵機に対して距離を取りながら、砲撃を二発、三発と放ち続けた。

　正体不明機に弾だん幕まくの一発が命中するが、それほどのダメージは見えない。態勢を立て直した敵機は、再びヴァリエラドへ向けて小刻みに左右へ揺ゆれながら追つい撃げきをかける。

　ここで二機の性能差が明確に現れてしまう。ヴァリエラドは狙そ撃げき型がたの機体であり、お世辞にも速度に優すぐれているとは言い難がたい。対して正体不明機は明らかに速度に特化した機体だ。加えて一いち撃げき必殺とも思える先ほどの巨大針という武器がある。

　ヴァリエラドが逃にげ、それを正体不明機が追うという形はヴァリエラドにとって完全に不利な状じよう況きようだ。正体不明機はすぐに追いつき、左の鋏で獲物の右みぎ腕うでを掴つかみ、そのまま捩ねじ切った。腕を切り落とされ、ヴァリエラドは砲撃手段を失ってしまう。

　残る武器は腰こしに下げたサーベルのみ。左腕でサーベルを握り、正体不明機を捉えようとするが、上空にするりと簡単に逃げられる。

　やがて、正体不明機が再び尾に充じゆう填てんした巨大針を解放し、ヴァリエラドの胸部を貫つらぬいた。胸に大穴を空け、瞳ひとみの光を失い、アンベルのヴァリエラドは大地へと沈むのだった。

　二機のヴァリエラドの撃墜は街の守り手を失ったことを意味する。恐きよう怖ふが心を侵しん食しよくし、街の人々は我先にと悲鳴をあげて逃げ惑まどう。

「タカト、逃げよう！　ここにいちゃ危ないよ！　あの化け物がいつ私たちを襲ってくるかも分からないんだよ！」

　ヴァリエラドだったものが正体不明機に弄もてあそばれる光景を呆ぼう然ぜんと眺めていたタカトに、先に我を取り戻したシャリエが彼を引っ張って避ひ難なんを促うながした。

　彼かの女じよの叫さけびに、ようやく状況を理解したタカトは駆かけながら、先ほどの惨さん劇げきを思い出す。

　あのヴァリエラドが、たった一撃で倒された。機体を貫かれた上、更に四し肢しをバラバラに切り刻まれている今、操縦者が生きているとは考えにくい。

　重い現実にタカトは右手首のブレスレットに触ふれ、必死に感情を抑え込む。

　アンベルもラミエラも、先ほどまで一緒に笑いあっていたのに。勇気ある立派な大人になるようにと、タカトにブレスレットを贈ってくれた優しい二人はもう、この世にはいない。

　悲しみを必死に堪こらえ、タカトは前を向いて走りながらシャリエに指示を出す。今、すべきことは二人の死を悲しむことでも、正体不明機を探ることでもない。大切な人を守ること、それだけを考えなければならないのだから。

「シャリエ、農場へ向かおう。ラルフさんとピエリナさんが心配だ」

「う、うんっ」

「二人が既すでに避難していたならそれでいい。合流するにせよ、しないにせよ、そのまま竜りゆう神じん様さまのところまで避難しよう。正体不明機の目的は分からないけれど、民間人を追ってあんな洞どう窟くつの中まではこないはずだ」

「分かった！」

　シャリエの同意を貰もらい、タカトたちは怯おびえ惑う人々の流れから離はなれ、わき道を走って農場への道を急いだ。

　街外れの農場に辿り着いた二人だが、ラルフとピエリナの姿は見当たらない。一通り探しても姿が見えないため、避難をしたと判断し、タカトたちはそのままの足で竜神岩の安置された洞窟まで走り続けた。




　走ること十数分。山道を駆け、二人は何とか薄うす暗ぐらい竜神岩の洞窟へと辿り着く。

　岩に背を預け、肩かたで息をしながら腰を下ろすタカトとシャリエ。ゆっくりと呼吸を整えながら、言葉を交かわし合った。

「お父さんと、お母さん、無事かな……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。多分もっと街から離れたところに避難したんだと思う」

「そっか、そうだよね……」

　タカトの根こん拠きよのない言葉でも、少しは安心できたらしく、シャリエは小さく笑みを零こぼす。それは強がりの入った笑みでもあった。

　静まり返った洞どう窟くつ内ない。この場に逃げ込んだのはどうやら二人だけのようだった。竜神岩に背を預けたまま、先ほどの光景を思い出しながら会話を続けた。

「あの蜂はちみたいな鎧機アマンズト、なんだったのかな……あれ、鎧機アマンズトでいいんだよね？」

「ああ、間違いない。ヴァリエラドとは形状が違ちがうけど、人型を取っていたし……」

「ヴァリエラド……アンベルさん、ラミエラさん、大丈夫だよね？　倒されちゃったけど、鎧機アマンズトに乗っているから、大丈夫なんだよね？」

「ああ、大丈夫だ。機体を捨てることになるけれど、操縦席から降りて宝玉に手をかざせば足元に転移できる。二人なら無事脱だつ出しゆつしているはずだよ」

「そっか、よかったよお」

　彼の言葉、それはシャリエを安心させるための嘘うそだった。

　あの二人が自分の命を守るために、機体を捨てて脱出する可能性はほとんどないとタカトは考えていた。彼らの仕事は街の人々を守ることであり、自分の命惜おしさにヴァリエラドを放ほう棄きするなど二人の性格からは考えられない。

　アンベルもラミエラも街を守ることに誇ほこりを持っていた。目の前で街の人々の命を脅かす正体不明の鎧機アマンズトが暴れているなら、彼らは己の命を賭して戦い抜くだろう。

　タカトの推測では、あの二人はきっともうこの世にはいない。けれど、そんな残ざん酷こくな現実を心優しき少女に突つきつけることなんてできない。だから彼は嘘をつく。シャリエを安心させるために、自分すらも騙だませない稚ち拙せつな嘘を。

　悲しみを悟さとられないように、タカトは必死に感情を押おし殺ころす。軽く息をつき、心を落ち着かせる彼に、シャリエは不安を誤ご魔ま化かすように何度も声をかけ続ける。

「街のみんな、ちゃんと避難できたかな……」

「正体不明機はヴァリエラドに執しゆう着ちやくしていたから、逃げる時間は稼かせげたと思う。それに、もう少しすればきっと王国から軍隊が沢たく山さん派は遣けんされてくるよ。あいつの正体は分からないけど、好き勝手できるのも時間の問題だって。すぐに倒されて、またいつも通りの日常が戻もどってくるさ」

「そうだね……あの鎧機アマンズト、どんな人が乗っていてどんな目的でひどいことするのかな」

「それを調べるのは王国のお偉えらいさんの役目だよ。鎧機アマンズトってことは中に人が乗っているのは間違いない。どこの誰だれだか知らないけど、これだけのことをやってのけたんだ。犯人にはしっかり罰ばつを受けてもらわないと」

「うん……とにかく今は、街の人々が全員無事でありますようにって祈るよ」

「そうだな。竜神様の傍そばだっていうのも都合がいいし、竜神様にみんなの無事を祈ろう」

「だね」

　タカトとシャリエは背後の竜神岩に向きあい、胸の前で手を組んで祈りを捧ささげる。

　街の守り神として長年人々に祀られた岩に、二人は街の人々の無事を祈願した。どうか皆みなが無事でありますように、と。

　祈りを終え、彼がゆっくりと目を開いた刹那――竜神岩の異変に彼は気付いた。竜神岩がわずかばかり緑色の光を放っていたのだ。そのことに目を見開いて驚おどろいたタカトは、慌あわててシャリエに指し摘てきするのだが。

「な、なんだこれ!?　シャリエ、竜神岩が光ってる！」

「え？　……どこ？」

「どこって……全体が薄うす緑みどり色いろに輝かがやいてるじゃないか。いつの間にこんな……」

「全然光ってないよ？　いつもどおりの竜神様だと思うけど……」

　食くい違う言葉に、そんな馬ば鹿かなとタカトは混乱した。彼の目の前では、確かに巨大な竜神岩が淡あわい緑の光を放っている。だが、それがシャリエには見えないという。

　理由も分からず、首を傾かしげるしかないタカト。いったい竜神岩に何が起きているのか――それを考える時間は彼には与えられないようだ。

　遠くから激しい羽音が近づいてくるのが聞こえ、思わず二人は洞窟の入口へ視線を送った。その視線の先には街に現れた化け物――正体不明機が飛翔してくる姿があった。

　なぜ、ここに。その理由を考えるより早く、タカトはシャリエの手を引いて竜神岩の裏側へと逃げ込んだ。

「な、なんで!?　どうしてここにあの化け物がいるの!?」

「分からないよっ！　なんでアイツがこんなとこまで……とにかく、この状況は拙まずい。なんとか隙すきを見つけて、ここから脱出しないと……」

「そ、そうだね……でも、どうしよう、このままじゃ入り口を完全にあの鎧機アマンズトが塞ふさいじゃうよ……こっそり横から抜ぬけられないかな」

「とにかく、今は状況を見守ろう。もしかしたら、すぐに洞窟から出ていくかもしれない」

　淡く輝き続ける岩いわ陰かげに隠かくれながら、二人はじっと正体不明機を観察する。

　敵機はゆっくり飛行しながら洞窟内へと侵しん入にゆうし、竜神岩を視界に入れたようだ。着地してその場に立ち止まるや否いなや、突とつ如じよとして攻こう撃げきを放ちはじめた。

　頭部の目玉のような部位から撒まき散ちらすように放たれた光の散さん弾だんは、竜神岩へ次々に着ちやく弾だんしていく。

　激しい衝しよう撃げきと振しん動どうを感じながら、タカトはシャリエを守るように抱だきしめて攻撃が収まるのを待つ。彼の腕の中で少女は唇くちびるを噛かみ締しめて必死に悲鳴を抑えていた。

　やがて、激しい砲撃の嵐あらしが止まり、タカトはシャリエを抱きしめたまま敵の様子を窺うかがった。どうやら散弾では竜神岩を壊こわせないと判断したのか、尾の巨大針を差し向けようとしているようだ。

　正体不明機の様子から、タカトは敵の狙いがこの竜神岩の破壊なのだと判断した。理由は分からないが、敵はこの竜神岩を壊そうとしている。

　その答えに辿たどり着ついたとき、タカトは己の判断ミスを悔くやんだ。この場所に逃げ込んだことが逆に自身とシャリエの命を窮きゆう地ちへと追い込んでしまった。

　今から逃げ出だそうとしても、それより早く正体不明機の尾から巨大針が解き放たれるだろう。あれはヴァリエラドの装そう甲こうをも容易たやすく貫く破は壊かい力りよくを秘ひめた最悪の武装だ。

　巨大針が竜神岩に放たれれば、岩は木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ、飛散した岩に二人は押し潰つぶされることになる。ここにきて、タカトは己の死を悟ってしまった。

　彼の心に溢あふれる感情、それは死への恐怖ではなく、後こう悔かいだった。自分が死ぬことよりも、腕の中の少女まで巻き込んで死なせてしまうことが彼は何よりも許せなかった。

　守りたい。死なせたくない。この異世界で自分を救ってくれた大切な家族がこんなところで死んでしまうなんて認められない。

　強くシャリエを抱き締めながら、タカトは瞳を閉じて強く祈いのる。神でもいい、悪あく魔までもいい、誰でもいい、この少女を救って下さい。守るための力を貸して下さい。

　そんな彼の心の叫びに呼応するように、竜神岩は一ひと際きわ強い輝きを放つが、その竜神岩へ向けて鎧機アマンズトの巨大針が放たれた。

　螺ら旋せんを描き、着弾して全すべてが終わると思われた、その瞬しゆん間かんだった――緑の光、その奔ほん流りゆうが洞窟内を塗ぬりつぶすように広がったのは。

　眩まばゆいほどの輝きの嵐。光が収まり、タカトがゆっくりと目を見開いたとき、彼らを守るように、それは存在していた。

　竜の容よう貌ぼうを色いろ濃こく残し、鋭い角を有する兜と眼光から漏れる緑の輝き。竜りゆう翼よくを持ち、腰からは力強い尾が伸びている。力強い二本の足で雄お々おしく大地に聳そびえ立たつ、二十メートルを超える竜を模した鎧機アマンズト――竜鎧機ドラグ・アマンズトが二人の前に現れたのだった。

「これは……鎧機アマンズト!?」

「た、タカトっ！　竜神様が鎧機アマンズトになっちゃったよ!?　ど、どうなっているの!?」

　困こん惑わくして問いかけるシャリエだが、タカトがそれを説明できるはずもなかった。

　呆然とその竜鎧機ドラグ・アマンズトを見上げる二人だが、状況は彼らに立ち止まることを許してはくれない。

　竜神の登場に動きを止めていた敵機が、再びゆっくりと動き出したのだ。

　攻撃を再開するために距きよ離りを詰めていく。それに気づいたシャリエが悲痛な声を上げた。

「タカトっ！　あの鎧機アマンズト、竜神様を攻撃しようとしているみたいだよっ！　ど、どうしよう!?」

　この状況で何をすべきか。その答えを探すタカトに道を示したのは、二人を守るように立つ竜鎧機ドラグ・アマンズトだった。

　竜神はゆっくりとその顔を彼へと向けた。動きをみせたことにタカトが驚くより早く、彼の右手首に装着しているブレスレットを暖かな緑光が包つつんだ。先ほど竜神岩が洞窟内を照らしたものと同じ、力強い輝きだった。

　そして、光が収まったとき、タカトの右手首には緑色の腕うで輪わが淡く輝いていた。

　それを見て、彼はまさかと一つの考えにたどり着く。竜神岩が放った光と全く同じ腕輪の輝き、そしてタカトを見つめ続ける鎧機アマンズトから考えられること――すなわち、二人に貰ったブレスレットは、契約腕輪エンゲージュになったのではないか。

　契約腕輪エンゲージュ。それは鎧機アマンズトが人を操縦者として認めた証あかしであり、鎧機アマンズトの操縦に必要な鍵かぎだ。

「竜神様……俺おれに乗れと、力を貸してくれると言うんですか」

　タカトの問いかけに竜鎧機ドラグ・アマンズトは答えを返さない。ただじっと視線をタカトへと向け続けるだけだ。







[image: ]







　だが、今のタカトに長考する時間の猶ゆう予よなど存在しない。目の前には二人の命を奪うばおうとする巨きよ大だい蜂ばちが迫せまっており、その危機を乗のり越こえるための道は一つしかない。

　覚悟を決め、タカトは腕の中のシャリエに指示を出す。彼女を少しでも安心させるように、必死に恐怖を押し殺して、冷静を繕つくろって。

「……シャリエ、俺と竜神様があの正体不明機を押し出したら、急いで洞窟から離れるんだ。穀物倉庫の方に逃げれば、きっと街のみんなと合流できるはずだから」

「た、タカト？　竜神様と押し出すってどういう……タカトっ！」

　シャリエの返事を待つより早く、タカトは彼女から離れて竜神の足元へと駆けだした。

　鎧機アマンズト足首部の宝玉に触れ、操縦席へと転移される。操縦席につくと同時に、タカトは迷わず操縦桿を倒し、スロットルペダルを全力で踏ふみ込んだ。

　彼の意思に応こたえるように、蒼そう竜りゆうは双そう眼がんを一際強く輝かせ、雄々しく竜翼を広げて敵めがけて突とつ進しんを放った。

「あああああああああああああっ！」

　タカトの叫びとともに、風を纏まとった竜神は洞窟を抜け、大空へ舞い上あがってなお加速する。

　圧あつ倒とう的てきな速度と力によって巨大蜂を体当たりで押し続ける蒼竜だが、敵とていつまでもされるがままという訳ではない。

　頭上の複眼が鈍く輝き、巨大蜂の頭部から再び散弾がタカトへ向けて解き放たれた。

　初めて敵から受ける攻撃に一いつ瞬しゆん身を竦すくませるが、自機にダメージはない。びくともしない竜神に、タカトはわずかばかり安あん堵どすると同時に、右操縦桿を操作する判断を下した。

　右の操縦桿は攻撃を司つかさどる。アンベルにヴァリエラドに乗せてもらったときは、一度も触さわったことのない箇か所しよだ。ただ、どのように操作をすればよいかを口頭で説明を受けただけ。

「どんな攻撃でもいい！　とにかく、こいつを止められるような武器ならなんでも！」

　右レバーの親指部分の棒スイッチを上げ、タカトは人差し指で攻撃のトリガーを引いた。刹那、頭部の竜りゆう口こうが開き、そこから光の柱が真っ直ぐに解き放たれた。

　ターゲットこそ設定していなかったが、敵に張り付いていることが功を奏したようだ。竜神から放たれた一撃は敵機の右腕部をあっけなく貫き消し飛ばしてしまった。

　あまりの破壊力と衝撃に、たまらず巨大蜂は後方へ下がって距離を取ろうとするが、それをタカトは許さない。頭で考えるより早く操縦桿を操作し、大空でサークリングを描えがきながら敵機を追う。敵からの反撃を想定し、回避と追撃を同時に選せん択たくできる、ゲーマーである彼が無意識に行った操作だった。

「威い力りよくが強過ぎる！　これを操縦席に当てちゃ駄だ目めだ、犯人を王国に突き出すためにもなんとか無力化を狙わないと……他に武器は！」

　攻こう撃げき操そう縦じゆう桿かんの棒スイッチを切きり替え、再びタカトは攻撃操作を試みた。

　その瞬間、鎧機アマンズトの尾が分ぶん離りし、一ひと振ふりの大たい剣けんへと変化する。ターゲットを敵機に設定していたため、剣を握った竜神は加速をつけて正体不明機へと切りかかった。

　巨きよ竜りゆうの繰り出す大剣の一薙なぎは、敵の残る左腕も容易に切り裂さくことに成功した。

「大剣による一撃……これならっ！」

　意を決し、タカトは正体不明機との距離を一気に詰める。

　剣を構え、狙うは巨大蜂の頭部。胴どうを叩たたき切ってしまえば、中の操縦者を殺してしまうかもしれない。

　人殺しを避さけたいタカトの心は元より、中の操縦者を殺してしまえば、なぜこんなことをしたのか理由を吐かせることもできなくなる。

　これが鎧機アマンズトによる初めての実戦である彼にとって、手加減をする余よ裕ゆうはない。しかし、殺さずに済ますことができるほどの技量がタカトに、性能が竜鎧機ドラグ・アマンズトには備わっていた。

　敵も易やす々やすとタカトの接近を許すつもりはなく、迎げい撃げきに散弾を撒き散らすが、それでは竜神の足は止められない。攻撃を回避しながら恐おそろしい領域の加速を伴ともない、タカトは敵の背後へ回り、迷わず大剣を一いつ閃せんさせた。

「頭を落とさせてもらうっ！」

　自動照準ではなく、移動による場所指定によって放たれた剣の一撃は巨大蜂の頭部を容よう赦しやなく切り落とした。元が生物である以上、頭を失ってしまえば、戦せん闘とう続行は叶かなわないはず。

　頭部を失い、大地へ墜つい落らくした巨大蜂を空から見下ろしながらタカトは安堵する。自分の勝利を確信し、少しばかり息を抜いた瞬間――それが彼の致ち命めい的てきな隙となる。

　ゲームならばここで終わっていただろう。だが、ここはゲームなどではなく確かな現実。ゲーム感覚で操縦桿から手を離してしまったタカトへ向けて、地に転がる敵機が最後の一撃となる巨大針を尾から解き放ったのだ。

「あ――」

　竜神に迫る巨大針、その着弾の瞬間をタカトは呆然と見届けることしかできない。

　呆あつ気けない命の終わりの瞬間、それを後悔する間もなく迎むかえようとした刹那だった。巨大針が、横から放たれた砲撃によって破壊されたのだ。

　突とつ然ぜんのことに驚くタカトだが、彼が声をあげるよりも早く二の矢三の矢が飛んできた。

　紅あかき輝きを放つ砲ほう弾だんは、大地に転がる巨大蜂を破壊していく。完全に動きがとれなくなった敵の姿に息を呑のむタカト、そんな彼の座すわる操縦席に響き渡る、澄すんだ少女の声。

『――まだまだね。機体の性能と操縦者の腕は認めるけれど、戦場での「心」ができてない。戦いが終わってもいないのに気を抜くようでは、未熟者と言わざるを得ないわ』

「だ、誰だ!?」

　響き渡った少女の声に、タカトは慌てて機体のカメラを動かして声の主を探る。

　竜神より西の方角。上空を飛翔しながら近づいてくる十数機の鎧機アマンズトたち。その先頭を翔ける鎧機アマンズトにタカトは目を奪われた。

　巨大な鳥ちよう翼よくを広げた深しん紅くの鎧機アマンズト。頭部の兜かぶとは猛もう禽きん類るいを模しているかのように鋭く、腕には巨大な槌つち状じようの銃じゆうを抱かかえている。

　明らかに虫鎧機イセク・アマンズトではない、言うなれば鳥鎧機ガルダ・アマンズト。竜鎧機ドラグ・アマンズトと同じく、初めて見る鎧機アマンズトにタカトは驚きを隠せない。そんな彼に、声の主は再び通信を続けた。

『私の素す性じようよりも先にあなたのことが知りたいわね。正体不明の虫鎧機イセク・アマンズトが街に現れたと報告を受けて、出しゆつ撃げきしてみれば王国所有ではない『上位鎧機スペリオラ』が戦っているんですもの。さて、正体不明の操縦者さん。あなたは聖リメロア王国およびその民に刃はを向ける者かしら、それとも私たちの待ち望んでいた救世主なのかしら』

「お、俺はプフルの街の人間だ！　この竜神様に乗り込こんだのは、本当に色々あって……とにかくアンタ達たちは王国の援えん軍ぐんだろ!?　俺に敵対する意思はない！」

『了りよう解かいしたわ。それではその真意を示す意味でも、鎧機アマンズトから降りてもらえるかしら。こうして鎧機アマンズト越ごしに会話してもお互たがい信しん頼らいが得られないでしょう？　生身で向かいあって話しあって……ああもう、うるさいグレオノ！　街を守ってたのよ、どう考えたって味方でしょ!?　心配し過ぎ！　危険なんてないわよ！　私がそうしたいって言ったんだから言う通りにしてなさい！　グレオノの分からず屋！　ばか！』

「ぐ、ぐれおの？」

『え、あ、嘘、こっちの通信入れたままっ!?　ちょ、ちょっと待って！　ああもう、笑うの止やめなさい、レミドナっ！』

　一度通信が切れてしまい、何事かと困惑するタカトだが、間にして十秒、再び通信機から冷静を取とり繕った少女の声が響いてくる。

『お待たせしてごめんなさい、話を続けましょう。とにかく、本当に敵意がないのなら、鎧機アマンズトから降りてもらえるかしら』

「わ、分かった」

　声の主に命じられるままに、タカトは少し巨大蜂の残ざん骸がいから離れた場所に鎧機アマンズトを停止させ、操縦席から降りた。彼が姿を見せたことで、飛翔していた紅の鎧機アマンズトも向きあうように停止する。その後ろには二機の見たことのない牛型と馬型の鎧機アマンズトが並んで停止した。

　残るヴァリエラドは敵の残骸のある場所や街へ分散して飛翔していった。暴れ回った正体不明機の確保と、混乱に陥おちいった街の治安のために向かったのだろう

　抵てい抗こうする意思はないという意味を込めて、タカトは両手をあげたまま鎧機アマンズトから人が降り立つのを待った。そして、鳥鎧機ガルダ・アマンズトの足元に転移して現れた少女に彼は言葉を失った。

　透すき通とおるように美しいアメジストの長ちよう髪はつ。絶世の美少女と評しても過分ではないほどに整った容貌と、意志の強さを窺わせる瞳。年ねん齢れいもタカトやシャリエと同じくらいだろうか。

　すらりとした女性らしい身体つきをし、緋ひ色いろのドレスに身を纏った少女は、タカトの方へと歩み寄り、彼の顔を見つめて微笑みながら名を告げた。

「初めまして、竜鎧機ドラグ・アマンズト『ドルグオン』の契けい約やく者しやさん。私の名はフィルメリア――フィルメリア・ルルーク・リメロア。この国の第一王女を務めているわ。さて、それではあなたの素す性じようと鎧機アマンズトのことをお訊ききしてもいいかしら？」

　にっこりと微笑んで告げた少女――フィルメリアに、彼は絶句して即そく座ざに言葉を返せなかった。王国の兵士だと思っていたら、まさか王女様が出てくるとは微み塵じんも思わず、タカトは固まることしかできなかったのだ。

　名前を名乗り返すことも、礼れい儀ぎを示すこともできず、タカトはフィルメリアから再び声をかけられるまで凍こおりつき続けるのだった。







二章　姫君との出会い、神々の血脈







　鎧機アマンズトから降り立った淡あわ紫むらさき色いろの髪かみを持つ美少女――フィルメリア。

　彼女に聖リメロア王国の第一王女であることを告げられ、タカトは完全に硬こう直ちよくしてしまう。なぜ王女様がこんなところに、どうして鎧機アマンズトに乗っているのか、次々に浮うかぶ疑問に対して思考処理が追い付いていない状態だ。

　タカトから一向に返事がこないため、待つことに飽あきたのか、フィルメリアは少し不満そうな表情をして、彼に再び訊たずねた。

「返事が返ってこないけれど、私の声が聞こえなかったのかしら。あー、こほん、あなたのお名前は何ですかー？」

「あ……」

　目の前まで近寄られ、ジト目で見上げられたことで、ようやくタカトの意識は復活した。

　異世界の王族に対する礼節も作法も分からない彼であったが、とにかくこの見下ろすような形は拙い。慌てて膝ひざをつき、頭を垂れてタカトは慣れない敬語で挨あい拶さつをする。
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「お、お初にお目にかかります。俺はプフルの街に住んでいるタカト・ナガモリと言います」

「タカト？　ナガモリ？　ふうん……やっぱり」

　タカトの名乗りに、フィルメリアは一人納なつ得とくするような声を発していた。

　その反応は彼女だけではなく、背後で彼女を守るように並ぶ二人の人物も似たような様子をみせていた。一人は白しら髪がの初老の男性、もう一人は紅髪の二十歳はたちほどの年とし頃ごろの女性だ。

　周囲の反応の意味が分からず、頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべるタカトだが、その疑問を解消することなくフィルメリアは彼に言葉を紡つむいだ。

「色々訊きたいことはあるのだけど、まず優先すべきは経けい緯い。あなたの身に何が起こり、『上位鎧機スペリオラ』に乗って『アレ』と戦うことになってしまったのか」

「『上位鎧機スペリオラ』？」

「ヴァリエラドとは違い、己おのれの意思があり、操縦者を選ぶ特別な鎧機アマンズトのこと。つまり、あなたや私の乗っている鎧機アマンズトがそれに該がい当とうするわね。さあ、あなたと『その子』の出会いからこれまでのことを教えて頂ちよう戴だい。あと、膝なんてつかなくていいからね」

　大地に足を踏みしめる蒼竜を見上げながら、フィルメリアは問いを投げかけた。

　その質問にタカトは全て虚きよ偽ぎなく説明を行う。街に突然、正体不明の鎧機アマンズトが現れたこと。街を守護するヴァリエラドが二機とも撃墜されてしまったこと。身を守るためにシャリエと二人で竜神岩まで避難したが、なぜか正体不明機が追ってきたこと。もう駄目かと思ったとき、突とつ如じよ竜りゆう神じん岩いわが光ひかり輝き、竜を模した鎧機アマンズトへと変へん貌ぼうしたこと。シャリエを正体不明機から守るため、その鎧機アマンズトに乗りこんだこと。

　全ての説明を聞き終えたフィルメリアは、軽く息を吐はいてタカトを窘たしなめるように声をかけた。

「この国の王族の一員として、あなたが民を守るために頑がん張ばってくれたことには感謝するわ。けど、無む謀ぼう過ぎ。訓練も受けていないのに、いきなり鎧機アマンズトの戦闘だなんて無む茶ちや過ぎるわよ。あなたが無理して死んじゃったら、一いつ緒しよに逃げていた女の子だって悲しむでしょ？　恋こい人びとを泣かせる行動は慎つつしみなさいな」

「す、すみません……シャリエを守らなきゃと思って、自分が何とかしなくちゃって思いこんでしまって……あまりに無謀でした。あと、シャリエは家族です」

「あら、ごめんなさい。でも、そうやって人の指摘を素す直なおに受け入れられるところ、好印象よ。うんうん、無茶だって見方を変えれば勇気を振ふり絞しぼったってことだしね。あ、だからといって決して褒ほめられた行動じゃないんだから、そこを勘かん違ちがいしないように」

　ふんわりと気品を漂ただよわせながら、それでいて気さくに微笑むフィルメリア。王女でありながら、王女らしくない顔を見せる彼女にタカトは少しばかり緊張を削そがれた。

　王家の人々は権けん威い主義かと思っていたが、かなりフランクなようだ。困惑するタカトを置いて、フィルメリアは再び竜神を見上げながら、しみじみと呟つぶやく。

「でも、プフルの村の『ドルグオン』はやっぱり鎧機アマンズトだったのね。残されている伝承の内容から考えても、お兄様の推測は間ま違ちがっていなかった……調査時ではなく、今覚かく醒せいを迎えたということは、やっぱりこの男の子は間違いなく……」

「あの、ドルグオンというのは？」

「ドルグオン？　ああ、ドルグオンというのは、あなたたちプフルの街の人たちが竜神と呼ぶ神様の名前。お城の中には各地の伝承に関する書物がたくさん残っていてね、その鎧機アマンズトの名前もしっかり残っているのよ。まあ、竜神様って呼び方が定着しているみたいで、この名前を知っている人はだいぶ少なくなっているみたいだけどね」

「ドルグオン……それが、竜神様の名前」

「ちなみに『この子』はイーグレアスって言うの。可愛かわいらしい名前でしょ？」

　紅くれないの相棒の名を自じ慢まんげに教えるフィルメリアに、タカトは何と反応してよいのかと困り果ててしまう。彼を楽しげに見つめるフィルメリアだが、会話も長くは続けられない。

　小型の連れん絡らく装置によって情報を得た初老の男性が、何かをフィルメリアに耳打ちした。顔を一いつ瞬しゆん顰しかめた少女は、すぐさま表情を戻してタカトに言葉をかける。

「さて、タカト。申し訳ないけれど、あなたにはドルグオンと共に王都へ来て貰わなければならないわ。こういうことを言うのは、権力を武器に脅しているみたいで嫌いやなのだけれど……もちろん、あなたの身み柄がらを拘こう束そくするわけでもなし、不当な扱あつかいをするつもりもないわ」

「理由は……竜神様にあるんですよね？」

「その通りよ。あなたはこのドルグオンに契約者として認められ、動かすことができてしまった。なぜ、そのことが理由になるのかの説明も含ふくめて、全ては王城に戻ってから行わせてもらうつもりよ。一緒に来てもらえるかしら」

　むろん、タカトに断る権利などない。これは要よう請せいという名の強制なのだから。

　ただ、フィルメリアが可能な限り彼に配はい慮りよしているのは誰だって分かることだ。王家の人間にもかかわらず、言葉を選んでタカトに頼たのむ姿は彼にも十分伝わっている。

　タカトは即座に答えを出す。ここで断ることはできないし、何より断る理由もない。

　フィルメリアたちは、少なからず彼よりも情報を握っている。正体不明機のことも、タカトたちを守ってくれた竜神様――ドルグオンと呼ばれる鎧機アマンズトのことも、なにもかも。

　ならば、彼女に同行して少しでも説明を受けたほうがいい。その結論に辿り着き、タカトはフィルメリアに答えを返した。

「王都への同行はこちらからもお願いします。俺は今、何もかもが分からないんです。正体不明機のことも、竜神様のことも、どうして自分が操縦できたのかも。今は少しでも情報が欲ほしいんです。だから……」

「ありがとう、そう言ってもらえると助かるわ。だけど、タカト、あなたって歳とし幾いくつ？」

「え？　あ、えっと、今年十七になりました」

「私と同じね。十七にしては、随ずい分ぶんと落ち着いているというか、状況をしっかり把は握あくできるというか。慌てたり怯えたり、状況に取り乱したりするかと思ってた」

「それはもう一年前、異世界ここに来たときに散々やり尽つくしましたから」

　苦く笑しよう気味に告げるタカトに、その意味を理解できないフィルメリアは首を傾げるばかり。

　そんなフィルメリアに『なんでもないです』と流して、タカトは再び口を開く。

「あの、一つだけお願いがあるんですが」

「何かしら？　私たちにできることならなんでも」

「えっと、プフルの街のシャリエ……一緒に避難していた女の子を捜さがして頂けないでしょうか。竜神様に乗る際、シャリエには安全な場所へ避難するように伝えて別れたので、その」

　彼かれの説明に、何か思い当たることがあったようで、フィルメリアは視線を後ろに控ひかえている兵士たちへと向けた。一様に頷うなずく部下たちを見て、彼女はタカトに向きなおり言葉を紡ぐ。

「ここに来る途と中ちゆう、正体不明機との戦闘区域近くで金きん髪ぱつの女の子を見つけたから、保護して街の避ひ難なん所じよに送るよう部下に指示したけれど……もしかしてその娘こかしら？」

「た、多分そうです！」

　声を大きくするタカトに、フィルメリアはニコリと微笑ほほえんで優やさしく告げる。

「その女の子がシャリエって娘だと思うけど、再度部下に避難所へ向かわせて確かく認にんをとるわね。ちゃんと本人だと判明しないと、あなたも不安でしょうから」

「あ、ありがとうございます！　あの、連絡を取る際に、俺は無事だと伝えて頂けたら……」

　何も言わずに王城へと向かえば、間違いなくシャリエは心配するだろう。そう考え、願いを述べたタカトだが、フィルメリアはキョトンとした表情を浮かべて口を開く。

「伝えることは伝えるけれど、どうせすぐにあなたと会うことになるのよ？　直接伝えたほうがその娘も安心するんじゃないかしら」

「へ？　それはいったいどういう」

「どうもなにも、シャリエって娘にも、王都まで来てもらうことになるもの。後発組のヴァリエラド隊と一緒に移動するから、私たちより到とう着ちやくは遅おくれることにはなるけどね」

「しゃ、シャリエも連れていくんですか!?」

「もちろんよ。ドルグオンとその操縦者の情報を持っている人を放置しちゃうと、色々危険なのよ。それに、あなたも一人じゃ流石さすがに心細いでしょうし、家族同然の女の子が一緒なら安心できると思うしね」

　どうやらこの件に関してもタカトに拒きよ否ひ権けんはないようだ。全ての話は王都についてからということになり、彼はドルグオンに乗り込んでフィルメリアたちと共に王都へと向かうのだった。




　先頭を飛ひ翔しようするフィルメリアのイーグレアスとその後ろを翔かける馬牛の鎧機アマンズト。三機を眺ながめながら、タカトは一人思考する。

　虫鎧機イセク・アマンズトしか残されていないという話だった聖リメロア王国。しかし今、ここに虫以外の鎧機アマンズトが四機も存在している。その理由も王城で教えてくれるのだろうか。

　カメラを動かし、タカトは背後を飛ぶ王国軍のヴァリエラド隊へと視線を向けると、彼らは正体不明機の残骸を数機がかりで運んでいた。

　その光景を見て、タカトの脳のう裏りを過よぎるのは二人の兵士。アンベル、ラミエラ、街を守るためにヴァリエラドで戦い抜いた知人たちのこと。

　飛び立つ前、フィルメリアに二人の安否を訊ねたが、彼かの女じよは真まっ直すぐにタカトを見つめて一言呟いた。

『――騎き士しアンベル、騎士ラミエラは街の人々の命を守るために戦い抜いた忠義の士だったと父に報告するわ』

　彼女の言葉から、二人の命が失われたことがはっきりと証明されてしまった。

　遅れてやってきた悲しみに、タカトは袖そでで何度も目を拭ぬぐう。もう二度と二人には会えない。本当に良い人たちだったのに、どうして。

　タカトは視線をそっと下に落とし、契約腕輪エンゲージュへ目を向ける。二人に貰ったブレスレットは竜神を動かすための契約腕輪エンゲージュとなり、結果として街を守ることにつながった。だけど、その二人はもうこの世にはいない。彼らと笑いあえる日々が戻ることはない。

　悲しみを抑おさえ込みながらも、タカトはこの現実を必死に受け入れようとする。

　これが異世界なのだ。人の命など突とつ然ぜん吹ふいた風に消し飛ばされてしまうくらいに残酷な世界なのだ、と。

　二人は街の人々を守るために戦い抜き、そして果てた。だからこそ、タカトは瞳ひとみを閉じ、黙もくとうを捧げる。

　彼らの死を受け入れるにはまだまだ時間がかかるだろう。けれども、二人のことは絶対に忘れない。誰かを守るために誇り高たかく戦い抜いた、二人の姿を決して。




　空を飛ぶこと十数分。鎧機アマンズトの加速によって、タカトたちはあっという間に王都へと辿り着いた。城下街上空を飛び、聖リメロア城の敷しき地ち内ないへとタカトたちは降り立っていく。タカトと同様、自機から降りたフィルメリアがタカトに声をかけた。

「戦いといい、飛行といい、本当に手慣れているわね。あなた、今日初めて鎧機アマンズトを触った訳ではないのかしら？」

「アンベルさんとラミエラさんにお願いして、何度もヴァリエラドに乗せてもらっていましたから……初めてではないです」

「それにしても、よ。正体不明機は錬れん金きん工こう房ぼうへと運びなさい！　どうせ『空』でしょうけれど、少しでも手て掛がかりとなるような尻尾しつぽを掴つかむのよ！」

　彼との会話を途中で一度きり、フィルメリアは兵士たちに指示を飛ばした。

　そして、再びタカトに向き合って、何でもなかったように会話を続けた。

「それじゃ部屋に案内するけど、その前にドルグオンを休眠化スリプト・フアクタしてもらえる？　流石さすがに鎧機アマンズトのまま敷地内に置いておくのはね」

「休眠化スリプト・フアクタ、ですか？　鎧機解放アマンズト・ロスタではなくですか？」

「あ、そうね。ドルグオンとは今日出会ったばかりだから、知る訳ないわよね。簡単に説明しておこうかしら」

　そう告げて、フィルメリアは鎧機アマンズトの仕組みと鎧機解放アマンズト・ロスタ、休眠化スリプト・フアクタについて説明を始めた。

　鎧機アマンズトとは既き存そんの生命体を人型化した生き物であり、命ある存在だ。ゆえに、生きるためには当然休息を必要とする。

　その休息を、虫鎧機イセク・アマンズトのヴァリエラドは『鎧機解放アマンズト・ロスタ』によって元の生物の姿に戻り、眠ねむり続けることによって行っていた。これはヴァリエラドをはじめとした下位鎧機アーシイすべてに共通する休息方法だ。

　それに対して獣けものや鳥などをもとにした、己の意思を持つ上位鎧機スペリオラは『鎧機解放アマンズト・ロスタ』を行わず、もっと効率的に休息を取ることが可能なのだという。それがフィルメリアの語る『休眠化スリプト・フアクタ』だ。

　ものは試ためしとばかりに、彼女は右みぎ腕うでに装着している紅の契約腕輪エンゲージュを愛機に掲かかげ、言葉を発した。

「イーグレアス、お疲つかれ様さま――休眠化スリプト・フアクタ！」

　フィルメリアの声に呼応するように、鳥型の鎧機アマンズトは淡い紅の光に包まれ、ゆっくりとその巨きよ大だいな体を収縮させていく。光が収まったとき、そこには大きさにして四十センチほどの、全身を紅に染めた小こ柄がらな鷲わしのような鳥が現れる。

　紅鳥は彼女の右みぎ肩かたに収まり、高い鳴き声を響ひびかせる。驚くタカトに、フィルメリアは微笑んで説明を続けた。

「こんな風に上位鎧機スペリオラは本来の姿とは異なる、仮かり初そめの姿になることで、体を休めることができるのよ。だから鎧機アマンズトと常に一緒にいられるし、いつでも鎧機アマンズトを呼び出せる。何より、身の安全を守ってくれる最強の護衛にして最良の友にもなるわ」

「初めて知りました……そもそも鎧機アマンズトってヴァリエラドだけだと思っていましたし」

「それは仕方ないわよ。今まで上位鎧機スペリオラが街に出動するほどの事件なんてほとんどなかったんだから。ちなみに、我わが国くにには現在三人しか上位鎧機スペリオラの乗り手がいないの。今ではあなたも含めると四人かしらね。さ、タカトも休眠化スリプト・フアクタをやってみて」

　タカトも彼女を真似まねるようにドルグオンへ向け、契約腕輪エンゲージュをかざして叫さけんでみる。

「竜りゆう神じん様さま、ゆっくり休んで下さい――休眠化スリプト・フアクタ！」

　彼の契約腕輪エンゲージュから放たれる淡い緑の光に包まれ、ドルグオンはイーグレアス同様その姿を変えていく。収縮する光の中から現れたのは、体高五十センチほどのずんぐりむっくりとした小さな蒼あおいドラゴンだ。頭から生えた後ろ向きの二本の短い角に、背中に生えた気持ち程度の羽はなんともファンシーな有様である。

　短い手足をちょこちょこと必死で動かし、タカトの足元にすり寄る姿は、とても竜神様とは言い難がたい。予想外の小さく可愛らしい姿に呆ぼう然ぜんとしながら、彼は素直な感想を口にした。

「小さいんですね。竜神様って言うくらいだから、本来の姿も鎧機アマンズトと同じくらいの大きさなのかと思いました」

「ふふっ、先ほども言ったけれど、この姿はあくまで体を休めるための仮の姿なの。理由は分からないけれど、上位鎧機スペリオラは『鎧機解放アマンズト・ロスタ』を受け付けず、本来の姿になろうとしないのよ。たとえ契約者の命令でもね」

「そうなんですね……」

「もしかしたら、ドルグオンの真の姿はあなたの想像するような巨きよ大だい竜りゆうなのかもしれないわね。でも、本当に可愛いじゃない。よくあなたに懐なついてるみたいだし。頭でも撫なでてあげたら？」

「そんな、街の守り神様に恐れ多おおいです」

「その状態なら体力も回復するから、鎧機アマンズトの必要のない時は常にその姿にしてあげてね。戦闘中に体力切れ、なんてなったら洒落しやれにならないわよ」

「分かりました」

「それじゃ、部屋に案内するわ。私もお父様へ報告したりしなきゃいけないから、あなたとの話し合いは夜になると思う。それまで部屋でゆっくり休んでね。その時間には、ヴァリエラド隊と一緒にシャリエって女の子も城に到着していると思うから」

「分かりました。シャリエのこと、よろしくお願いします」

　フィルメリアに案内され、タカトは小さくなってしまった竜神ドルグオンと共に城内を歩く。途中、ドルグオンが階段の段差を短い足では上れず、結局タカトが抱きかかえてつれていくという波乱があったりしたものの、何とか無事に客室へと辿り着いた。

　用意された客室は豪ごう勢せいかつ広々とした部屋で、何人も眠れそうな大きなベッドや絢けん爛らんなシャンデリアなどが置かれていた。元の世界なら、いったい幾いくら払はらえば宿しゆく泊はくできるのか、そんなレベルの部屋だ。

　彼を部屋に案内して、『また後でね』と笑って別れを告げ、フィルメリアは去っていった。部屋に残されたタカトは軽く息をつき、足元のドルグオンにそっと言葉を紡いだ。

「とりあえず、全ては夜になってからかな……俺、これで良かったんですよね、竜神様」

「グァン」

　アヒルのようなカモのような、不思議な鳴き声を返しながら、ドルグオンはタカトの足にゴンゴンと頭を擦すり付つけていた。

　腰こしを下ろし、可愛らしい竜神を優しくベッドの上に運んでやりながら、タカトは今日一番の大きな溜ため息いきをつくのだった。




「タカトっ！」

　案内された部屋で過ごすこと数時間。客室の扉とびらが勢いよく開かれ、扉の向こうから見慣れた少女――シャリエが涙なみだ目めで入ってきた。

　ベッドから体を起こしたタカトの胸に、シャリエは躊ちゆう躇ちよすることなく飛び込んだ。勢い余って、そのまま二人はベッドに転がってしまう。

　そんなシャリエにタカトは安堵するように笑い、彼女に言葉をかけた。

「王国のヴァリエラドに見つけてもらえたんだってな。無事でよかった」

「それはこっちの台詞せりふだよ！　ケガはない？　どこか苦しかったりしない？　タカトが竜神様に乗り込んで戦ったりして、私本当に心配で……」

「な、なんともないから！　あああ、な、泣くことなんて本当に何もないから！」

　取り乱して涙ぐむシャリエに、タカトは慌あわてて安心させるように言葉を並べていく。

　優しく抱だきしめられ、ようやく落ち着きを取り戻もどし始めたシャリエに、彼は安堵しつつも優しく訊ねかけた。

「ラルフさんとピエリナさんは？　二人は無事だった？」

「二人とも無事だよ。ちゃんと避ひ難なんしてて、さっきまで一緒だったもん。お父さんもお母さんもタカトのこと凄すごく心配してたんだから！　案内された避難先でみんなと待っていたら、王国の兵士さんたちがもう街は安全だって言ったの。だから、みんなでタカトを捜さがしに行こうとしたら、何故なぜか兵士さんに呼び止められて、それで……」

　そう言って、シャリエは視線を背後の二人へと向けた。

　そこに立っていたのは、数時間前、フィルメリアと共にタカトの前に現れた獣型の鎧機アマンズトの操縦者たちだ。表情一つ変えない鎧よろいを纏った初老の男と、二人が抱き合あっているのをニヤニヤと楽しそうに眺めている軽鎧を纏った女性。彼女の表情から、現在自分たちが非常に恥はずかしい状態であることに気付き、タカトは慌てて姿勢を正した。小さく咳せき払ばらいを一つして、彼は二人に頭を下げて礼を告げる。

「シャリエを案内してくれたんですね。街からここまで、彼女を守ってくれて本当にありがとうございます」

「気にしない気にしない、良い物見せてもらったし。シャリエちゃんは良い奥おくさん、良い母親になりそうだね。それに、街から城までシャリエちゃんを連れてきたのは、私たちじゃなくて部下の連中だからね。私たちは部屋まで案内しただけ」

「兵士としての任務をこなした、ただそれだけのことだ。いちいち頭を下げる必要はない」

「それでも、です。皆みなさんにシャリエを守って頂いたことには変わりありませんから」

「おや、意外と頑がん固こな一面も。通すべき筋は通すってところかしら。父さん、良かったじゃない。こういう子嫌きらいじゃないでしょ」

「仕事中だ。公私は混同するなと何度言えば分かる」

「はいはい、っと。シャリエちゃんも良かったね、愛いとしのタカトくんに会えて」

「わっ、わっ、わっ！」

　台詞を遮さえぎるように、シャリエは必死に腕うでを振って赤髪の女性を止めようとする。

　そんな彼女を笑いつつ、女性はタカトに向き直って口を開いた。

「さっきは自己紹しよう介かいする暇ひまもなかったからね。改めて名を名乗らせてもらうよ。私はレミドナ・リレリム・リメロア。この国の第三軍鎧機アマンズト師団の参さん謀ぼうを務めてる。よろしくね、タカト」

「よろしくお願いします」

　気さくに差し出してくる右手を、タカトは握にぎり返した。

　そして、隣となりに並ぶ初老の男性も名を名乗った。

「第三軍鎧機アマンズト師団の長を務めているグレオノ・リレリム・リメロアだ。タカト・ナガモリ、お前の話は以前からアンベルやラミエラより報告が上がっていた。鎧機アマンズトの操縦技術に優すぐれた、気持ちの良いくらい真っ直ぐな少年がいるとな」

「アンベルさんとラミエラさんが……」

　今は亡なき二人の名を耳にし、タカトとシャリエは表情を曇くもらせた。

　そんな二人に、グレオノは静かに、そして力強い口調で語った。

「アンベルもラミエラも良き兵士だった。城に来たばかりの頃ころはひよっこだったあいつらが、命を賭として街の者たちを守るために戦い抜ぬいた。私はそのことを誇ほこりに思う」

「はい……」

「死を悼いたみ悲しむのは構わない。だが、二人の死に決して囚とらわれるな。あいつらはお前たちを泣かせるために戦ったのではない。あいつらのことを真に想おもうなら、無理をしてでも笑ってやれ。私の言う意味が分かるな？」

　グレオノの問いかけに、タカトもシャリエも頷いて応えた。ここで悲しみ涙しても二人はかえってこない。そんなことをしても、二人が喜ぶはずもない。

　兵士の死を追つい悼とうするなら、悲しみではなく喜びがいい。誰だれかを守るために戦い抜いたことが、彼らの矜きよう持じ。身を挺ていして守った人々の笑え顔がおこそが最上の幸せ、兵士の生しよう涯がいという軌き跡せきを輝かがやかせるのだから。

　悲しみを振り払い、視線を真っ直ぐ向けたタカトとシャリエに、グレオノはふっと小さく笑う。三人の会話に割って入るように、手を叩いてレミドナが明るく振る舞まった。

「ま、私たちは聖リメロア王国の鎧機アマンズト部隊を統とう率そつしている人間って訳。姫ひめ様さまが来るまで時間があるけど、何か訊きたいこととかある？　答えられる内容なら答えてあげるよ」

「あの、それじゃ質問なんですけど……お二人の乗っていた鎧機アマンズト、獣型でしたよね？　お姫様の鎧機アマンズトも鳥型でしたし、聖リメロア王国には虫鎧機イセク・アマンズトのヴァリエラドしかないと思っていたんですけど……あれは特とく殊しゆな鎧機アマンズトなんですか？」

「え、最初の質問がそれ？」

「す、すみませんっ、答えられないならいいんです！　ただ、どうしても気になって……」

「いやいや、別にいいんだけどね。ほら、普ふ通つうはもっと先に気にすべき質問があるような気がするんだけど……シャリエちゃん、何かある？」

「ええと……私たち、これからどうなるのか、とか……無事に街に帰れるのかな、とか……あと、レミドナさんやグレオノさんのリメロアって、王族ってことなんじゃ……」

「そう！　普通はそっちが真っ先に気になるもんだよ！　それなのに君って子は……報告通り、本当に鎧機アマンズトに目がないんだねえ。面白おもしろい男の子だ」

　楽しそうに笑うレミドナに、タカトはただただ恥ずかしげに縮こまるしかできない。

　普通の人間ならシャリエのように、自分の今後や目の前の人間の素性などが気になるものだが、彼の興味は鎧機アマンズトの方へと向けられてしまっていたようだ。

　そんなタカトの肩かたを叩たたきながら、レミドナは気さくに笑って話を続けた。

「まずはタカトの質問に答えようか。私と父さんが乗っていたのは、確かに虫鎧機イセク・アマンズトヴァリエラドじゃない。私が乗っていた鎧機アマンズトは獣鎧機アニマ・アマンズト、名前はホースレブカ。父さんも同じく獣鎧機アニマ・アマンズト、名前はブルディレオ。どっちも正式に王国が所有している上位鎧機スペリオラだよ」

「ホースレブカにブルディレオ……」

「王国に虫鎧機イセク・アマンズトしかないという情報は正しく、そして間違っていると言っておこうかな。正確に言い直すなら、『制限無しで誰でも搭とう乗じようできる鎧機アマンズトが虫鎧機イセク・アマンズトしか存在しない』ってことだね。ある条件に適合した者でなければ、ヴァリエラド以外の鎧機アマンズト――上位鎧機スペリオラは操縦できないんだ」

「ある条件っていうのは？」

「それは姫様から説明があると思うから後にしようか。同じ理由で私たちの姓せいが『リメロア』であることの説明も後回し。あとはシャリエちゃんのこれから君たちがどうなるのかって質問と、街に帰ることができるのかって質問だけど……うん、これも姫様が直接話してくれると思うよ」

「あの、それじゃレミドナさん、何も質問に答えられないってことに……」

「やははっ、実はその通りなんだ、ごめんね～期待させて」

　軽く笑って謝あやまるレミドナに、拍ひよう子し抜ぬけしたように肩を落とす二人。

　ただ、彼女と雑談に興じていたことで、十分な時間は費やすことができたようだ。ゆっくりと扉が開き、そこから一人の少女が姿を見せた。薄うす紅べに色いろのドレスに身を包つつみ、肩に紅鷲を乗せた少女――フィルメリアがその場の全員を一いち瞥べつしてそっと微笑む。

「お待たせしたかしら。といっても、随分盛り上がっていたようだけど。部屋の外までレミドナの声が響いていたわよ」

「姫様、それは間違いです。こやつが一人で勝手に盛り上がって騒さわいでいただけです」

「あ、父さん酷ひどい。何よ、気分を盛り上げてやろうっていう気き遣づかいじゃないのさ」

「ふふっ、説明されなくても分かっているわよ」

　レミドナにフォローを入れながら、フィルメリアは視線をタカトとシャリエへと向け直した。慌てて膝をつこうとした二人を、首を横に振って制止する。

「今からお話をするのに、床ゆかに膝をついてもないでしょう？　ベッドに腰をかけたままで構わないわ。私も適当に椅い子すに座すわってお話しするから」

「そんな、王女様を相手に恐おそれ多いです……」

「気にしないで、というか、こっちが話しにくいんだってば。私のことを思ってくれるなら、そのままでお願い」

「わ、分かりました」

　有う無むを言わせないお願いに、シャリエとタカトは改めてベッドに腰を下ろした。

　フィルメリアも椅子に腰を下ろし、軽く息をついてゆっくりと口を開く。

「あなたがシャリエね。私はフィルメリア・ルルーク・リメロア。よろしくね」

「は、はいっ。私はシャリエ・ラクリラと言います。本日はその、ご機き嫌げん麗うるわしく……」

「そういうのいいってば。私、堅かた苦くるしいのあまり好きじゃないから、気楽にね。それと急にこんな場所に連れて来ちゃってごめんなさい、シャリエ。あなたもタカト同様、連れ帰らない訳にはいかなかったのよ。今からそれを含めて全すべて説明させてもらうわね」

　軽く息を吐き、フィルメリアはタカトとシャリエに一から説明を始めた。それは今回の正体不明機による街の襲しゆう撃げき事件の内容。

「今日、プフルの街を襲おそった正体不明の虫鎧機イセク・アマンズト。実は今回が初めてじゃないのよ」

「そうなんですか？」

「ええ。始まりは二日前、大陸の北東に位置するケルロンって街があるんだけど……そこに今回と同じ正体不明機が現れたの。その街はプフルと同じく、二機のヴァリエラドを配備していたんだけど、どちらも大破させられたわ」

「そんな……街の人々は？」

「ヴァリエラドが時間を稼かせいでくれたから、何とか被ひ害がいは最小限に食い止められたんだけど……それでも『最小限』の被害は出てしまっている。隠かくすつもりはないからはっきり言うけれど、三十四人の命が敵の攻こう撃げきによって失われたわ」

　フィルメリアの説明に顔を顰しかめるタカト。やるせなさの矛ほこ先さきが見つけられなかった。

「ケルロンの街にレミドナたちが急いで駆かけつけてくれたのだけど、既すでに敵機の姿はなかったの。遠く離はなれた場所だから、既に連中は逃にげていたのね。以降、私たちは街を襲った鎧機アマンズト――『蜂型ヴエスプ・タイプ』を王国の敵と認にん定てい、その足取りを追うことにしたの。可能であれば拿だ捕ほ、無理そうなら撃げき墜ついするために」

「『蜂型ヴエスプ・タイプ』、ですか？」

「ええ、私たちは奴やつらをそう呼んでいるわ。名前も分からないから、見たまま呼こ称しようをつけただけなんだけどね」

　フィルメリアの言葉に、タカトはなるほどと頷く。確かに正体不明機を見たまま表すなら蜂だろう。ただし、蜂は蜂でも危険で獰どう猛もうな雀すずめ蜂ばちではあるが。

「街の人々の証言から色々と情報は得られたわ。蜂型ヴエスプ・タイプは街の人間ではなく、ヴァリエラドと戦うことを目的としているかのごとく飛びまわり、撃げき破はした後、用は済んだとばかりに去って行ったと」

「プフルの街のときと同じです……プフルの街でもそうでした。あの鎧機アマンズト、ヴァリエラドが現れると、まるで餌えさでも見つけたかのように、一目散にそっちに向かって……」

「蜂型ヴエスプ・タイプがヴァリエラドを目的としているのだと私たちも即座に見当をつけ、網あみを張ることにしたの。ケイロンより南西の街、ムラリク。その場所に私たちは十機のヴァリエラドに加え、グレオノとレミドナの鎧機アマンズトも配備につけたわ。結果としては狙ねらい通り、私たちの網にかかってくれた。集中砲ほう火かをかけて、目標を仕留めることに成功。敵機の残ざん骸がいを城へと持ち帰り、事件は解決したと考えていたのが昨日の夕方のこと……解決したと、思っていたんだけどね」

　忌いま々いましげに顔を顰めて言葉を切るフィルメリア。そう、事件は何一つ解決などしていなかった。ケルロンの街に現れた鎧機アマンズト、そしてプフルの街に現れた鎧機アマンズト、その二つは同じ姿をしていても別々の蜂型ヴエスプ・タイプだった。

　すなわちあの蜂型ヴエスプ・タイプは複数存在したということだ。二機で終わりかもしれない、しかしもっと数多く存在しているかもしれない。その事実がフィルメリアの顔を顰めさせたのだ。明日、巨きよ大だい蜂ばちの群れが街を襲う可能性だってあるのだから。

「そ、そうだ！　中の操縦者に訊きけば！　素す性じようとか目的とか訊き出せれば……」

「無理よ。あの中に操縦者なんていないのだから」

「え……？」

「空なのよ。操縦席には人の姿がなかったの。脱だつ出しゆつした形けい跡せきもないし、何より最後の最後まで私たちに反はん撃げきしていた戦せん況きよう下かで脱出なんてできるはずがないわ。これまでの調査結果からして、あの鎧機アマンズトは操縦者なしで動いているとしか考えられないの」

「そんな……鎧機アマンズトを無人で操作するなんて、そんなこと可能なんですか？」

「少なくともウチの錬れん金きん術じゆつ師しはそんな方法誰も知らないわ。おかしいのはそれだけじゃないの。敵機はヴァリエラドではない、この国にも他国にも存在しない全く新たな虫鎧機イセク・アマンズトな訳だけど……鎧機アマンズトを新たに作り出す技術はとっくの昔に失われているの。とてもじゃないけれど、そんなことできるはずがないのよ」

　フィルメリアの説明に、タカトの頭はますます混乱する。操縦者のいない機体、生み出されるはずのない新型。少女は軽く息を吐いて言葉を続けた。

「とにかくあの蜂型ヴエスプ・タイプに関して分かっていることが今はあまりにも少な過ぎるのよ。今日の一件で、奴やつ等らがまだまだ沢たく山さん存在するかもしれないことが分かったけれど、次は何時いつどこに現れるのかなんて分からないわ。ヴァリエラドを狙って動いていることは分かっているから、私たちが今できることは街から離れた場所にヴァリエラドを配備し、数を集めて撃破することだけ。とにかく今は情報を集めなきゃいけないわ。奴等がどこから湧わいているのか、ヴァリエラドを破は壊かいする目的はなんなのか……これが今回の事件の現状。ここまでは理解できた？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです」

「ん、よろしい。呑のみ込こみが早くて助かるわ。次はあなたの可愛いドラゴンちゃんのこと」

「可愛いドラゴンちゃん？」

　フィルメリアの言葉に首を傾かしげるシャリエ。彼女はまだドルグオンが小さくなった姿を視界に入れておらず、フィルメリアの言葉の意味が理解できなかったらしい。

　彼らが話し合っている今、ドルグオンはベッドの隅すみっこで丸くなって完全に眠りこけていた。

　タカトがドルグオンを指差して竜神様であることを説明すると、シャリエは目を輝かせてドルグオンへと近づいていく。

　彼らの声に目覚めたドルグオンはシャリエと目を合わせ、相変わらず鳥のような猫ねこのような不思議な鳴き声を一つ。それがシャリエには可愛くてたまらないらしい。キラキラと目を輝かせてドルグオンを抱きしめていた。

　嫌がるでもなく、されるがままに受け入れるドルグオン。嫌がられていないことに満足したのか、シャリエはドルグオンを抱きしめたまま元の場所に戻る。そんな光景に笑えみを零こぼしながら、フィルメリアは改めて説明を続けた。

「私が説明するのはそのドラゴンちゃんのことと、タカト、どうしてあなたが操縦者に選ばれたのか」

「竜神様のことと、俺おれが選ばれた理由、ですか」

「うん。あと、今いま更さらだけど、無理に敬語使う必要ないってば。会話しやすいようにして頂ちよう戴だい」

「分かりまし……じゃない、分かった」

　タカトの返事に満足し、フィルメリアは人差し指を立ててくるくると回しながら話を続けた。

「まずはドラゴンちゃんがどうしてあの場所に石となって眠っていたのか。その理由は、きっとあなたを待っていたから」

「俺を……？」

「正確に言うと、あなたというよりも『神々の血脈を持つ者』ね。ヴァリエラドのような下位鎧機アーシイではない、ドルグオンをはじめとした上位鎧機スペリオラを普通の人間では操作できないことは？」

「あ、ああ、聞いてる」

「よろしい。遥はるか昔、人々が化け物たちに滅ほろぼされそうになっていた時代、この世界に舞い降おりた神々がいた。神々は異界の知識と技術を人々に与あたえ、あまたの生物と契けい約やくを結び、錬れん金きん術じゆつによって化け物に対たい抗こうするための力『鎧機アマンズト』を生みだした。神々の力を借りることで、私たちの祖先は化け物たちを退治することに成功したわ」

　一度言葉を切り、フィルメリアは悪戯いたずらを思いついた子供のような様子でタカトに問いかける。

「戦いを終えた神々のほとんどは、自分の世界へと還ってしまい、残されたのは主あるじを失った己おのれの意思を持つ鎧機アマンズトたち。誇り高い彼らは神々の血脈だけを認め、その血が流れる者を主に認めるの。さて、ここまで話して、私やレミドナ、グレオノが上位鎧機スペリオラの操縦者として選ばれている理由は分かるかしら？」

「……聖リメロア王国、『リメロア』の者に神々の血脈が受うけ継つがれているから。すなわち、フィルメリア様は神々の子孫だから……かな？」

　少しばかり間をおいて答えたタカトの答えに、フィルメリアは満足そうに満面の笑みを浮うかべて『正解』と告げた。

「神々も全員が全員還かえった訳ではなかったの。その中でもこの世界に残ることを決めた一人が私たちの祖先であり、建国者というわけね。だから私や従姉妹いとこのレミドナ、伯父おじのグレオノは上位鎧機スペリオラに選ばれた。共に生きる契けい約やく者しやとして認めてもらえた」

「でも、それだと変だ。だって俺はフィルメリア様たちのように王の血をひいていないんだ。それなのに、竜神様に選ばれる訳が……」

「なぜ？　選ばれる理由はちゃんとあるでしょう？　いいえ、あなたは私たちよりもずっとその資格があるはずだわ。だからこそ、幻げん想そう種しゆであり、とうの昔に滅び去さったはずの竜に選ばれたのでしょう？　まだ答えが分からない？　自分のことになると鈍にぶいのは減点よ」

「ご、ごめん……本当に分からない」

　降参する彼に、仕方ないと肩を竦すくめてフィルメリアはその答えを紡つむぐ。タカトを真っ直ぐに見つめ、彼女が紡ぎ出した答え。それはタカトをどこまでも驚おどろかせる言葉だった。

「あなたがドルグオンに認められた理由はただ一つ――タカト・ナガモリ、あなたがこの世界の人間ではないから」

「な……」

「この世界で聞き慣れない名前の響きといい、私たちですら封ふう印いんを解けなかったドルグオンに認められたことといい、すぐにピンときたわ。あなたが私たちの祖先と同じ、『チキュウ』という異世界からの来訪者であるということがね。タカト、あなたはいつからかは分からないけれど、こことは異なる世界からやってきたのではなくて？」

　少女の問いかけに驚き過ぎて、タカトは口をぱくぱくとさせるだけで言葉を返せない。

　だが、寡か黙もくは時として言葉を発するよりも雄ゆう弁べんに語る。彼の反応に、してやったりと笑みを浮かべ、フィルメリアは言葉を続けた。

「どうやら当たりみたいね。ご先祖様のお言葉通りだわ。いつの日か自分と同じような立場の者がこの世界を訪おとずれるかもしれないと言葉を残されているけれど、ドルグオンに認められた人間がそうでないはずがないものね。ふふっ、私の代であなたがこの世界に来てくれたこと、心から喜ばせてもらうわ」

「え、あ、ど、どうも」

「あなたがドルグオンに愛されているのは、それが理由。私たちですら薄うすれてしまっている『神々の血脈』。それを色いろ濃こく持つあなただけがドルグオンを操あやつれるのよ」

　フィルメリアの話を呆然と聞きながらも、タカトは心の奥おく底そこで納なつ得とくしていた。

　どうして鎧機アマンズトの内部があんなにも自分の世界のモノと酷こく似じしていたのか、その理由が彼女の話と完全にむすびついてしまった。

　元の世界の人間が乗りやすいように作り出したのならば、同じ世界の住人であるタカトにとって鎧機アマンズトが動かしやすいのは当たり前のことだ。鎧機アマンズトとは、彼と同じ世界の人間の知識と錬金術があわさって生まれた人型兵器だったのだ。

　示された真実に驚きながらも、タカトは気付けばそれを口にしてしまっていた。元の世界、元の人間の情報に触ふれたことで、今まで閉ざしていた気持ちが膨ふくらんでしまったのだろう。

「俺は、還れるのか……？　元の世界に還る方法が、あるのか……？」

「た、タカト……」

　タカトの問いかけに、シャリエの表情が一いつ瞬しゆん悲しみに染まる。しかし、今の彼は余よ裕ゆうを失っていてそのことに気付けない。

　しっかりした姿を見せているが、彼かれとて元の世界ではまだ高校生。大人とは言い難い少年だった。故郷に戻れるかもしれない、そう思う心を止められなかった。

　気持ちを抑えられず訊たずねかけたタカトだったが、彼の問いにフィルメリアは首を軽く横に振ふる。

「神々がどのようにして元の世界に戻ったのかは分からない。ご先祖様もその方法を後世に残してはいないわ。ただ、分かるのは還る方法はあるということ、けれどその方法は誰も知らないということよ」

「そっか……」

「そして、酷こくなようで申し訳ないのだけれど、たとえ知っていたとしても、私たちは今すぐあなたを元の世界に戻すことはできないの」

「そんな……ど、どうして？」

「あなたが『神々の血脈』を色濃く持つ唯ゆい一いつの人間だから。長い時を経へて、私たち聖リメロア王国に流れる神の血は年々薄まってしまっているわ。ここにあなたが現れたのは運命としか思えない。この国の人々を守るためにも、ドルグオンに選ばれたあなたを簡単に元の世界に還すことなんてできない。あなたにはこの地に『神々の血脈』を再び色濃く残してもらう役割を受け入れてもらわなければならないのだけど……ま、まあ、その、その話は『事件』が落ち着いてから！　全然、その、正式決定したことでもないし！　うん！」

　少し顔を上気させて早口でまくしたてる少女に、タカトは小さく首をかしげるものの追つい及きゆうはしない。

　動どう揺ようを誤ご魔ま化かすために咳払いを一つして、フィルメリアは再び話を続けた。

「あなたに残ってもらいたい一番の理由は、純じゆん粋すいにドルグオンの戦力を欲ほつしているからよ。今回の『事件』解決のための力を、ね」

「『事件』……蜂型ヴエスプ・タイプ、か」

「そう。連中がこのまま二度と現れない、なんて私には思えない。今後奴らの大群が押おし寄よせても不思議じゃないわ。そんなことになれば、私たち三人の上位鎧機スペリオラとヴァリエラドだけでは国を守れないかもしれない。今は一人でも大きな戦力が欲ほしいわ。だからこそ、あなたにはドルグオンに乗って、私たちと共に民たみを守るために戦ってほしい」

「……それを断れば、どうなる？」

「どうもしないわ。しかたないと諦あきらめ、私たちで撃げき退たいするだけ。ただ、あなたを街へ帰すことはできない。『神々の血脈』が『悪意ある者』に利用される可能性だってあるわ。あなたの意思に反してでも、それを行う力を持つ者がこの世界にはあまた存在する。そんな者たちにドルグオンを与える訳にはいかないのよ」

　真まっ直すぐタカトを見つめて言葉を返すフィルメリア。強き意志の込められた瞳に、タカトは言葉を返せない。彼かの女じよの示したものは、選せん択たく肢しなどと呼べないものだ。

　協力か、軟なん禁きんか。そのどちらかしかタカトには道が存在しないのだ。理り不ふ尽じんかもしれない。だが、それ以上に彼女の本気が窺うかがえた。

　迷うタカトに、フィルメリアは椅子から立ち上がり、その場に膝ひざと手をついて頭を下げた。

　突とつ然ぜんの光景にタカトはおろか、シャリエもレミドナもグレオノすらも目を見開いて驚きよう愕がくする。止めるように言う二人の言葉も無視して、頭を地につけたまま、フィルメリアは懇こん願がんするように言葉を吐はきだした。

「あなたの望む願いは可能な限り叶かなえるわ。私に払える対価は何だって払う。だからお願い――どうか、私たちにあなたの力を貸して頂戴」

「な、なんで、なんでそこまで……」

「決まっているわ。私は王女であり、この命は国民のために存在している。民を守るためならば、この身がどうなろうと構わない――それが私の、フィルメリア・ルルーク・リメロアの覚かく悟ごだから」

　フィルメリアの言葉に、少年の心はかっと熱を帯びたように炎ほのおに染まった。

　そう、彼女がタカトに要求をつきつけているのも、全てはこの国に生きる民を守るためだ。決して私利私欲のためではなく、この国に生きる人々が幸せに笑うためだ。

　王女でありながら、彼に頭を下げ、自分はどうなっても構わないと覚悟を決めている少女。その姿を見て、何も感じないはずがない。

　右も左も分からぬこの世界に迷い込んだ自分を救ってくれたシャリエたち。彼女やプフルの街の人が、このままでは危ないかもしれない。大切な人々が危険な目にあうかもしれない。それだけで動くには十分過ぎる理由ではないか。

　タカトだって恐きよう怖ふはある。戦いに向かうことが怖こわくないはずがない。目の前でアンベルやラミエラが殺され、自分もあと一歩で正体不明機に殺されそうになった。

　けれど、ここで嫌いやだと逃げたところで何になる。今、この場に、この世界に、自分の存在を必要としてくれている人たちがいる。一人でみんなを救うなんて大言を吐くつもりはない。だけど、このまま逃げて大切な誰かを失ってしまえば、きっと一生後こう悔かいするだろうから。

　覚悟を決めるなんて今さらだ。この世界に迷い込み、シャリエやその家族に救われたことで、タカトはとうの昔に覚悟を決めていたのだ。

　――自分にできる、精いっぱいを。大切な人々に少しでも力になること、恩返しをすること、それが自分の決めた道だから。

　心を決めたタカトは、フィルメリアの前に立ち、迷うことなく床に頭を擦り付ける。それは見事な土下座であった。彼の行動に呆然とするフィルメリアへ、タカトはごんごんと何度も頭を床に打ち付けて声を発した。

「お願いするのはこっちの方だ。フィルメリア様、どうか俺を使ってほしい」

「タカト……」

「このままプフルの街の人々が、この国が、あんな正体不明の化け物に滅め茶ちや苦く茶ちやにされるなんて絶対に駄だ目めだっ！　この世界に来て、シャリエたちに救われて、俺は誓ちかったんだ。この世界の大切な人たちのために生きるって、できることを精いっぱいやって、力になるんだって！」

　それは心の熱をそのまま言葉にしたような叫びだった。胸に宿る熱い想いを、目の前の少女に届けたい、その一心でタカトは心の声を言葉にし続けた。

「正直、フィルメリア様の話を聞いても、自分が特別だなんてちっとも思えない。何の役に立つのかなんて訊かれても答えられない。戦場で戦うイメージなんてこれっぽっちも持てやしない。けど、そんな俺でも大切な人たちの力になれるなら……大切な人たちを守るために、やれることがあるなら、やらせてほしいんだ。きっとそんな願いを託たくすために、竜神様も俺に力を貸してくれたんだと思うから」

「タカト……ありがとう。約束するわ。あなたの力を、私利私欲のためではなく、かならずこの国の全ての民の笑顔を守るために活用することを」

　頭を下げていたタカトの手をそっと包み込むように握り、フィルメリアは優やさしく笑みを浮かべた。

　それはどこまでも見み惚とれるほどに美しい少女の笑顔。言葉を失って魅み入いってしまうタカトだが、彼にはそんな時間の余裕も与えられないようだ。

　お互たがい床から立ちあがった二人だが、客室に慌あわただしく一人の兵士が足を踏ふみ込んだ。彼は息を切らし、フィルメリアたちに報告を行った。

「ご会談の中、申し訳ありません！　火急の用件により、ご報告いたします！」

「何事だ！」

「はっ、王都より北西の街、ロイーダ付近に蜂型ヴエスプ・タイプが現れました！　その数三十！」

「さ、三十ですって!?　間ま違ちがいないの!?」

「は、はいっ！　現在街を離れて交戦中のヴァリエラド第三百十二番より緊きん急きゆう連れん絡らく、至急応おう援えんを頼たのむとのことです！」

　兵士の告げた伝令の内容に室内は静まり返るしかない。

　タカトの身を包む戦火は夜になれど未いまだ消えることはなく。彼を焦こがすかのように轟ごう々ごうと燃え上がるのだった。







三章　闇夜に染まりしロイーダ上空戦







　伝令役の兵士からの話を聞き、フィルメリアは視線をレミドナとグレオノへ向けた。

　視線だけで彼女の意図が伝わったようで、二人は胸に手を当てて敬礼を行う。フィルメリアが下した指令――出しゆつ撃げきである。

　再びタカトとシャリエに向き直り、少女は二人にこれからのことを話した。

「ドタバタしちゃって悪いけれど、今日のお話はここまでみたい。聞いていたと思うけれど、正体不明機がまた現れたの。続きはまた明日、改めて時間を用意するわ」

「なあ、今、奴らが三十機も一いつ斉せいに出たって……」

「ええ、そうよ。だから私たちは今すぐロイーダへ向かわないといけないの。あの場所に配備しているヴァリエラドは十機、とてもじゃないけれど三十機も相手にできないわ。そういうことだから、失礼するわね」

「待ってくれ！　お、俺も一いつ緒しよにいかせてくれ！」

　タカトの言葉に、フィルメリアは少し驚いたような表情を見せるものの、やがてゆっくりと首を横に振った。彼女の答えは拒きよ否ひ。それは彼にとって予想外の答えだった。

　先ほど、彼女は自分の力を借りたいといってくれたはずだ。ドルグオンを戦力として当てにしていると。それなのにどうして。疑問が解消されないタカトに、フィルメリアはそっと窓の外を指差した。窓の外は既に太陽が落ち、闇やみが支配していた。

「既に太陽は沈しずんで夜になってしまったの。分かる？　私たちは今から、この暗くら闇やみの中で奴らと戦わなければならないのよ。あなた、鎧機アマンズトによる夜戦の経験なんてないでしょう？」

「あ……」

「昼と夜では鎧機アマンズトの戦せん闘とうにおいて、見える世界が大きく変わるわ。一応、一部の空を明るくするための装置は存在しているけど、微び々びたる光よ。私たちは僅わずかな光源を頼たよりに、空を翔かけまわって敵と戦わなければならないの。私たちはその状じよう況きようを想定した鍛たん錬れんを日々重ねているけれど、あなたにとって鎧機アマンズトによる戦闘は今日が初めてでしょう？」

　フィルメリアの言葉に、タカトは悔くやしさに唇くちびるを噛かみ締しめる。

　アンベルに頼みこみ、明るい間にヴァリエラドを借りて空を翔けまわっていただけの彼に、夜戦など経験があるはずがない。彼女の言葉は、遠まわしにタカトは戦力外であると告げていた。

　正論のため、言葉を返せないタカトに、フィルメリアは優しくフォローするように言葉を紡ぐ。

「勘かん違ちがいしないで。あなたの力が必要なのは確か。けれど今は無理をする時じゃない。あなたにはしかるべき鎧機アマンズトの操縦訓練を重ねてもらい、戦場に出てもらいたいの。ドルグオンの力は確かに魅み力りよく的てきよ。だけど、それと同じくらい『神々の血脈』を持つあなたに無理はさせられない気持ちもある。納得できないかもしれないけれど、今は何とか堪こらえて頂戴」

「わ、かっ、た……」

「タカト……」

　震ふるえるほど強く拳こぶしを握りしめ、タカトは必死に自分を抑おさえ込む。

　力になりたいと誓ったのに、できることを精いっぱいやると誓ったのに、今自分にできることはこうやって心を抑え込むことだけ。

　そのことがタカト自身悔しくて、情けなかった。ここで反発して無む理り矢や理りついていきたいと訴うつたえても、フィルメリアたちの貴重な時間を奪うばうことにつながってしまう。それはすなわち、救きゆう援えんに向かう時間が遅おくれるということだ。今は一分一秒でも急ぐ時。そのことを理解しているからこそ、タカトは悔しさを押し殺ころして堪えていた。

　そんな彼を心配そうに見つめるシャリエと腕うでの中のドルグオン。納得してくれたことに安あん堵どして、フィルメリアは最後の言葉を残して室内から去ろうとした。

「それじゃ、また明日会いましょう、タカト、シャリエ。レミドナ！　今すぐ虫場に待機しているヴァリエラドと兵士を揃そろえて……ふきゃっ!?」

　去ろうとしたのだが、それは叶わなかった。

　何者かが彼女の薄紅色のドレスの裾すそをがっちりと固定し、彼女を引っ張ったためだ。

　急に後ろに引っ張られ、哀あわれフィルメリアはその場にバタンと倒たおれ込んでしまった。肘ひじを床につけて立ちあがりながら、いったい何事かと少女は背後を振り返かえると――そこにはドレスの裾をがっちりと噛み締めたドルグオンの姿があった。

　いつのまにシャリエの腕の中から抜けだしたのか、ドルグオンは短い手足で床を踏みしめ、梃て子こでも動かないという様子だ。

「りゅ、竜りゆう神じん様さま！　いくら竜神様とはいえ、相手は王女様なんですから駄目ですよ！」

「フカーッ」

　慌あわててタカトはフィルメリアからドルグオンを引ひき離そうとするが、蒼そう竜りゆうは決して口からドレスを離そうとしない。口くちの端はしから息を吐き出だしながら、小竜は踏ん張ばり続けている。その姿を呆ぼう然ぜんと見つめていたフィルメリアに、後ろから笑いながら声をかけたのはレミドナだった。

「ほら、姫様がタカトに意地悪するからドラゴンちゃんが怒おこっちゃった」

「い、意地悪なんてしてないわよ!?　私はタカトの安全を考えて、最善の判断を……ああ、こら、引っ張るなあ！　ぬ、脱ぬげちゃうから駄目ぇ！」

　フィルメリアを解放する気配が見えないドルグオンの姿。それはまるでタカトに何かを訴えかけているようだった。

　ドルグオンをじっと見つめていたタカトだが、彼より先に声を発したのはシャリエだった。彼女はフィルメリアに向かっておずおずと口を開いた。

「あの、フィルメリア様……どうか、タカトと竜神様を一緒に連れて行ってあげて下さい」

「シャリエ!?」

「……シャリエ、あなた話は聞いていたでしょう？　タカトは夜戦の経験がない。これはとても危険なことなのよ？　タカトが危ない目にあってもいいの？」

「よ、よくないですっ！　本当なら、私だって、戦場なんていかないでタカトにずっと安全なところにいてほしいです……でも、でも」

　そこでシャリエは言葉を止めることになる。タカトが手で制したためだ。

　最後の一歩を踏み出せない自分に代わり、ドルグオンとシャリエが声に出してくれた。自分の叫さけびを行動に起こしてくれた。これを最後まで代弁させるなんて、情けなさ過ぎる。

　自分の意思をしっかりと伝えるために、タカトはフィルメリアに頭を下げるのだった。
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「どうかお願いだ、フィルメリア様！　俺と竜神様を戦場へ連れて行ってくれ！　足手まといになるかもしれないというフィルメリア様の言葉は理解できるけど……駄目なんだ！　またあの光景が俺の知らないところで繰くり返されるなんて、絶対に嫌なんだ！　我わが儘ままだってのは十分承知してる。だけど、だけど！」

「私からもお願いします！　タカトのことは、竜神様が守ってくれます！　タカト、毎日竜神様にお祈いのりしていたから、絶対守ってくれるはずです！　だからお願いします！」

「ぐぁふ」

　二人と一匹ぴきが揃って頭を下げる姿に、流石さすがのフィルメリアも絶句して言葉を続けられなくなってしまう。背後で他人ひと事ごとだと爆ばく笑しようしているレミドナを一ひと睨にらみした後、不ふ機き嫌げんそうに頬ほおを膨らましながら、彼女はタカトに告げる。

「タカト、今日これまでのあなたの評価を全面撤てつ回かいするわ。賢かしこい理解が早い物分かりが良い、ぜーんぶ撤回！　あなたは最高に物分かりの悪い頑がん固こ者もの！」

「返す言葉もない……ごめん」

「約束すること！　戦場では何があっても必ず私たちの指示に必ず従いなさい！　どんな理由があっても、命令違い反はんは許さないんだから！　それが条件、いいわね！　絶対だからね！」

「あ、ああ！　ありがとう、フィルメリア様！」

　感かん極きわまって声を大にして礼を言う彼に、フィルメリアはぷいっとそっぽを向いて答える。彼女が要求を受け入れたことで、ドルグオンもようやくドレスの裾から口を離し、タカトに纏まとわりつく。それは一仕事終えて満足するような顔だった。

　ドルグオンを抱だきあげ、礼を言うタカト。そんな彼に、さっさと庭に降りて鎧機アマンズトに乗りこむように指示を出すフィルメリアだった。




　暗闇に満ちた夜空を切きり裂さくように、十機の鎧機アマンズトが翔けていく。

　先頭を翔けるのはフィルメリアの鳥鎧機ガルダ・アマンズトイーグレアス。少し遅れて彼女の背後を守るようにレミドナの獣鎧機アニマ・アマンズトホースレブカ、グレオノの獣鎧機アニマ・アマンズトブルディレオだ。

　闇の中にもかかわらず、タカトがカメラで他機の姿を捉とらえられるのは、鎧機アマンズトの周囲に浮ふ遊ゆうする球状の物体から放たれる光源によるものだ。

　その球体は夜戦用に生み出された光源装置で、各鎧機アマンズトの周囲を二つ必ず纏わりつくように浮遊して機体を照らしてくれている。城内の錬金工こう房ぼうで開発された装置なのだが、鎧機アマンズトの航空速度にも振り落おとされることなくついていく不思議な仕組みに、タカトは異世界であることを実感するのだった。

　左ひだり操そう縦じゆう桿かん頭頂部のスティックを倒し、タカトはカメラをホースブレカへと向けた。全身が茶色に染められており、頭部が馬の顔のような兜かぶとに覆おおわれ、下半身が馬そのものの形状となっている獣鎧機アニマ・アマンズト。例えるならケンタウロスだろう。巨きよ大だいな鎌かまを両手で持ち、それ以外の表立った武装が見えないところをみると、明らかな近接戦闘用鎧機アマンズトだ。

　再びカメラを切り替かえ、その右を飛ぶブルディレオへと向けた。漆しつ黒こくの機体色に、巨大な二本の牛角が特とく徴ちよう的てきな兜を有し、かなり頑がん強きようそうな体に、肩かたについた二本の砲ほう門もん。そして右みぎ腕うでに持つ片手持ちのライフルから見て、遠えん距きよ離り支し援えん型がた鎧機アマンズトだろう。

　仲間の鎧機アマンズトの特徴をタカトは頭に入れていく。背後を飛ぶ残る六機のヴァリエラドはプフルの街にあったものと同じ武装だ。各機の観察を行っていると、操縦席の通信機からフィルメリアの凛りんとした声が響ひびき渡わたった。

『間もなくロイーダ上空に辿たどり着つくけれど、恐らく到とう着ちやくしてすぐに戦闘が予測されるわ。各員心の準備を整えておいて。特にタカト！　あなたは初めての夜戦なんだから、絶対に無む茶ちやをしないこと！　私たちの指示に必ず従うこと、危ないと思ったら下がること、いいわね！　分かったら復唱！』

「りょ、了りよう解かい！　タカト・ナガモリ、決して無茶はしない！」

『ここは戦場！　私は上司！　敬語！　公私混同しない！』

「も、申し訳ありません！　タカト・ナガモリ、決して無茶はいたしません！」

　どうやらまだご立腹らしく、先ほどまでの敬語じゃなくて構わないという言葉を覆くつがえす理不尽な命令をフィルメリアは彼にぶつけてしまう。

　慌ててそのとおりに返答した彼だが、それが周りの兵士たちのツボに入ったらしい。通信機から兵士たちの笑い声があがり、タカトは恥はずかしさに顔を赤く染める。もっとも、一番大きな笑い声をあげていたのは、他の誰だれでもないレミドナだったのだが。

　だが、そんな会話のおかげか、タカトは肩の力を少しばかり抜ぬくことに成功した。初めての夜戦ということもあり、変に硬かたくなりすぎていたのかもしれない。

　もしかしたらそんな自分を彼女は見抜いてくれていたのだろうかと、心の中でフィルメリアに礼を言う。やがて、少し遅れてグレオノから各機への指示が始まった。

『間もなく戦闘に突とつ入にゆうするが、作戦は来るまでに説明した通りだ。ブルディレオ以外の上位鎧機スペリオラ三体は蜂型ヴエスプ・タイプに斬きり込んでもらう。敵の意識が三機に引きつけられている隙すきに、ブルディレオ他六機の砲ほう撃げきによって低空より各個掃そう討とうしていく。切り込む三機は高度を二百マルカ以上に固定せよ』

「二百マルカ……二百メートルか。了解です！」

『上空で敵と戦闘を行う三機は砲撃の使用に細心の注意を払うよう心こころ掛がけろ。敵を撃うち抜くなら上からではなく下にまわりこんでからだ。間違っても地上の友軍機を撃ち抜いてくれるなよ。それとこれはタカトにのみ忠告だ。夜戦において敵機と離はなれ過ぎた場所からの砲撃では自動照準に頼るな。鎧機アマンズトも命があり、生きている。鎧機アマンズト自身の目で捉えられない者に照準は当てられん。撃つならば映し出される映像を拡大するか、照準可能な距きよ離りまで詰つめるか、手動で動きを読んで撃つかを徹てつ底ていしろ』

「了解しました！　タカト・ナガモリ、徹底します！」

　彼の返事に再び兵士たちの笑いが起きるが、グレオノの忠告をしっかり頭に焼き付ける作業で忙いそがしい彼の耳には入らない。やがて一番大笑いしたレミドナが、明るい声でタカトに補足してくれた。

『とにかく大事なのは攻こう撃げきよりも足を止めないことだね。タカトは今回、自分で敵を倒すことが一番大事なんじゃない、蜂型ヴエスプ・タイプの意識をひきつけることが一番の役目だからね』

「分かりましたっ」

『私にまで敬語はいいって。ま、とにかく生き残りなよ。多分途と中ちゆうで頭がこんがらがって訳わかんなくなるだろうけど、そんなときこそ深呼吸だ。一人で戦っているんじゃない、仲間と一緒に戦っているんだってことだけは忘れないようにね』

「りょ、了解」

『それと姫ひめ様さまのことなんだけどさ、あんまり悪く思わないであげてね。あの子、普ふ段だんは王女として相応ふさわしいように理知的かつ毅き然ぜんと振る舞まってるんだけど、根っこの部分はまだまだ子供だから。まあ、そこがあの子の可愛かわいいところでもあるんだけどねえ』

『ちょっとレミドナ！　タカトに変なこと言わないで！　私のどこが子供だって――』

　レミドナの声にフィルメリアが反論した刹せつ那な、遠くの上空で激しい爆ばく発はつ光こうが生じた。その爆発と光に、まっ先に反応したのはレミドナだ。通信機から彼女の空気を緊きん迫ぱくさせる一言が放たれた。

『あれはヴァリエラドの動どう力りよく核かくが爆発した光だね。どうやら一機やられたみたいだ』

「――っ」

　レミドナの声に、思い出されるはプフルの街で崩くずれ落ちるアンベルとラミエラのヴァリエラド。首を強く振って悪夢を振り払はらい、タカトは心を強く持って左右の操縦桿を握にぎりしめなおした。

　戦場が目前に迫せまり、戦闘開幕を告げるため、先頭を翔けるフィルメリアが指示を出す。

『それじゃ私たちは先行して戦場を突つっ切るわね。いくわよ、レミドナ、タカト！　鳥鎧機ガルダ・アマンズトイーグレアス、出るわ！』

『了解！　獣鎧機アニマ・アマンズトホースレブカ、切り込むよ！』

「了解です！　竜鎧機ドラグ・アマンズトドルグオン、いきます！」

　先頭を翔けるイーグレアスの背中を追うように、彼は右足でスロットルペダルを踏み込み加速して戦場へと向かう。指示された高度まで上じよう昇しようしつつ、タカトはいつ敵が見えてもいいように右人差し指を攻撃トリガーへとかけた。

　流れる闇の景色、視界にこそ映らないが、モニターに見えるいくつもの友軍外反応。タカトを先導する二人は決してそれを見み逃のがさない。流れるような速度で蜂型ヴエスプ・タイプに近づき、フィルメリアは敵機の下に回り込み、迷わず狙そ撃げきを行った。

「好き勝手暴れてくれているみたいね。それもこれまでだけどっ！」

　イーグレアスが抱かかえる巨大な槌つち型がた銃じゆう、その先せん端たんから放たれる巨大な光の柱。それはまさしくイーグレアスの誇ほこる最強の砲撃。光に呑のみこまれ、二機の蜂型ヴエスプ・タイプが光の中に消え去っていく。

　そして、光に照らされた蜂たちをレミドナは見逃さない。スロットルを踏み込み、一気に加速して逃にげようとする蜂型ヴエスプ・タイプに巨大な鎌を振り下おろした。

　あまりに鋭するどい踏み込みと斬ざん撃げきに、敵機は逃げることもできず胴どう体たいから真っ二つにされて大地へと墜つい落らくした。

　その光景にタカトは驚くことしかできない。自分は敵機を探すことに必死になっているというのに、二人は僅かな反応と景色から即そく座ざに敵を見つけ出し、三機も撃げき墜ついしてみせたのだ。これがフィルメリアの語る経験の差か。
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　タカトは操縦桿を倒して方向転てん換かんし、再び戦場を翔けていく。何とか接近して射しや撃げきを行い、二人のように自分も倒さなければならない。あまりに見事な二人の戦いに、そんな余計な雑念が彼の心に侵しん入にゆうしてしまっていた。

　二人は宙を翔けまわり、敵機の動きを抑よく制せいしている。射撃も行うが、それはあくまで牽けん制せいついでであり、当たれば幸運程度に考えている攻撃だ。敵が狙ねらった方向へと動いてくれれば、それでいい。地上から上空を窺うグレオノの部隊が掃そう射しやで叩たたき落としてくれるのだから。

　そう、初手こそ派手ではあったが、二人の役目はあくまで敵をかき回すことと意識を集中させること。つまり、そういう意味ではタカトも十分に役割を果たしていたと言える。逃げ回まわるだけでもこの戦場は意味がある。

　しかし、タカトは冷静さを失いかけていた。

　否いや、初めこそ冷静ではあっただろうが、重苦しい時間の経過と共に、慣れない戦場がタカトの心からじわじわと思考力を奪ってしまっていた。

　初めての夜戦、どこから敵が現れるか、どこから攻撃がくるのか目で確かく認にんすることもできない不安と圧あつ迫ぱく。とにかく早く戦いを終わらせるためには、敵機を減らさなければならないという焦しよう燥そう感かん。

　それらは初めて鎧機アマンズトで戦場に出る者がほぼ必ずかかってしまう言わば新人病だ。この極限の状況で病に陥おちいってしまったタカトは、敵機から逃げることではなく探すことに意識を傾かたむけてしまった。このことが彼にとって大きな失策となる。

　周囲の敵を見つけるために、逃げ回る速度を落としてしまった。足を緩ゆるめ、カメラを切り替えて敵を見つけようとしたタカトを敵は逃のがさなかった。背後から待っていたとばかりに、蜂型ヴエスプ・タイプが体ごとぶつかってきたのだ。

「うああああっ！」

『タカト!?』

　激しく加速の付いた蜂型ヴエスプ・タイプの突とつ撃げきは、幾いくら頑強なドルグオンとはいえ、衝しよう撃げきを消し切れるものではない。機体はコントロールを一瞬失い、そのまま大地へと叩きつけられそうになる。

　だが、タカトはギリギリのところで冷静さを取とり戻もどした。大地に叩きつけられそうになる刹那、操縦桿を後方へと倒し、左右のペダルを同時に踏み込こんで大地とは逆方向へブーストをかけたのだ。

　元より鎧機アマンズトのスペックに差がある二機がこうなってしまえば勝負にならない。空へと急きゆう上じよう昇しようを始めたドルグオンに、蜂型ヴエスプ・タイプは為なすすべなく押し込まれてしまう。

　上空に向かう途中、タカトはロックペダルを踏み込み、一度空中で制止する。そして機体の向きを変え、未だ慣性で上空へと飛ばされていた蜂型ヴエスプ・タイプに照準を定め、迷わずトリガーを引いた。

「このおおおおっ！」

　ドルグオンの頭部の竜りゆう口こうが開かれ、上空の蜂型ヴエスプ・タイプに向けて光の柱が放たれた。黄金の光に呑のみ込まれた敵機は為すすべもなく四散する。

　撃墜を確認したタカトは、すぐにスロットルを再び踏みこみ、移動を始めた。

　何とか窮きゆう地ちを脱だつしたタカトの機転は見事なものだったが、彼を待っていたのはお姫様の罵ば声せいだった。怒ど鳴なるように通信機からフィルメリアの叱しつ責せきがタカトに飛んでくる。

『どうして足を止めたの!?　攻撃よりもとにかく逃げ回れって言われたばかりでしょ!?　ばかばかばか！　タカトのばか！　人の話、全然聞いてない！』

「す、すみませんっ！　以後気をつけます！」

『本当にもう……心配させないでよね！　まだ戦いは続くわよ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのね!?』

「いけます！」

　タカトの返答に満足したのか、それ以上フィルメリアからの怒ど声せいは響いてこなかった。

　城での彼女とは打って変わって、鎧機アマンズトに乗るフィルメリアは本当に厳しい。そのことを肌はだで感じながら、タカトは己おのれの慢まん心しんを戒いましめた。戦場に酔よって、自分でケリをつけようとしたこと。一人で戦おうとしたこと。それが身の危険を生んでしまった。

　一度自分の頬を叩いて現実を認にん識しきし直す。ここはゲームの世界でも何でもない、現実の戦場なのだ。油断すれば、甘あまい考えで望めば、死が待つだけ。それだけではない、仲間の命すら危機に陥らせてしまう。とにかく初心を忘れないこと。自分にできる精いっぱい、それ以上もそれ以下も仲間からは求められていないのだから。

　タカトはレミドナのアドバイスを思い出す。大きく深呼吸して、心を落ち着かせ、大切なことを牢ろう記きする。これはゲームではなく戦場、戦場とは一人で戦っているのではない、仲間と共に戦い勝利を勝ち取る場所なのだと。

　再びスロットルを踏み込み、タカトは高度を保ちながら逃げ回ることに腐ふ心しんする。他のことは考えず、それだけに集中することで、緊きん張ちようで狭せばまっていた彼の視界はゆっくりと開けていった。

　そして、戦場を飛びまわりながら戦せん況きようを冷静に見つめることで、様々なことに気付くことができる。

　下方から敵を狙い撃っているグレオノたちだが、彼らが砲撃を行うのは決まって空を飛びまわる三機が敵の近くを通り過ぎたときだった。

　どうしてタイミングが統一されているのか、その理由をタカトは思考して導き出す。彼らは先行する三機の明かりを頼りに、敵を狙い撃っているのだと。光源が敵を照らす僅かな瞬しゆん間かん、そのタイミングで自動照準をあわせ、引き金を引いていたのだ。

　それだけではない、戦場を観察すればするほど、次々に様々な情報が得られる。

　時々放たれるフィルメリアの強大な砲撃。あれを上空に撃つことで、一瞬周囲が明るく照らされる。そのタイミングに合わせて、レミドナは敵機へ踏み込み切りつけていた。

　すなわち、フィルメリアの攻撃は敵を殲せん滅めつするためではなく、あくまで仲間への援えん護ごのためのものだったのだ。

「あれが、集団の戦い方……周りを活いかすために、どうすればいいかを考えながらフィルメリア様は常に戦っているんだな。フィルメリア様が作ってくれている好機を、無む駄だに浪ろう費ひしちゃいけない」

　レバーを握りしめ直し、タカトはレミドナと同様に、フィルメリアの砲撃の呼吸にあわせて敵を叩くことを決断した。

　先ほどと同じ轍てつを踏まないためにも、絶対に逃げる足は止めない。無理はしない、逃げることが何より優先。だが、逃げる動きの中で、大きなチャンスがあったなら、レミドナのように最小限の動きで敵を仕留める。そして即座に離り脱だつする、それを心がけること。

　タカトは上空を飛びまわりながら、フィルメリアが砲撃を行うタイミングを見計らう。そして、彼女が銃を上空へと構えたとき、竜神は最大速度で飛ひ翔しようした。彼女が放つ砲撃、照らされる周囲の蜂型ヴエスプ・タイプたち。その一機をタカトは逃さない。

「このタイミングならっ！」

　雷らい鳴めいの如ごとき速さで近寄り、速度を落とさないまま照準を合わせ、間かん髪はついれずにトリガーを引いた。ドルグオンの右甲から飛び出したワイヤー付きの竜りゆう爪そうが容よう赦しやなく蜂型ヴエスプ・タイプの頭を貫つらぬくことに成功する。

　落下する敵機を確認することもなく、タカトは飛行速度を保ったまま大きく離脱した。上空を翔かけまわりながら、タカトは軽く息をついて言葉を紡つむぐ。

「倒せた……のか。いや、今は確認なんていらない。倒し損そこねてもグレオノさんが仕留めてくれるはずだ。俺おれは仲間を信じて自分のできることをするだけだっ」

　再び夜空を翔けて逃げ回りながら好機を待つタカト。彼かれの駆るドルグオンの速さは疾しつ風ぷう、蜂型ヴエスプ・タイプでは捉えることなどできはしない。

　彼の一いち撃げき離り脱だつの戦法、それに意識を奪われたのは蜂型ヴエスプ・タイプではなくフィルメリアだ。

　事前にコンビネーションなど練習はおろか、教えてすらいないのに、タカトは見よう見まねでやってのけたのだ。言葉を失う少女に、個別回線から紡がれるレミドナの声。

『姫様、タカトに同時攻撃の指示を出したのかい？』

「そんなわけないでしょう……あれは教えても咄とつ嗟さにできるものじゃないわよ」

『ふふっ、となるとあれは私の動きを見て真似まねてみただけってことかな。いや、本当に凄すごいね。アンベルたちがタカトを手放しでベタ褒ぼめしていた理由がようやく肌はだで実感できた気がするよ――本物だよ、タカトの鎧機アマンズトの才能は』

「そう、ね……本当に、凄い。あ、うん、まだまだだけどね！　危なっかしい操縦ばかりだし、もっと安全性と確実性を高めないと駄目よ！」

『説教は戦闘が終わってからご随ずい意いにっと』

　戦場を経験し、恐おそろしき速度で学んでいくタカトに目を奪われながらも、フィルメリアも戦場へと戻っていく。モニターの敵反応の傍そばを横切るようにタカトは何度も夜空を翔け、フィルメリアやグレオノの砲撃で明るくなった瞬間に一いつ気き呵か成せいに敵に近づいては叩き落とした。

　後半戦では、タカトも周囲の補助を率そつ先せんして行い始めたほどだ。上空に向かって光の砲撃を放ち、敵を照らしだすことで味方の照準を合わせやすくしていた。

　初めての夜戦、余計な雑念を捨て、仲間のために何ができるのかの一念を貫くことで、タカトは操縦者として大きな成長を遂とげるのだった。

　結局、戦闘が始まってから一時間も経たたず、モニターの敵機の反応が全すべて消えることになる。

　今回の戦闘における撃墜数、五機。それがタカトの初めての夜戦および集団戦における堂々たる敵機の撃墜スコアであった。もっとも、彼は目の前のことでいっぱいで、何機落としたかなど数えてもいなかったので知る由もないのだが。




　ロイーダ上空の攻こう防ぼうは全ての蜂型ヴエスプ・タイプの撃墜をもって終結した。

　駆けつけた聖リメロア軍に損傷はなかったが、彼らが駆けつけるまでに既すでに戦っていた十機のヴァリエラドのうち、六機が破は壊かいされてしまった。中破が四、大破が二、殉じゆん職しよく者しやが二名であった。戦場の状じよう況きよう分ぶん析せきをまとめ、鎧機アマンズトに乗ったままフィルメリアとグレオノが個別回線にて今後の方針について語り合っていた。

　そして、話がまとまったらしく、フィルメリアが各鎧機アマンズトに指示を出す。

『今回仕留めた蜂型ヴエスプ・タイプの残ざん骸がいは持ち帰る必要はないわ。ホースレブカとヴァリエラド十機はこのまま明日まで滞たい在ざい、早朝に交代人員と錬れん金きん術じゆつ師しを派は遣けんするまで警けい戒かいを怠おこたらないで。イーグレアス、ブルディレオ、ドルグオンは王都へ帰き還かんします。ここは任せたわよ、レミドナ』

『これもお仕事だしね。任せておいてって』

『それじゃ私たちは王都へ戻るわよ。タカト、いいわね？』

「はい！　タカト・ナガモリ、王都へ帰還します！」

『あう……ごめんなさい、もう敬語はいいから元通りでお願い。あの命令は無かったことにして……私が悪かったから』

「りょ、了解」

　通信機から漏もれてくる力ないフィルメリアの声に首を傾かしげるタカト。

　彼は気付くことは無いが、通信機の向こうでフィルメリアは敬語を使えなどという子どもじみた命令に羞しゆう恥ち心しんを感じているらしい。少女の心の機き微びを理解できないまま、タカトはドルグオンと共に王都へ帰還した。




　聖リメロア城敷しき地ち内ないへとドルグオンを着陸させ、タカトは操縦席から外へと転移した。既に庭にはシャリエが兵士たちと共に並び、タカトたちの帰還を待ってくれていた。

　ドルグオンから降りたタカトの姿を確認し、彼へ向けて走り出し、その胸に飛び込むシャリエ。よろめきながらも、しっかり彼かの女じよを抱きとめる彼を見上げながら、シャリエは口早に訊たずねかけた。

「タカト、大だい丈じよう夫ぶ!?　怪我けがとかはない!?　気分が悪くなったりしてない!?」

「だ、大丈夫。何も問題はないから。フィルメリア様や他の皆みなさんのおかげだよ」

「そっか、タカトが無事で、本当によかったよお。タカトに何かあったら、私……」

　タカトの胸の中で心から安堵のため息をつくシャリエ。彼女を安心させるように笑うタカト。だが、二人のそんな光景がいつまでも続くはずもない。背後から少し顔を赤らめた少女――フィルメリアがタカトたちへ申し訳なさそうに声をかけたからだ。

「あー、その、もしかしなくても私はお邪じや魔まかしら？　共に戦場を翔けた戦友に一言声でもかけようか、なんて思っていたのだけれど……」

「わっ、フィルメリア様っ!?」

　ようやく彼女の存在に気付き、シャリエは慌ててタカトから離れて頭を下げた。

　そんなシャリエに笑えみを零こぼしつつ、フィルメリアはタカトに向き直り、再び口を開いた。

「タカト、初めての夜戦にもかかわらずあなたは十分過ぎるほどによくやってくれたわ。ありがとう、あなたのおかげで兵と民たみが救われた」

「いや、俺は必死にみんなについていこうとしただけで……」

「た・だ・し！　言いたいことが全くない訳じゃないのよ！　初めての夜戦だから大目に見るものの、自分を見失ったり勝手にレミドナの真似をしたり……見逃すのは今回だけだから心に留めておくように！」

「すみません……」

　褒ほめた次の瞬間に説教に転じるフィルメリア。タカトが勘違いしてしまわないように、しっかりと飴あめと鞭むちを使い分けているようだ。しゅんと反省するタカトと彼を元気づけようとするシャリエ。そんな二人にフィルメリアは溜ため息いきをついて、笑って声をかけた。

「もう夜も遅おそいから、今日はこのくらいにしてあげる。明日の朝、改めて時間をとらせてもらうわ。その時に今後についてお話ししましょう」

「ああ、分かった」

「それじゃ客室に戻ってゆっくりおやすみなさいな。しっかり眠ねむって体の疲つかれをとること」

　フィルメリアに頭を下げ、タカトはドルグオンを休眠化スリプト・フアクタさせた。

　光に包つつまれタカトの傍に現れたチビ竜りゆうドルグオンをシャリエが優やさしく抱きかかえる。

　二人並んで客室へ戻ろうとするタカトたちの背中を見つめながら、やがてフィルメリアは彼の背中に声をかけた。

「あ、あの、タカト！　初うい陣じんだったのに、敵を圧倒したり、夜戦に適応したり……本当に無む茶ちや苦く茶ちやだけど、あなたの頑がん張ばる姿、最高に格かつ好こ良かったわよ！　そ、それだけ！」

　フィルメリアの言葉に驚おどろき、タカトはシャリエと共に後ろを振ふり返った。しかし、既にフィルメリアはそっぽを向いてイーグレアスを休眠化スリプト・フアクタする作業に移っていた。

　彼女の言葉に首をかしげながらも、タカトはもう一度フィルメリアに頭を下げ、客室へと戻るのだった。




　豪ごう華か絢けん爛らんな客室へと戻り、疲れ果はてているタカトは倒れるようにベッドの上に転がり込んだ。シャリエは心配そうに彼の隣となりに座すわって訊ねかけた。

「タカト、どこか体の具合が悪いの？　本当に大丈夫？　無理だけは絶対に駄だ目めだよ」

「ああ、ちょっと……いや、大分疲れただけ。眠ねむ気けと倦けん怠たい感かんが物もの凄すごいかな」

「このまま寝ねる？　部屋の外を守ってくれている兵士さんに言えば、夕食や湯ゆ浴あみに連れて行ってくれるけど」

「ごめん、ちょっと無理っぽい。このまま寝ることにするよ」

　うつらうつらとするタカトをシャリエは心配そうに覗のぞき込む。抱きかかえていた彼女の腕から下り、ドルグオンはトコトコとタカトの傍へと歩み寄り、彼の顔に身を摺すり寄せる。

　そんなドルグオンに、タカトは半分眠りかけた意識の中で問いかける。それは彼の疲れ切った心から漏れてしまった少しばかりの弱音。

「竜神様……俺、なんでこの世界に呼ばれたんでしょうね。今まで真しん剣けんに考えたことなかったけど……今日、その理由を初めて心から知りたいと思いました」

「ぐぁう」

「いつの日か、分かる日がくるんでしょうか……いつの日か、地球に還かえれる日がくるんでしょうか……」

　今日という一日はあまりに目まぐるしく、激流のようにタカトの心を摩ま耗もうさせた。

　初めての戦場、それを一日に二回も経験した疲ひ労ろう。そして、フィルメリアから聞かされたタカト以外の地球人がこの世界を訪おとずれ、元の世界に還っていったという話。

　その全てが要因となり、これまで心に蓋ふたをしていた望郷の想おもいを吐と露ろしてしまった。

　この世界の大切な人々のために生きるという気持ちは今も変わっていない。シャリエたちを守るために戦うことに何の後こう悔かいもない。

　けれど、それでもタカトは弱り切った心の奥おく底そこで願ってしまう。

　もし可能ならば、自分がこの世界に来た意味を知りたいと。そして、叶かなうならば――元の世界に還りたい、と。

　意識を落とした彼を心配するように、隣に丸まるドルグオン。そして、そんなタカトを心から心配そうに見つめるシャリエだった。







四章　神々の血脈を受け継ぐ陽気な人々







　翌日、タカトの朝の目覚めはドルグオンのバタバタとベッドから飛び下りる音が目覚まし代わりとなる。彼の傍から離れ、短い手足を必死に動かして駆けるドルグオンの姿に、何事かとタカトは目をこすりながら体を起こした。

　視線の先、部屋の入り口には、焼いた肉を何枚も載のせた巨大な皿を運んできたシャリエの姿があった。タカトが目を覚ましたことに気付き、少女は微笑ほほえんで挨あい拶さつをした。

「おはよう、タカト。よく眠れた？」

「ああ、おはよう、シャリエ……しっかり眠れたよ。ところで、その肉は何？　朝からそれはきついと思うんだけど……」

「あはは、私たちのご飯じゃないよ。これは竜神様のご飯。タカトが目覚める前、竜神様のお腹なかがぐーぐー鳴っていたから、お腹がすいてるのかなって。兵士さんにそのことを言ったら、これを持ってきてくれたの」

「竜神様用の……その、凄く良い肉なんじゃないのか、それ」

「多分……」

　床ゆかに置いた皿の肉にむしゃぶりつくドルグオン。一心不乱に肉を食べる小竜の姿を微笑ましそうに見つめるシャリエ。

　そんな姿になごみつつ、タカトはベッドから下りて湯浴みに向かうことをシャリエに告げる。昨日は湯浴みを行わないまま眠ってしまったため、少しばかり体のべたつきが気になったのだ。

「湯浴みに行ってくるよ……っと、そういえば着き替がえ、どうしよう」

「着替えなら家から持ってきてるよ。私がレミドナさんたちにお城に連れて行ってもらうときに、『しばらく城に滞在してもらうことになるから、必要な私物も一いつ緒しよに持っていくように』って。とりあえず一通りのものは運んでもらってるから大丈夫」

「そっか、ありがとう、シャリエ。あとでレミドナさんにもお礼言わないとな。それじゃ、湯浴みに行ってくる。その後、兵士さんに頼たのんで俺たちも朝食にしよう。早く済ませないと、フィルメリア様がいつ来るか分からないからな」

「そうだね。それじゃタカトが戻ったら朝ごはんってことで」

　シャリエに見送られ、タカトは部屋を守る兵士に頼んで湯浴みへと案内してもらった。

　それは貴族や王族だけが本来使う大きな浴場であり、広さに少しばかり驚きながらも有り難がたく使わせてもらう。

　お湯に浸つかりながら、石を削けずり出して作られた風ふ呂ろにタカトはなるほどと納なつ得とくする。その作りは彼のよく知る日本の風呂に似ている。異世界でありながら、こうした似た文化が継けい承しようされたのも、この国の王族の先祖がタカトと同じ地球人だからなのだろう。

　体を清め終え、室内に戻ると、既に朝食の準備が整っており、室内には良い香かおりが充じゆう満まんしていた。

　先にテーブルについていたシャリエが手を振ってタカトを呼び寄せる。彼女と向かいあうようにテーブルにつき、用意された料理に感かん嘆たんの声を漏らした。

　それは一いつ般ぱん人じんでは決して口にできないような素材が贅ぜい沢たくに用いられた品々。ごくりと唾つばを飲み込みながら、タカトはシャリエと二人で朝食を堪たん能のうする。

　途中、分けて欲ほしいとタカトの足元にすり寄ってきたドルグオンに苦く笑しようしながら、食べ物を与あたえたりしていた。

　朝食を終えた二人は、給きゆう仕じの人々から三十分後にフィルメリアが訪れると告げられる。

　彼女が来るまでの時間を、二人と一匹はのんびりと過ごすことにした。床の上で軽いストレッチを行っていたタカトに、ドルグオンを撫なでながらシャリエは訊ねかける。

「今後の話って言っていたけど、フィルメリア様はどんな話をしてくれるのかな」

「そこまでは……ただ、蜂型ヴエスプ・タイプの襲しゆう撃げき事件はまだ終わってなんかいないから。多分、これからその事件解決に向けてどうすべきかの話し合いだと思う」

　二人で雑談に興じながら待つこと三十分。時間ぴったりに扉とびらがノックされ、右みぎ肩かたにイーグレアスを乗せたフィルメリアが姿を現した。二人にやんわりと微笑み、声をかける。

「おはよう、二人とも。タカト、体の方は何ともないかしら？」

「ああ、大丈夫だ。疲れも取れているし、何ともない」

「鎧機アマンズトの初陣の翌日は大たい抵てい体調を崩したりするんだけど、大丈夫みたいね。安心したわ」

　そう言って息をつくフィルメリア。心配してくれたことに礼を言うタカトに、首を横に振り、早さつ速そくとばかりに用件を告げ始めた。

「タカト、あなたにはこれからドルグオンと共に私の父に会ってもらいたいの」

「父……こ、国王様か!?」

「そうよ。『神々の血脈』を持つ異界からの来訪者であるあなたを早く紹しよう介かいしろと昨日からずっと言われていてね。申し訳ないけれど、顔を見せてあげて頂ちよう戴だい。先に言っておくけれど、礼れい儀ぎや作法は気にしなくていいわよ。私以上にお父様は『アレ』だから……」

「あの、これから会うの、王様なんだよな？　……そんな適当な」

「いいの、そういう人だから。シャリエにはここで待機してもらうことになるけれど」

「分かりました」

「ありがとう。それじゃ早速向かうけれど、準備はいい？」

　フィルメリアの確認にタカトは頷うなずいた。

　足元のドルグオンを抱き抱え、タカトは彼女と共に長い廊ろう下かを歩いていく。

　国王と会うことに少しばかり緊張しているようだ。そんな彼の初心うぶさを微笑ましく笑うフィルメリア。謁えつ見けんの間まで続く階段を上ろうとした二人だが、階段の前で佇たたずんでいる男を視界に入れて足を止めた。

　フィルメリアと同じ、淡あわい紫むらさきの髪かみを背中まで伸のばした長身の男。暗色のローブを纏い、すらりとモデルのような体形をしている。

　何より特徴的なのは、まるでビン底のように分厚い丸々とした眼鏡めがね。その眼鏡によってどんな目をしているのかよく分からないが、目以外のパーツは美青年のそれだった。その男は楽しげにタカトに対し声をかけた。

「おはよう、タカト君。昨日はゆっくりと眠れたかな？　鎧機アマンズトの初陣は疲れただろう」

「お、おはようございます。ええと……」

　初めて会う人間から名前を呼ばれ、誰なのか分からないタカトは困こん惑わくするように隣のフィルメリアへ視線を送ってしまう。少女は呆あきれるように息をつき、言葉をぶつけた。

「お兄様、それは私が先ほど全てタカトに確認しました。それと、妹の顔を見ても挨拶一つせず、タカトに話しかけるのは如何いかがなものでしょうか」

「はははっ！　それはしかたない、私はタカト君に興きよう味み津しん々しんで仕方ないのだからな。神々と同じ世界から現れ、竜鎧機ドラグ・アマンズトを操あやつり、見事な初陣を飾かざったというお前の報告を聞けば、心動かされない訳にはいかん！　昨日の夜からずっとタカト君のことばかり考えていた。考え過ぎるあまり、夢の中にまでタカト君が現れてしまったほどだ！」

「お兄様、気持ち悪いです。止やめて下さい」

　妹から冷たい目を向けられても、微み塵じんも応こたえていない男性。二人の会話から、タカトは彼がフィルメリアの兄、すなわち王子であることを知り、慌あわてて胸に手を当てて敬意を示す。

　だが、そんな彼に男は首を振ってすぐさま止めるように言った。

「敬礼なんて他人行ぎよう儀ぎな真似はやめてくれ、タカト君！　私は君とこれから唯ゆい一いつ無む二にの親友、生しよう涯がいの伴はん侶りよとして生きていくつもりなのだ！　固い絆きずなで結ばれた友の間に堅かた苦くるしい礼節は不要！　私のことは気軽にアリウスと呼んでくれ！」

「お兄様、本当に気持ち悪いので止めて下さい。伴侶の使い方を間ま違ちがっています」

　興奮気味に語る男――アリウスに、妹であるフィルメリアはただただ溜息をつくばかり。

　彼女は力なくタカトに改めて兄のことを紹介する。

「アリウス・ルルーク・リメロア。私の兄にして、次期王位継けい承しよう権けんを持つ人……なのだけれど、王としての教育から逃げ回っては錬金術師として鎧機アマンズトの研究ばかりに没ぼつ頭とうしているわ。最近はお父様も匙さじを投げて、鎧機アマンズト錬金工こう房ぼうの責任者に任命してしまったくらい、それくらいの鎧機アマンズト愛者。もし鎧機アマンズトのことで困ったことがあったら、この人に聞いて頂戴ね。夜通し語り明かしてくれると思うわ」

「鎧機アマンズトのことを探究せずして、人生の何を語れるというのか！　私は幼子の頃ころから生涯を鎧機アマンズトのために費やすと決めている！　私の夢は、いつの日かこの手で全ての鎧機アマンズトを超ちよう越えつする新たな鎧機アマンズトを生みだすことなのだからな！　時にタカト君、鎧機アマンズトは好きかい？」

「は、はい、大好きです！　鎧機アマンズトは男の夢であり、浪ろ漫まんです！」

「そうか！　いや、その言葉を耳にして、君のことがますます愛いとおしくなってしまった。これは最も早はや、今すぐ君と語り明かす他あるまい。さあ、私の部屋で君の愛機について語り合おうではないか。おおお！　よく見れば、君が抱だいているのはまさしく幻げん想そう種しゆドラゴン！　この目で生ドラゴンをみられるとは、生きててよかった！　是ぜ非ひともこのドラゴンが竜鎧機ドラグ・アマンズトに変形するところを生でじっくりと……」

「お兄様、タカトをお父様のもとに連れていくのを邪魔するのは止めて下さい。あと、いい加減覚かく悟ごを決めて次期王としての教育を受けて下さい」

「ははは！　絶対に嫌いやだ！　何度も言っているだろう、私は王にはならぬ、王はお前の夫がなればよい！　……と、以前なら叫さけんで逃げていたのだが、もうそれも必要ないだろう？　私よりも王になるべき人間は見つかった。父上もそう判断されるはずだ。お前も私を王にするなどという無駄な考えは捨て、その者を愛する努力を始めるべきだろう！　はっはっは！　私は最良の弟を手に入れることができるようで何よりだ！」

「お、お兄様のばか！　その話はタカトにするなって昨日言ったばかりじゃない！　まだ正式に決まった話じゃないわ！」

「それを正式に決めるために今から父上に会いに行くのだろうに！　まあ、タカト君なら何も問題はないだろう！　彼のように真まっ直すぐな人間ならば父上も安心してお前を……」

「だ、だからその話はしないでって言ってるのに！　もう、お兄様のばかばかばか！」

　突とつ然ぜん始まる王族二人による兄妹きようだい喧げん嘩かに、ただ一人蚊帳かやの外のタカトは困惑するばかり。

　ただ、フィルメリアの顔が羞しゆう恥ちで真っ赤に染まってしまっているのは気のせいではないだろう。強ごう引いんに話を打ち切り、少女はタカトの手を引っ張って謁見の間へと向かおうとする。

　そんな二人を微笑ましく見届けながら、アリウスはタカトに声をかけた。

「暇ひまなときは是非とも私の錬金工房を訪れてくれ！　その時は私たちの愛してやまない鎧機アマンズトの全てをお見せしようではないか！」

「本当ですか!?　是非、お願いしますっ」

「タカト、無視して！　全くもう、お兄様はいつもいつも……」

　ぷんぷんと怒おこりながらも、フィルメリアは何とかタカトを謁見の間へと続く扉の前に連れてきた。扉の前の兵士が彼女に敬礼をし、その巨きよ大だいな扉をゆっくりと開く。

　部屋の中、その奥おくの玉座にダークブラウンの髪を短く切きり揃そろえ、髭ひげを生やした王がいた。先ほどのアリウスに負まけず劣おとらず整った容よう貌ぼうをした王は、歳としを重ねてさらにその深みを増している。

　ただ、中身がフィルメリアの言葉通り残念過ぎたようだ。二人の姿を見て、王は玉座から立ちあがり、二人のもとに駆けだしたのだ。

　玉座の前で跪ひざまずく想定をしていたタカトはこれに面めん喰くらう。だが、王は気にすることなく豪ごう快かいに笑ってタカトとフィルメリアに話しかけた。

「遅いじゃねえか！　待ちくたびれたぞ、フィルメリア！　おお、こいつがタカトか！　良い面つら構がまえじゃねえか、何でも自分から民を守るために立ちあがったんだってな！　実に男らしくて結構。研究ばかりに勤いそしんでいるアリウスにも見習ってほしいくらいだ！」

「え、あ、え？　お、王様……？」

「王よ。恥はずかしいけど、これ以上ないくらい恥ずかしいけど、この国の王様よ。……お父様、せめて初対面のときくらい王として威い厳げんある態度を」

「馬ば鹿か、これから家族になろうっていう男に自分を偽いつわってどうする！　俺ぁ逃げも隠かくれもしねえぞ、全てを曝さらけ出してこそ家族ってもんだろう？」

「お父様！」

　ジト目で睨にらまれ、王は渋しぶ々しぶだがタカトから離はなれてすごすごと玉座へと戻っていった。

　そして、改めて腰こしを下ろし、タカトに視線を向け直して笑いながら王は名を告げる。

「この国の王をやっているレクス・ルルーク・リメロアだ。お前のことは既にこいつから聞いてるからな、改めて自己紹しよう介かいしなくていいぞ。我らが祖と同じく『チキュウ』からやってきたタカト・ナガモリよ。お前にとってここは異世界ってことになるが、異世界人を代表して心から歓かん迎げいするぜ。相棒のドルグオンもなかなか勇ましい姿じゃねえか」

「ありがとうございます、リメロア国王陛へい下か。ですが、その、随ずい分ぶんと簡単に俺が異世界から来たことをお認めになるんですね」

「簡単に認めてるわけじゃねえよ。それを否定できない確固たる証しよう拠こをお前自身が既に証明してるってだけさ。聞いたんだろ？　その竜鎧機ドラグ・アマンズトは『神々の血脈』を持つ者しか動かせねえってよ」

　確認するような問いかけに、タカトは頷いて肯こう定ていした。上位鎧機スペリオラは己の意思を持ち、異世界人である者およびその血を引く王家の者にしか操縦できないことはフィルメリアより説明を受けている。王は彼に国の内情を語り始めた。

「大体のところはフィルメリアに聞いてるだろうが、この国はお前と同じく『チキュウ』って世界から来た俺たちの祖先が建国した国だ。その祖先が生み出した兵器が鎧機アマンズトなんだが、上位鎧機スペリオラに乗れるのは現在国内でも僅わずかしかいない。フィルメリア、兄貴、レミドナ、俺は引退しちまったから数から除外するとして、お前を除けば国内で三人しかいねえってことになる。これが非常に拙まずいってのは分かるか？」

「ええと……それは『今回の事件』から見ても、なんとなく」

「そうだ。これまでは何事もなくやり過ごせたが、今回起きた正体不明の虫鎧機イセク・アマンズトの襲撃。こういう不測の事態に対たい抗こうするためにも、王国は強力な剣けんを握にぎっていなければならねえ。その剣こそが、上位鎧機スペリオラなんだ。ヴァリエラドじゃ対処できない相手でも、上位鎧機スペリオラなら状じよう況きようを 覆くつがえすことができる……んだが、肝かん心じんの操縦者が足りねえんだ。俺たちの体に流れる『神々の血脈』、上位鎧機スペリオラに契けい約やく者しやとして認められるだけの濃こさを持つ人間が、俺たち直系の人間しかいねえ。分家の人間じゃ血が薄うす過すぎて反応すらしねえんだ」

「世代を重ねて、薄れていく……」

「そうだ。フィルメリアもレミドナも何とか認められているが、次の世代はどうなるか分からん。現にアリウスは契約者として認められなかった。このまま『神々の血脈』が消えるのも時間の問題かと思っていた……そんなところにお前が来てくれたわけだ」

　国王は楽しげにタカトに笑う。その笑え顔がおになぜか嫌な予感を抱いてしまい、彼は一いつ瞬しゆん背筋が震ふるえるのを感じた。そんな二人の会話に横から強引に入ったのはフィルメリアだ。

「お、お父様、その話は今回の事件が解決してからにしましょう！　今はあの蜂型ヴエスプ・タイプの発生原因、目的を探さぐり、叩たたき潰つぶさなければなりません」

「おっと、そうだな。この話は全てが落ち着いてからにするか。話は戻るが、お前も知っている通り、現在国内では正体不明の蜂型ヴエスプ・タイプが現れては暴れ回っている。こんな状況を放置できるわけがねえ、民の命を守るためにも一刻も早く解決しなきゃならん。そのためにも、お前が立ちあがり、協力を約束してくれたことに心から感謝する。今は一人でも強き鎧機アマンズト、強き操縦者の力が必要だ。竜鎧機ドラグ・アマンズトに選ばれたお前が力を貸してくれるなら、これほど心強いことはねえ」

「そんなことはありません。俺は未熟ですし、竜りゆう神じん様さまの力に頼たよっているのが正直なところですから。ですが、この力が人々を守るために使われるなら……大切な人々を守るために、こちらこそよろしくお願いします」

「すまねえな。本当なら一刻も早く元の世界に還りたいだろうが……」

「いえ、いいんです。とにかく今は、大切な人々を守りたい、それだけです……元の世界のこと、戻る方法、そんなことは全てが終わってから考えればいいことですから」

「歳はフィルメリアと同じだったか。十七にしては随分としっかりしているな」

「そんなことはありませんよ。俺、この世界にきたとき散々泣いて喚わめいて引ひき篭こもって、やりたい放題していたんですから」

「はっはっは！　正直で良いじゃねえか！　それが当たり前の反応よ、気にすることはねえ。そこからよく立ちあがったと褒めたいくらいだ」

　豪快、快活に笑う王にタカトも笑い返す。どうやらアリウス同様、王と彼は波長があうらしい。

「とにかく事件解決に向けて、様々な手は打つつもりだ。その間、お前には王宮で息苦しい生活を強しいてしまうかもしれんが、そこは許して欲しい。城内ならば行動に制約はつけないつもりだ。どんな些さ細さいなことでも極力願いは叶えるようにする。遠えん慮りよなくその辺の人間に言ってくれ」

「お心こころ遣づかい、ありがとうございます。少しでも力になれるよう、全力を尽つくします」

「ああ、よろしく頼む……だが、一つだけ忘れないでほしい。お前が尽くすのは、決して俺やフィルメリア、王国のためじゃねえ。お前が戦う理由は『大切な人を守るため』、そこに拠よっていることを忘れないでくれ。守ると決めたんだろ？　大切な人たちを。だったらその気持ちを忘れず貫き通とおすことで、お前の力を間接的に俺たちに貸してくれ」

「分かりました……必ず」

「良い顔だ。俺の若い頃を思い出させるじゃねえか！　そうだな、俺もお前のような時代があったもんよ。まだ俺が十六の頃、今は亡なき妻の尻しりを追ってばかりだったが当時は微塵も相手をされずにいてな。その度たびに獣鎧機アニマ・アマンズトを勝手に駆りだして……」

「お父様、謁見は終わったようですのでこれで失礼しますね。いくわよ、タカト」

「お、おいっ！　馬ば鹿か野や郎ろう、まだ俺とレオガイアの武勇伝がまだ！」

　さっと一礼をして、タカトを部屋から引っ張り出したフィルメリア。部屋の外に出て、大きく溜息をついて彼に謝罪する。

「ごめんなさいね。ああなるとお父様、話が長いから。本当にどうしようもないんだから」

「いや、全然。王様が凄く気さくな人で緊張せずに済んだくらいだ。豪快で気持ちの良い人なんだな、レクス王は」

「それが長所でもあり、短所でもあるんだけどね……それじゃ、次は作戦室に向かいましょうか。今後のことを話し合う為ために、みんな私たちを待ってくれているわ。いいかしら？」

「もちろん。フィルメリア様についていくよ」

　彼からの返事に、フィルメリアはピタリと足を止める。そして、目を細めてタカトを見つめてきた。その表情は『私、不満です』とでも書かれているかのようだ。

　いきなりどうしたのかと困惑するタカトに、フィルメリアは小さく溜息をついて胸の内を伝えた。

「ねえ、タカト。そろそろその『フィルメリア様』っていうの、やめない？」

「へ……？」

「こう、あなたに様付けで呼ばれるのは違い和わ感かんがあるというか……なんだか距きよ離りがあるというか、落ち着かなくて。私のことは『フィルメリア』って呼んでもらいたいの」

「そ、それは流石さすがに無理だ！　一国の王女相手に呼び捨てなんて！」

　タカトか瞬しゆん時じに断ったことに、フィルメリアの不満の色はさらに濃こくなる。少し頬ほおを膨ふくらませる姿は、普ふ段だんの凛りんとした姿とは異なり子供っぽくすら思える。

　そんなフィルメリアの一面にどきんとするタカトの心に気づくことなく、彼女はむーっと拗すねながらも妥だ協きようするように言葉を続けた。

「まあ、いきなりは無理かもしれないけれど、私がそう望んでいるというのだけは覚えておいてね。むう、シャリエのことは呼び捨てにしているのに……」

「いや、シャリエは大切な家族だから、フィルメリア様とは立場が全然違ちがう訳で」

「もう、そういうのは言わなくていいの！　ほら、早く作戦室へ向かいましょう！」

　フィルメリアに連れられ、タカトはドルグオンを抱き抱かかえたまま再び城の中を歩いていく。余談ではあるが、彼の腕うでの中で竜神はすっかり眠りこけていた。満腹が小さな竜を眠りへと完全に誘さそってしまっていたようだ。




　王城二階、少し大きめの室内に足を踏ふみ入いれたタカトは、内部の人々から集まる視線に怯ひるんでしまった。

　前方に配置された机と、それに向かうように並べられた二十の椅い子すに座っている屈くつ強きような兵士たち。例えるなら学校の教室のような配置だろうか。彼らは入室してきたタカトを興味深げに見つめていた。中にはレミドナとグレオノの姿もある。

　集まる視線を気にすることなく、タカトを連れてフィルメリアは室内前方に立ち、彼を紹介する。

「紹介するわ。彼はタカト・ナガモリ、竜鎧機ドラグ・アマンズトに選ばれた操縦者よ。これからの蜂型ヴエスプ・タイプ掃そう討とう作戦には彼も参加することになるからよろしくね。タカト、彼らは第三軍鎧機アマンズト師団で各個別隊をまとめている長よ。みんなの頂点に立つのがグレオノとレミドナってわけ」

「なるほど……初めまして、タカト・ナガモリです。これからよろしくお願いします」

　無難に挨拶をするタカトを拍はく手しゆで迎むかえる兵士たち。頭を下げながら、彼も用意された椅子へと座る。

　タカトの横の席ではレミドナが笑って目だけで挨拶をしてくれた。徹夜でロイーダでの任務を終えた体でそのまま会議に参加しているらしく、少しばかり目が眠そうだ。

　全員が揃ったことを確かく認にんし、フィルメリアは会議を開始する。

「それでは始めるわね。まずは昨日のロイーダの戦せん闘とう結果の報告。今から報告書を回すから各自確認して」

　手て渡わたされた紙切れをタカトはじっと見つめたが、すぐにその無む駄だな行動を放ほう棄きした。彼はこの国の文字がまだそこまで読めないのだ。

　言葉は分かるのに文字が読めない理由、それは異世界にきて一年が経過する今でも分かっていない。タカトもこの一年間で文字を身につける努力はしているのだが、簡単な文章の読み書き程度しかできずにいた。

　彼かれの拙つたない解読能力で読みとる限り、昨日の蜂型ヴエスプ・タイプの発生時刻や戦闘内容、被ひ害がいの状況などが書かれているようだ。全員が報告書を読み終え、顔を上げたのを見計らってフィルメリアが話を進行する。

「見て分かる通り、今回の襲撃はこれまでとは訳が違うわ。個別ではなく、一気に三十機もの大群が襲おそってきたこと、これは状況が非常に深刻であることを証明してしまった。蜂型ヴエスプ・タイプはまだまだ数多く存在するかもしれないこと、そして一番の脅きよう威いは蜂型ヴエスプ・タイプが独立してではなく統とう率そつされた行動を取ることを可能としていることよ」

　フィルメリアの言葉にタカトは納得する。昨日は戦い抜ぬくことで頭がいっぱいだったが、冷静に振り返かえれば一番の脅威はそこなのだ。

　蜂型ヴエスプ・タイプが三十機も同時に襲ってきたこと、それは蜂型ヴエスプ・タイプ同士が同じ群れに所属しており、連れん携けいして襲撃できるということ。

　もし、蜂型ヴエスプ・タイプの数が百、二百と増えることを考えると落ち着いていられない。動どう揺ようするタカトや兵士たちに、フィルメリアは壁かべに張られた地図を示して説明を続ける。

「そして、次に問題なのは、蜂型ヴエスプ・タイプの襲撃場所が段々と王都に近づいて来ていること。三日前のケルロンに始まり、二日前のムラリク、そして昨日のプフルにロイーダ。蜂型ヴエスプ・タイプが次々と南下していることが分かるでしょう」

　そう告げて指示棒でフィルメリアは各街の場所を指し示した。アルメーナ大陸の地図をじっとタカトは眺ながめる。

　大陸南に位置する王都に近づいてくるように、北から出現場所が顕けん著ちよに南下している。掌てのひらで指示棒を受けながら、緊きん迫ぱくした表情でフィルメリアは話を続けた。

「ここまでくれば、蜂型ヴエスプ・タイプが無む軌き道どうかつ無む作さく為いに行動して街に現れているとは思えないわ。奴やつらの最終的な狙ねらいが王都であることは明白。ではなぜ最初から王都を狙わず、周囲の街に現れているかなのだけれど……タカト、あなたはどう考える？」

「お、俺おれ!?」

　突とつ如じよ指名され、タカトは驚きながらも地図を見つめて思考する。元の世界ではただの学生だった彼にとって、こんな状況を考えることなど初めてだ。しかし、己おのれが経験していなくても知識として彼の中にこのような状況を判断する欠片かけらは存在していた。

　それはテレビであり、映画であり、漫まん画がであり、小説であり、ゲームであり。元の世界でタカトが触ふれた娯ご楽らく、その知識が彼にこの状況でおおよその推理を働かせてくれた。

　十数秒の思考の後、タカトは答えをフィルメリアに返した。

「情報収集と撹こう乱らん、そして可能ならば王都の戦力を削ること……こんなところだと思う」

「そう考える理由は？」

「蜂型ヴエスプ・タイプの行動と送りだし方に人の意思が感じられる気がすること。まず、蜂型ヴエスプ・タイプだけど、あいつらが鎧機アマンズトと戦うことを何よりの目的としているのは、身を以もつて経験してる。蜂型ヴエスプ・タイプは街を破は壊かいするよりもヴァリエラドと戦うことを優先していた」

「街を襲うのに邪魔だから真っ先に排はい除じよした、とも考えられるけど？」

「プフルの街でのことなんだけど……プフルに現れた蜂型ヴエスプ・タイプは二機のヴァリエラドを破壊した後、街を離れて竜神様のところに現れて、岩になった状態の竜神様を壊こわそうとしていたんだ。街を破壊せず放置して、わざわざ洞どう窟くつまで来て暴れる理由……それは蜂型ヴエスプ・タイプの目的が鎧機アマンズトとの交戦、もしくは破壊って設定されているからじゃないかと思う」

　腕の中で眠るドルグオンに視線を落として、タカトは自分の推測の理由を語る。その答えに満足しているのか、フィルメリアは笑顔のまま続きを促うながした。

「奴やつ等らが鎧機アマンズトを壊そうとする理由は分からなかったけど、そこに人の意思が込こめられていると考えると、一本の理由が通ると思う。例えば、蜂型ヴエスプ・タイプを操る黒幕みたいな奴がいて、その黒幕が最終目的を王都と定めていると考えれば、これまでの行動の流れが見えてくる。一機でヴァリエラドと戦っていたのは、蜂型ヴエスプ・タイプの性能を試ためすため。王都の守りを固めるヴァリエラドと戦ってどれだけ戦果をあげられるか、戦闘データを得るためと考えたら分かりやすいかもしれない」

「なるほど、それで？」

「戦闘データが得られ、ヴァリエラドと対等以上に戦えると踏んだなら、次に知りたいのは集団戦のデータだと思う。最終的に王都を攻せめると考えたとき、当然何百ものヴァリエラドと戦うことになるだろうから。どのくらいの数でどの程度のヴァリエラドをねじ伏ふせられるのかを確認したかったんじゃないかと思う」

　タカトの話に、兵士たちは成なる程ほどと声を上げる。隣のレミドナは意外な彼の一面に驚き目を見開いていた。

　そんなタカトに、思考するような仕草を見せながら、フィルメリアは再び問いかけた。

「もし、タカトの推測が全すべて当たっているとして。あなたが蜂型ヴエスプ・タイプを指揮するとしたら、この後どう動くかしら？」

「様子見をしつつ、可能なら戦力を増やす。自分の手元に蜂型ヴエスプ・タイプが何機いるのかにもよるだろうけど、ロイーダでの敗戦で蜂型ヴエスプ・タイプ三十機ではヴァリエラド十機と上位鎧機スペリオラの混合軍には勝てないことが分かった。だから、可能な限り戦力を増強する方向に動く。たとえ相手が上位鎧機スペリオラでも、数でねじ伏せられるくらいに。あとは、可能なら上位鎧機スペリオラのデータ収集かな。王都を攻めるのに一番邪じや魔まになるのは間違いなくそこだろう……か、ら……」

　そこまで語ったタカトだが、この部屋全員の視線がタカトに完全に集まっている現状にようやく気付いた。そして、彼は恥ずかしさに顔を赤く染めてしまう。

　漫画やゲームによって得られた知識、経験を我わが物もの顔がおで正規の軍人に語る自分に恥ずかしさを感じてしまったのだ。こうなってしまえば、自分の意見に胸を張れるはずもない。

　急に尻ごみして、タカトは補足とばかりにフィルメリアに付け足すのだった。

「いや、これは本当に素人しろうとの考えによる憶おく測そくだから、頭の隅すみにでも置いてくれると……」

「ええ、しっかり『参考』にさせてもらうわ。タカト、ありがとう。あなたの話、非常に意義のあるものだったわ」

　嬉うれしそうにフィルメリアは微笑む。微塵も彼の説明を疑っていない彼かの女じよの純真さに、タカトは縮こまるばかり。しかも、その後の会議が先ほどの発言を中心に展開されたのだからたまらない。

　顔を真っ赤にしてタカトはドルグオンを抱きしめて羞恥に耐たえるしかない。何故なぜ自分はドヤ顔であんなにも得意気に語ってしまったのだろう、と。

　結局、話し合いの結論としては、タカトの推測を中心に今後の行動が決定されてしまった。

　王都に主要部隊を固めつつ、相手の出方を窺うかがい、可能な限り各地に偵てい察さつを送って蜂型ヴエスプ・タイプの発生地を探ること、それがリメロア軍の下した決定だった。




　会議を終え、タカトはフィルメリアとレミドナと共に客室へ戻もどろうとしていた。

　先頭を歩くタカトだが、先ほどから会議のことを振ふり返っている二人の会話に参っていた。彼のドヤ顔推理を二人揃って褒ほめ殺してくるからだ。

「いやあ、さっきはタカトに驚おどろかされたねえ。まさかあんな風に蜂型ヴエスプ・タイプの後ろを読むなんて。ますます気に入ったよ」

「そうね、とりあえずと思ってタカトに話を振ってみたんだけど、まさかあそこまでスラスラと語れるなんて思わなかった。とても参考になる意見だったわ」

「か、勘かん弁べんしてくれ……」

　早く二人の話題が逸それることを祈いのりながら、部屋へと戻る速度をあげる。会議を終えた後、タカトはフィルメリアから今日の任務はないことを告げられた。

　自由時間を与えられた訳だが、彼には特にすることも思いつかなかった。そんなタカトの脳のう裏りに浮うかんだのは、会議前に出会ったフィルメリアの兄アリウスだ。彼は錬金工房の長を務めており、いつでも遊びに来てくれとタカトに言っていたことを思い出したのだ。

　タカト自身、鎧機アマンズトに関する知識に非常に興味がある。アリウスのもとへ向かうと告げたとき、フィルメリアは心から嫌そうな表情を浮かべていたのだが。

　アリウスのところに顔を出すことが決定し、案内役としてフィルメリアが、おもしろそうだと興味本位でレミドナも一緒についてくることになった。

　一人シャリエを部屋に残し続けるのも可哀かわい想そうだということで、今は部屋に戻り、彼女も誘おうとしているという訳だ。とにかく一刻も早く先ほどの会議のことを忘れたいタカトは、客室の扉をノックもなしに迷わず開き、シャリエに声をかけようとしたのだが。

「ただいま。シャリエ、今から出かけることにしたんだけど、一緒……に……」

　扉を開けたタカトは言葉を続けられず、完全に動きが固まってしまう。

　室内に居たシャリエ、彼女は今、着替えの真っ最中であり下着姿だったからだ。

　健康的な肢し体たい、女性特有の膨らみにタカトの視線は完全に釘くぎづけになってしまう。対するシャリエも何が起きたのかすぐに理解できなかったようだ。

　やがて、自分の体がタカトに見られている現実に気付き、全身を真っ赤に染めて絶ぜつ叫きよう。シャリエの悲鳴に追いだされるように、タカトは慌てて扉を閉めた。

　顔を真っ赤にするタカトに、彼の腕の中で何事かと見上げるドルグオン。

　そして、タカトははっと視線をフィルメリアとレミドナへと向ける。今、タカトが行ったのは故意ではないが完全な覗のぞき行こう為いだ。その現場を見られて、いったいどんな反応が返ってくるのか。

　恐きよう々きようとしていたタカトに対し、女じよ性せい陣じんの反応は完全に真っ二つに分かれていた。顔を真っ赤に染めたフィルメリアと楽しげに笑うレミドナは各おの々おの異なる意見をぶつけるのだった。

「ななな、なんて破は廉れん恥ちなことを……で、でも、もしあの話が進んだら、私もシャリエと同じように下着をタカトに見られたり……だ、駄だ目め！　そういうのはまだ早過ぎるわ！」

「違うんだ！　さっきのは故意じゃない！　あくまで事故でっ！」

「いやー、初心うぶで可愛かわいいねえ。姫ひめ様さまと同じでタカトはからかい甲が斐いがあるから、お姉さんかなり好感度があがったよ。でも、女の子の綺き麗れいな体を褒めるくらいの余よ裕ゆうも欲しいかな？」

「む、無む茶ちや苦く茶ちや言わないで下さい！」

　二人の言葉を耳にしつつも、タカトは顔の熱を冷ますことに集中した。心臓の音が高鳴り過ぎて、ドルグオンが不思議がっているほどだ。

　やがて、タカトの動どう悸きが落ち着きを取とり戻した頃、ゆっくりと扉の向こうから恥ずかしそうにシャリエが姿を現した。彼女はまだ恥ずかしいのか、視線を下に向けながら彼に注意するように言う。

「部屋に入る時はその、ノックくらいしてほしいかな……べ、別にタカトに見られるのが嫌な訳じゃなくて、その、やっぱり心の準備が……」

「わ、悪い……今後気をつけます……」

　素す直なおに謝あやまる少年に、何とか笑えみを作っていいよと許すシャリエだった。

　そしてタカトはふとシャリエの服装の変化に気付く。彼女の格好は街にいたときのものではなく、給仕の女性が身に着けていたような服であった。白と黒のツートン、フリルがついたメイド服。シャリエの格好に首を傾かしげるタカトに、シャリエはその理由を語った。

「部屋のお掃そう除じしていようかなって。兵士さんに頼んで服を借りて来ちゃった」

「部屋の掃除って……あなたがしなくても給仕の者がやるでしょうに」

「いえ、これくらいは自分でやらないと鈍にぶっちゃいそうで。タカト、似合ってるかな？」

「ああ、うん、似合ってる」

「あはっ、ありがとうっ」

　タカトの言葉に喜びながら、シャリエはドルグオンを受け取って抱きしめる。どうやらドルグオンを抱き抱える役目は極力自分がやりたいらしい。

　笑顔を見せるシャリエに、タカトは改めて用件を伝える。フィルメリアの兄、アリウスの錬金工房へ一緒にいかないかと訊たずねると、彼女は笑顔と共に二つ返事で了りよう承しようするのだった。




　シャリエを連れ、タカトたちはアリウスの待つ錬金工房へと向かう。その建物は敷しき地ち内ないの城から少し離れた場所にあるという。

　歩いて城の裏側へと出た四人だが、そこには城の正面からは見えなかった建物が姿を現した。牧場のような敷地と、草原に寝ね転ころがる巨大な団子虫たち。タカトたちのいる場所から確認するだけでも、二、三十匹ぴきはいるだろうか。

　おお、と嬉き々きとした声を上げるタカトに、フィルメリアは楽しげに説明をする。

「ここは虫場。城を守るヴァリエラドを鎧機解放アマンズト・ロスタして放牧しているのよ。ヴァリエラドはこの子たちのように休眠化スリプト・フアクタで小さくなれないからね。何かあったら兵士はここにきて、自分のヴァリエラドを起動して戦場に向かうというわけ」

「へええ」

「ほら、あそこにある大きな建物が錬金工房。虫鎧機イセク・アマンズトに関する全ての管理を任せているから、虫場の横に建てられているのよ」

　肩かたの上に止まっている紅鳥イーグレアスを撫でながらフィルメリアは錬金工房へと案内した。ぽっかりと開いた虫鎧機イセク・アマンズトでも入れるほどの大きな入り口を潜くぐり抜け、目の前に広がった光景にタカトは興奮の声を上げた。

　建物内に並ぶ鎧機化アマンズト・フアクタしたヴァリエラドと、機体に集まり作業を行っている紫のローブを羽織った人々。その光景を説明するように、フィルメリアは彼らについて語った。

「この錬金工房では、我が国くにの錬れん金きん術じゆつ師しが集まり、鎧機アマンズトに関する仕事を行うの。今、やっているのは修復作業ね」
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「修復作業？」

「そうよ。ヴァリエラドのような下位鎧機アーシイはある程度の傷ならば自然治ち癒ゆするけれど、重傷の場合はそうもいかない。錬金術師が状態を調べて、場合によってはその部分ごと交こう換かんしたりするの」

「医者みたいな役割なのかな」

「そうね、彼らは言うなれば鎧機アマンズト専門の医者ってところかしら。あとは、交換部位や武装を精製して、鎧機アマンズトに取り付けを行うのも彼らの役割ね」

「医者と技師の両方を兼けん任にんしてるのか……錬金術師って凄すごいんだな」

　タカトの視線の先では、昨日の戦闘で中破したヴァリエラドの腕の交換作業が行われている。その作業を目を輝かがやかせて見守るタカト。

　まるで子供のような表情を浮かべる彼に苦く笑しようする女性陣だが、タカト以上に目を輝かせる男の声が錬金工房に木霊こだまする。

　アメジスト色の髪をたなびかせ、ビン底眼鏡の奥から眼光を輝かせながら現れた男――アリウスだ。

「タカト君！　必ず来てくれると思っていたが、まさかこんなに早いとは思わなかった！　やはり、私と君は鎧機アマンズト愛という名の絆で結ばれているらしい！」

「アリウスさん！　お邪魔しています」

「邪魔だなんてとんでもない！　我が夢の箱庭へようこそ！　さあ、ずいっとずいっと見ていってくれたまえ！」

「お兄様、私たちもいるのですけれど」

「む、フィルメリアとレミドナも一いつ緒しよか。お前たちもまあ、適当に暇を潰しているといい」

「この扱あつかいの差、アリウス兄は相変わらずだねえ」

「はっはっは！　褒めてくれるな！　照れるではないか！」

　嬉しげに笑う彼に呆あきれて笑うしかないフィルメリアとレミドナ。そして、アリウスはふとシャリエの姿に気付く。彼女を興味深げに見つめながら訊ねかけた。

「ふむ、この可か憐れんなお嬢じようさんはどなたかな？　私はアリウス・ルルーク・リメロア、この国、いや、この世界一鎧機アマンズト愛を貫つらぬく男だ」

「シャリエ・ラクリラと申します。タカトのか、家族、です」

「なるほど！　タカト君、君もなかなか隅に置けない男ではないか！　うむ、実にお似合いだ！　この調子でどんどん素す敵てきな女性を傍そばに置いてくれたまえ！」

　女性としての魅み力りよくを褒められたことよりも、タカトとお似合いだと言われたことがとても嬉しかったらしく、顔をほころばせるシャリエだった。

　タカトと並び歩きながら、アリウスは錬金工房の仕組みや役割、功績を語っていく。終わることのない鎧機アマンズト談義が始まってしまいそうだと思ったフィルメリアは、話題を強引に変えるようにアリウスに問いかけた。

「お兄様、蜂型ヴエスプ・タイプの解かい析せきは進んでいますか？　少しでも分かったことがあれば教えてほしいのですけれど」

「蜂型ヴエスプ・タイプか！　あれは実に興味深い鎧機アマンズトだな。調べれば調べるほど私の魂たましいが震えて止まらない。そうだな、報告書を回すよりも先に口頭で説明しておこうか。こっちだ」

　アリウスに案内され、タカトたちは錬金工房の奥の倉庫へと案内された。

　そこには、プフルの街を襲った蜂型ヴエスプ・タイプがバラバラに分解された状態で置かれ、シャリエは少しばかり表情を強こわ張ばらせてしまう。

　残ざん骸がいの前まで歩み寄り、アリウスはタカトたちを振り返り、調べたことを語り始めた。

「調べて分かったことを並べていこうか。まず、この蜂型ヴエスプ・タイプのもととなる生物が判明した。それがこいつだ」

　そう言って、アリウスは机の上に置かれていたビンをタカトたちに提示した。

　その中では、黄土色の大きさにして三センチもない雀すずめ蜂ばちがせわしく飛び回っていた。

「ザージエスビータ。このアルメーナ大陸北部に主に生息している飛ひ翔しよう虫ちゆうだ。蜂型ヴエスプ・タイプの各部位の構成を調べた結果、九割九分一いつ致ちした。あの蜂型ヴエスプ・タイプはこの虫をもとに生み出された鎧機アマンズトであることに間ま違ちがいはない」

「ザージエスビータ……その虫をもとにした機体なんて、どこの国でも確認されていないわ。新たにどこかの遺い跡せきから出土した鎧機アマンズトとは考えられない、あまりに数が多過ぎるもの」

「そう、現在確認されただけでも三十二機、これほどのものが一気に発見され、我らに知られることなく用いられるなど考えられない。つまり、ザージエスビータをもとに新たな鎧機アマンズトを生み出したと考えた方が一番しっくりくるだろう」

「あの、いいですか？」

「うむ、何かなタカト君」

「鎧機アマンズトを新たに生み出したという話ですが、その方法は現在分からなくなっているんですよね？　鎧機アマンズトを生み出す方法は歴史と共に消えてしまった、ロスト・テクノロジーだって話を聞いた気がするんですが」

　タカトの問いに、アリウスは目を輝かせて『然しかり！』と声を大にした。

　驚くタカトたちだが、アリウスの興奮は止まらない。拳こぶしを握り、熱を込めて語り続ける。

「神々の帰き還かんと共に鎧機アマンズトを生み出す方法は完全に失われてしまっている！　我らが祖先、初代国王すらもその方法を残していない！　唯ゆい一いつ分かっているのは、『神々』にしか新たな鎧機アマンズトは生み出せないということ！　私もその絶対を超こえるべく、これまで数多あまたの方法を考え、実行に移したが届かなかった！　この世界一の鎧機アマンズト愛を持つ私が成なし遂とげられなかった奇き跡せきを私よりも早く実行した人間がいる、そのことが私には何よりも許せない！　私より鎧機アマンズトに関して先んじる人間など存在してはならないのだ！」

「ちょ、ちょっとアリウスさん、物もの凄すごく物ぶつ騒そうなこと言っていますけど!?」

「いいのよ、いつもの病気だから」

　困こん惑わくしながらフィルメリアにタカトは視線を送るが、冷たい妹は兄を軽く一いつ蹴しゆうした。

　やがて興奮のあまり、肩で息をしながらアリウスは説明を続けた。

「悔くやしいが、非常に悔しいが、私より先んじて何者かが鎧機アマンズトを作り出す方法を発見したと考えるしかないだろう。その者は何らかの方法で蜂型ヴエスプ・タイプを生みだし、統率することができる。そして、その者の最終的な目的は王都だろうな」

「お兄様もそう思われますか」

「無論だ。蜂型ヴエスプ・タイプのこれまでの動きを考えれば想像がつく。問題は私たちにどれだけの時間の猶ゆう予よが残されているのか、だ。蜂型ヴエスプ・タイプの先にいる愚おろか者ものが王都へ動きを見せる前に、私たちは元げん凶きようを断たつ必要があるだろう」

　これまでの雰ふん囲い気きが一変し、真しん剣けんに語るアリウス。その毅き然ぜんとした空気に、タカトは彼がフィルメリアの兄であることを改めて肌はだで感じ取った。

　鎧機アマンズトに我を忘れて興奮したりするが、その中身は間違いなく王家の一員なのだ。軽く息をつき、アリウスが再び口を開く。

「もしこれから敵の生産拠きよ点てんを探すなら、大陸北部を当たるといいだろう。ザージエスビータが生息する地域は限られている、これで大分場所を絞しぼることができるはずだ」

「ありがとう、お兄様。非常に有用な情報だわ」

「引き続きこの蜂型ヴエスプ・タイプの情報を引き出してはみるが……くうう、何が、何が私には足りないというのだ！　私が鎧機アマンズトを作り出すためには、いったい何が欠けているというのだ！　これまで試してみた方法その数三千九百六十二！　全てにおいて失敗した私を出だし抜いて鎧機アマンズトの製法など……」

「また始まった……」

　子供が地じ団だん駄だを踏むように悔しがるアリウスを見て、フィルメリアは今日何度目かもわからない溜ため息いきをつく。結局、他に得られる情報もなく、日が暮れるまでの間、興奮するアリウスに振り回まわされてタカトたちは一日を過ごすことになるのだった。

　是ぜ非ひとも竜鎧機ドラグ・アマンズトを見せてくれと懇こん願がんしてきたアリウスに、タカトはドルグオンを鎧機化アマンズト・フアクタしてみせたのだが、それを見てアリウスが大量の鼻血を吹ふきだして満足そうに倒たおれたことが一番の事件と言えば事件だったかもしれない。

　進展のないまま、一日を終えて眠ねむりにつくタカトだが、翌日の朝、そんな彼の下にフィルメリアが現れて新たな任務を言いい渡わたした。

　――上位鎧機スペリオラのみによる大陸北部における、蜂型ヴエスプ・タイプ生産拠点の探たん索さく。それがタカトに与あたえられた任務だった。







五章　竜鎧機、リャシャ山脈を越えて







　アルメーナ大陸北部、リャシャ山脈群。その上空をタカトはドルグオンを駆って飛行していた。機体の前方には、先行する形でフィルメリアの搭とう乗じようするイーグレアスの姿もある。彼らは早朝からこの地一帯を飛びまわっていた。

　昨日のアリウスの話から、ザージエスビータの生息地域に蜂型ヴエスプ・タイプ生産拠点の何かしらの手がかりがあるのではないかという結論となったのだ。

　今回の探索任務にヴァリエラドを連れず、上位鎧機スペリオラ四機だけで当たっている。この作戦の狙いは敵を倒すことではなく、あくまでも蜂型ヴエスプ・タイプの生産拠点の情報を得ることだ。

　もし仮に蜂型ヴエスプ・タイプの大群に出くわしても、上位鎧機スペリオラならば単独で切り抜けられる。この四機ならば、航空速度や性能差で蜂型ヴエスプ・タイプを振り切って逃にげることができる。

　敵に王国所有の上位鎧機スペリオラの情報を渡してしまうリスクもあるが、一刻も早い事件解決を優先するため、今回の作戦は決行されることになったのだった。

　探索は東と西で二手に分かれて行われていた。東をタカトのドルグオンとフィルメリアのイーグレアス、西をグレオノのブルディレオとレミドナのホースレブカだ。

　このチーム分けの理由は、単純に鎧機アマンズトの足並みによる。ドルグオンとイーグレアスは空戦を得意とし高速飛行を可能としているが、ブルディレオとホースレブカは陸戦型であり二機ほどの航空性能はない。

　現在、東側をタカトとフィルメリアが上空を飛び続けて辺りを探索しているが、始めてから二時間、未いまだ何の釣ちよう果かもない。通信機越ごしに二人は会話を交わしながら、鎧機アマンズトを飛行させ続けていく。

『もう少し東にいってみましょうか。タカト、高度を下げるわよ』

「了りよう解かい。イーグレアスに合わせる」

　雲を押おし潰つぶしながら高度を下げるイーグレアスに続くように、タカトも足元のロックペダルを解除し、ゆっくりと降りていく。先ほどより降下した位置に高度を固定し直し、彼は軽く息を吐はきだして言葉を紡つむいだ。

「何も出てこないな……この山脈が一番ザージエスビータの多い場所だって話だけど」

『まだ始まったばかりなのに弱音を吐かないの』

「ごめん、そんなつもりじゃなかった」

　素直に謝るタカトだが、通信機の向こうからフィルメリアの可か憐れんな笑い声が聞こえ、彼女が怒おこっている訳ではないことに気付かされる。

　頭をかくタカトに、やがてフィルメリアはそっと訊ねかけるように言葉を紡いだ。

『ねえ、タカト。この事件にあなたの言う通り黒幕……犯人である人間がいたとして、それはいったいどんな人間だと思うかしら』

「突とつ然ぜんな質問だなあ。うーん……拙つたない推測で悪いんだけど、やっぱり王家かこの国に恨みを持つこと、かな。最終的な標的が王都だとするなら、単純ではあるけれど、それが一番理に適かなっている動機だと思う」

『……他には？』

　フィルメリアから送られてくる再度の問いかけに、タカトはドルグオンの高度を調整しながら再び口を開いた。

「あとは……鎧機アマンズトに関する知識を有していること。そうじゃないとアリウスさんですら分からない、新たな鎧機アマンズトの創造なんてできっこないと思うよ」

　タカトの推測を、フィルメリアは黙もくしたまま耳を傾け続けた。そして、小さく息をつき、力なく礼を告げた。

『……ありがとう、タカト。変なことをいきなり訊きいてごめんなさいね』

「それは構わないんだけど……フィルメリア……様、あのさ」

『何？』

　そこまで口にして、タカトは言葉を続けるのを躊躇ためらった。

　フィルメリアの声がどこか落ち込んでいるような気がして、それを指し摘てきすべきかどうか迷ったためだ。

　少しばかり思考したタカトだが、軽く息を吐き出し、前を向いて再び口を開いた。

「この事件、絶対に解決しよう。この国の人々の平へい穏おんを守るために」

『タカト……そうね、絶対に解決しましょう。みんなで力を合わせて、民たみのために必ず』

　タカトが選んだ言葉は激げき励れいだった。フィルメリアがどうして気落ちしているのかは分からない、何を胸に抱えているのかを今の彼に察することはできない。

　だけど、それが必要なことならば、フィルメリアは必ず自分に話してくれると思ったからこそ、力強く励はげますことを選んだのだった。

　それはタカトなりの不器用な優やさしさだったが、彼の想おもいは十分フィルメリアに届いていた。だからこそ、少女は顔を綻ほころばせて優しく微笑ほほえんだ。

　そんな彼女に、タカトは再び何か伝えようと口を開こうとしたが、それ以上言葉を続けられなかった。前方を翔かけるイーグレアスが動きを止め、手に持つ槌つち型がた銃じゆうを構えたからだ。

　その姿を見て、タカトは索敵モニターにいくつもの正体不明の反応が発生したことに気付いた。方角は東、数は八機。

　慌あわてて機体を制止させ、タカトは操そう縦じゆう桿かんを握にぎり直しながら口を開く。

「敵てき影えい、それも八機も……どうする？」

『現状待機。敵の姿を映像で確認するわ。タカトも拡大して』

「了解！」

　フィルメリアの判断を仰あおぎ、タカトは操縦桿を操作して、遠方の敵機を確認した。

　モニターに映し出された拡大映像を見てタカトは目を見開いた。蜂型ヴエスプ・タイプが六機は予想通りだが、後方に位置する二機が彼の目を捉とらえて離さない。

　最後方を翔ける二機の鎧機アマンズト、それはタカトが初めて見るタイプの虫鎧機イセク・アマンズトだった。

　巨きよ大だいな一本角を有する兜かぶとと焦こげ茶色の全体色、重じゆう鎧がいという表現がぴったりあうような虫鎧機イセク・アマンズトの姿に、タカトは言葉を漏もらさずにいられなかった。

「甲虫型ケーフア・タイプ……こいつら、蜂型ヴエスプ・タイプだけじゃないのか!?」

『映像確認を終えたわ。タカト、離り脱だつするわよ！　グレオノとレミドナに連れん絡らくを取りつつ、南東にて合流するわ！』

「りょ、了解！」

　イーグレアスと並ぶように、タカトはスロットルペダルを踏みこんで迫せまる敵機から離はなれていく。

　上位鎧機スペリオラのなかでも速度に優れる二機の加速は凄すさまじく、敵機たちは追いつけない。

　どうやら新型の甲虫型ケーフア・タイプも速度は出せないようだ。少しばかり安あん堵どの息を吐きつつも、決して気を緩ゆるめない。加速を続けながら、タカトはフィルメリアに訊ねかけた。

「合流した後どうする？　このまま王都まで下がるのか？」

『そのつもりだったんだけれど……あの感じだと、あいつら王都までついて来てしまうかもしれないわ。敵は八機。可能なら私たちだけで撃げき破はしたい。そして、こいつらがどこから出てきたのかを特定してしまいたいの』

「新型機が二機いるけれど」

『その性能も知っておきたいわ。近日中に敵の生産拠点を攻せめるとき、戦せん闘とう情報は必ず役に立つはず。本当ならあれをお兄様に持ち帰りたいけれど、それは欲張り過ぎというものね。今は二人と合流することに集中しましょう』

「分かった」

　大空を翔け抜け、タカトたちは無事にレミドナたちと合流した。

　状じよう況きようを既すでに通信機によって教えられている二機は武器を構えて戦闘態勢に移行している。

　各機が揃そろったことを確認し、フィルメリアは指示を送った。

『敵は蜂型ヴエスプ・タイプ六機、正体不明の甲虫型ケーフア・タイプ二機よ。戦場では常にドルグオンとイーグレアス、ホースレブカとブルディレオの二組が協力して各個撃破を行うこと。新型がどんな性能を持っているかは不明だけど、蜂型ヴエスプ・タイプよりも鈍どん足そくみたいだから、それは頭に入れておいて。イーグレアスとブルディレオの砲ほう撃げき後にドルグオンとホースレブカは突とつ貫かんして頂ちよう戴だい』

「了解！」

『タカト、あなたはこの戦場で自分の思うままに好きに動きなさい。私がその動きを全すべてフォローするわ。私のことを助ける、援えん護ごするなんて考えなくていい。あなたは戦場を自由に飛びまわり、敵を倒すことに集中しなさい。いいわね』

「あ、ああ！」

　フィルメリアの指示にタカトは力強く頷うなずいて応こたえた。

　まだ他機を援護するような戦い方を知らないタカトを自由にさせ、自分がフォローに徹することが一番彼を活いかす方法だとフィルメリアは考えたのだ。

　各機集まり、遠方から近づいてくる鎧機アマンズトの群れを待つ。そして、距きよ離りがある程度詰まった瞬しゆん間かん、待っていましたとばかりにイーグレアスとブルディレオから強大な光の柱が放たれた。

　二機から放たれた砲撃を散開して回かい避ひする敵機たち。群れから離れた鎧機アマンズトを見み逃のがさず、ドルグオンは大空を翔ける。今回は夜戦ではなく、視界もクリアなので戦うことに何の障害もない。タカトは武装を近接モードへと切きり替かえた。

　竜りゆう神じんの尾おが分ぶん離りされ、雄お々おしい尻尾しつぽは変形して巨大な大たい剣けんへと変わる。その剣を握りしめ、ドルグオンは蜂型ヴエスプ・タイプへと飛び込み一いつ閃せん。

　自動照準に頼たよらず、移動状態のまま敵機に体当たりするように放たれた一いち撃げきを蜂型ヴエスプ・タイプが回避できるはずもない。袈け裟さ懸がけにされた蜂型ヴエスプ・タイプは大空から大地へと落下していった。

　加速をつけたまま大きく反転しようとしたドルグオンに、狙いを定めた二機の蜂型ヴエスプ・タイプが尾の巨大針を放っていく。

　ドルグオンを貫つらぬかんとする一撃だが、それが機体に届くことはない。彼の上空を華か麗れいに飛行するイーグレアスの槌型銃から放たれたガトリング状の魔ま弾だんの嵐あらしに、巨大針は爆散してしまった。

　その煙えん幕まくを利用するように、タカトは機体を煙けむりの中に突っ込ませて蜂型ヴエスプ・タイプに近づき、距離を取ろうとする敵の腹部目がけて右みぎ腕うでの有線式クローを発射し貫いてみせた。

　残る一機も上空を飛びまわるイーグレアスの餌え食じきだ。ドルグオンに勝るとも劣おとらない速度で羽ばたく紅鳥から放たれる散さん弾だんに、蜂型ヴエスプ・タイプは文字通り蜂の巣にされてしまった。

　ドルグオンとイーグレアスの踏ふみ込みによって、一気に三機もの蜂型ヴエスプ・タイプを仕留めることに成功した。

　見事に二機を撃破したタカトだが、これが自分の力ではないことなど嫌いやでも気付く。今のは間違いなくフィルメリアのおかげだ。彼女が『ドルグオンを活かしてくれた』からこそ、この結果があるのだと気付いている。

　だからこそ、タカトには慢まん心しんも油断もない。心の中にあるのは、フィルメリアへの感謝と今を戦い抜ぬくことだけ。スロットルを踏み込こみ、タカトは残る敵へと向かうのだった。

　二人が蜂型ヴエスプ・タイプを撃破している間に、レミドナたちも三機の蜂型ヴエスプ・タイプを撃げき墜ついすることに成功したようだ。

　蜂型ヴエスプ・タイプと甲虫型ケーフア・タイプ、二機では速度に差があり、その差が部隊を二つに分けてしまっていた。ゆえにタカトたちは安全に蜂型ヴエスプ・タイプを先に処理することができた。

　だが、ここからが本番だとその場の誰だれもが理解している。遅おくれてやってきた二機の甲虫型ケーフア・タイプに、フィルメリアはカメラを向けながら指示を飛ばした。

『新型の性能がどれほどかは分からないから警けい戒かいして！　一機に対して必ず二機で当たること！　いくわよ！』

　イーグレアスから甲虫型ケーフア・タイプに向けて荒あれ狂くるうような散弾が放たれ、それに合わせるようにタカトはドルグオンを加速させた。

　次々に甲虫型ケーフア・タイプに着ちやく弾だんするイーグレアスの銃撃だが、甲虫型ケーフア・タイプが銃じゆう弾だんに貫かれる様子はない。見た目通り、装そう甲こうはかなり堅けん牢ろうなようだ。そのことを頭に入れながら、タカトは武器の選せん択たくを行う。クローでは貫けない可能性がある。選ぶべきは砲撃か剣か。

　加速の力を利用するため、タカトは剣による攻こう撃げきを選択した。照準を甲虫型ケーフア・タイプに定め、ドルグオンを加速させながら敵機を仕留めるための一撃を解き放ったのだが。

「なっ……!?」

　竜神の振り下おろした剣は、甲虫型ケーフア・タイプの頑がん強きような角によって受けとめられてしまう。

　剣を止められ、鍔つば迫ぜり合うドルグオンと新型だが、完全に押しきれない。どうやら速度を大おお幅はばに削けずり、パワーに特化した鎧機アマンズトのようだ。

　力比べこそドルグオンが勝り、じりじりと甲虫型ケーフア・タイプは後退しているが、このまま剣を押し付けて角が折れるとも思えない。

　タカトは斬きることを一度諦あきらめ、操縦桿を倒して下がろうとした。だが、そのタイミングを甲虫型ケーフア・タイプは狙ねらっていた。羽を大きく広げ、大きく加速をつけて甲虫型ケーフア・タイプは角をドルグオンの腹部へと叩たたきつけた。

「くっ！　こいつ、短時間ならこんな急加速ができたのかっ！　なんとか脱だつ出しゆつを――」

　大きく揺ゆれる機体の中で、タカトは何とか甲虫型ケーフア・タイプから逃のがれるために横へ逃げようとする。

　だが、それより早く甲虫型ケーフア・タイプが攻撃の一手を取った。腹部に突きつけられた甲虫型ケーフア・タイプの角、そこからドルグオンに放たれたのは強きよう烈れつな電撃だった。

「がああああああああっ!?」

『タカト!?　っ、このっ！　タカトから離れなさい！』

　鎧機アマンズト全体に激しく伝わる一撃。操縦者であるタカトも無事では済まない。身体からだ中じゆうに響ひびく痛みに、タカトは思わず悲鳴をあげてしまう。

　通信機越しに悲鳴を聞き、イーグレアスが急加速を行い、タカトへ角を突き刺す甲虫型ケーフア・タイプに巨きよ大だい槌づちを振り下ろした。

　上方からの一撃を叩きつけられ、甲虫型ケーフア・タイプは激しい音と共にドルグオンから引き離される。

　だが、ドルグオンと競せり合うほどのパワーを持つ甲虫型ケーフア・タイプをイーグレアスでは長い距離を押し込めない。

『なんてパワーなの、イーグレアスが押し返されるなんて！』

　体勢を立て直した甲虫型ケーフア・タイプは、標的をドルグオンからイーグレアスへと変へん更こうしたようだ。

　敵は両手でイーグレアスの両りよう腕うでを掴つかみ、逃げられないように拘こう束そくしてしまう。ドルグオンから引ひき離すために押し込み続けたことが仇あだとなり、フィルメリアは敵の行動に気づくのが若じやつ干かん遅れ、完全に逃げ遅れてしまった。

『くっ、このお！』

　スロットルペダルを踏み込んで上空へ逃げようとするが、速度型であるイーグレアスの力では甲虫型ケーフア・タイプの拘束を振りほどけないようだ。また、両手を押さえられたため、自じ慢まんの砲撃も放てずにいる。

　何とか脱出を試みるフィルメリアだが、正面のモニターに映る光景に戦せん慄りつする。甲虫型ケーフア・タイプの角が青白い電撃を纏まとい始めたのだ。それは先ほどドルグオンに放った強烈な一撃だ。

　そこまできて、彼女は甲虫型ケーフア・タイプの狙いを悟さとってしまった。自慢の力で敵機を拘束し、動けなくなったところを最強の一撃で搦からめとる、それが敵の得意とする戦法なのだと。

『動いてっ、動いてイーグレアス！　このままじゃあの一撃が！』

　どれだけ機体を動かしても、敵機の拘束からは逃げられない。敵の角が迫り、フィルメリアは避さけられないと判断し、必死に歯を食いしばる。どんなに強烈な一撃を受けたとしても、決して意識だけは失わないように。だが、そんな彼女の覚かく悟ごは不要に終わることになる。

「――フィルメリアから、離れろおおおおおお！」

『っ、タカトっ！』

　雄々しい叫さけび声とともに、荒れ狂う旋せん風ぷうをまとった蒼あおき竜神が二機へと翔かけ抜ける。

　ドルグオンは両手で大剣を担ぎ、想像を絶する加速を伴ともなって甲虫型ケーフア・タイプの腕うでへ向けて強烈な一ひと薙なぎを解き放った。あまりの速さに敵が反応する暇ひますら与えない。

　竜神の力と速度が十分に乗った一撃は、いかに堅牢な甲虫型ケーフア・タイプでも耐たえられるものではない。敵機は両腕を関節部から一刀両断され、イーグレアスは拘束から完全に解放された。

　その瞬間をフィルメリアは見逃さない。即そく座ざに敵機を蹴けり飛ばし、距離を保った後に敵へ向けて砲撃を行う。攻撃の手を止めないまま、フィルメリアはタカトへ向けて声をかける。

『タカト、無事なのね!?』

「あ、ああ、問題ない。体がちょっと痺しびれている程度だから。その、フィルメリア……の方こそ、大だい丈じよう夫ぶか」

　フィルメリア――確かにそう呼ばれたことに、フィルメリアは思わず破顔してしまいそうになる。けれど、ここはまだ戦場だ、気を緩ゆるめることなんてできない。

　浮うわつきそうになる心を戒いましめ、深呼吸を一つしてタカトに言葉を返す。

『ええ、あなたのおかげで助かったわ。相手は近接戦に特化した鎧機アマンズトで確定みたい。見た感じ、離れた相手に攻撃する手段がないようだし、遠えん距きよ離りから撃うち抜きましょう』

「分かった、俺おれも砲撃に切り替える」

　短時間で作戦を話し合い、ドルグオンとイーグレアスは大空を高速で翔けながら甲虫型ケーフア・タイプに砲撃を開始した。

　油断なく、丁てい寧ねいに距離を取って戦えば難しい相手ではない。鈍足で遠距離攻こう撃げきを持たない甲虫型ケーフア・タイプでは、完全に遠距離に徹したドルグオンとイーグレアスに追いつく手段はないのだ。

　ドルグオンの頭部からの砲撃、そしてイーグレアスの槌状銃の砲撃。高速で動きまわる二機による波状攻撃から逃れられるはずもない。

　イーグレアスの砲撃に下半身を潰され、大きく空中でバランスを崩くずす瞬間をタカトは見逃さない。高速飛行を続けたまま、即座に甲虫型ケーフア・タイプに照準を合わせ、攻撃モードを砲撃に切り替えてトリガーを引いた。

「これでっ！」

　頭部の竜りゆう口こうより放たれた閃光は甲虫型ケーフア・タイプの胸部を貫き、完全に動きを停止させた。

　大地に落ちていく甲虫型ケーフア・タイプを眺ながめながら、タカトは安堵の息をつく。

　そんな彼かれの耳へ通信機越しに入ってくるのは、クスクスと小さく、けれど確かに楽しそうに笑っているフィルメリアの声。

　どうして笑っているのだろうと不思議がるタカトに、少女は嬉うれしそうに言葉を紡いだ。

『名前、呼んでくれたわね。私の名前を、フィルメリアって』

「あ……いや、敵機に捕つかまってるのを見て、絶対に助けるって思ったら、無意識で叫さけんじゃってて」

『いいの。凄すごく嬉しかったから。あなたに助けてもらったことも、名前を呼んでもらえたことも……ねえ、タカト、もう一度私の名前を呼んでくれる？』

「え、ええっと……フィルメリア」

『もう一回』

「フィルメリア」

『もう一度だけ――』

　嬉しさのあまり、タカトに何度も名前を呼ぶようにせがむフィルメリアだが、彼かの女じよの子供っぽい行動は闖ちん入にゆう者しやによって遮さえぎられることになる。

『おーい姫ひめ様さま、いちゃついてるところ悪いけど、報告失礼するよっと』

『きゃあああああああああ！』

　通信機から聞こえてきたのは、すこぶる楽しさを滲にじませたレミドナの声だった。

　フィルメリアの悲鳴を他所よそに、彼女は含ふくみ笑いを浮うかべながら通信を続けていく。

『この状況でイチャイチャしだすなんて、姫様もタカトも大物だねえ。一応任務の途と中ちゆうだから、続きは城に帰ってごゆるりとってね。ま、王家の未来が明るそうなのはいいことさ』

『姫様、敵機はこちらも全すべて掃そう討とうを完かん了りようしました』

「あ……も、もう全部倒していたのか……それも接近戦で……」

　タカトの見つめるモニターの先で、甲虫型ケーフア・タイプの心臓部を貫いた状態のままのホースレブカが鎌かまを悠ゆう然ぜんと振ふり回していた。どうやら彼らは撃破するだけでなく、敵機の残ざん骸がいを持ち帰ることにも成功していたようだ。

　恐おそろしいまでに卓たく越えつしたレミドナとグレオノの操縦技術に、タカトは苦笑するしかなかった。自分なんてまだまだだと、心を戒めるのだった。




　敵との戦せん闘とう後、タカトたちは再びリャシャ山脈東部の探索を行った。

　その際に幾度か蜂型ヴエスプ・タイプと交戦し、これを全て撃破したのだが、新型の甲虫型ケーフア・タイプは姿を現さなかった。

　蜂型ヴエスプ・タイプを撃破し続けながら、東に進むにつれてだんだんとその数が増えていることにタカトたちは嫌いやでも気付いてしまう。そして、リャシャ山脈最東部のある地点で、彼らは巨大な洞どう窟くつとなっている場所を遠距離カメラにて発見した。

　洞窟から次々と飛び立っては周囲を警けい戒かいしている蜂型ヴエスプ・タイプ。数にして五十機はゆうに超こえているだろう。
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　恐ろしい程ほどの数に息を呑のみながらも、タカトたちはその場所こそが蜂型ヴエスプ・タイプの生産拠点であると判断した。場所を記録し、蜂型ヴエスプ・タイプに見つからないように、王城へと帰還したのだった。




　王城の敷地内に鎧機アマンズトを停とめ、操縦席の外へと転移する。外ではいつものように、シャリエがタカトを出迎えてくれたのだが、彼女の存在を掻かき消しそうになるほど存在感のある人物まで待っていたようだ。

「はっはっは！　どうやら無事に帰ってきたようで何よりだよ、タカト君！」

「あ、ありがとうございます、アリウスさん。それとシャリエ、ただいま……な、なんで不ふ機き嫌げんそうなんだよ」

　アリウスへ先に挨あい拶さつしたのが少し不満だったらしく、シャリエは頬ほおを少し膨ふくらませてしまう。彼女の機嫌を損そこねた理由が分からず、小さく首を傾かしげるタカトだが、答えを見つける前に他の操縦者たちも三人のもとに集まってきていた。

「ただ今戻もどりました、お兄様」

「うむ、任務ご苦労だった、フィルメリアよ。どうやらその顔を見るに、戦果は上々といったところのようだな。私的にはホースレブカの鎌に突き刺さっている新たな虫鎧機イセク・アマンズトが気になってしかたないのだがな！」

「お兄様が涙なみだを流して喜ぶ戦果だと先に言っておきます」

　小さく胸を張り、フィルメリアは今日の戦場での出来事をアリウスへと語った。

　新型機のこと、敵の拠点のこと、その数。茶化すことなく真剣に耳を傾かたむけていたアリウスは、少しばかり深刻な表情をして言葉を紡ぐ。

「五十を超える虫鎧機イセク・アマンズトか……拙まずいな。外でそれだけだというなら、内部にどれほど鎧機アマンズトが揃そろっているのか、見当もつかない。百か、二百か……どちらにせよ、私たちにのんびりする時間は与えられないようだ」

「その通りです。敵が数を揃える前に、一刻も早く叩くことが必要かと。そこで私たちは明日、兵を揃えてリャシャ山脈へと向かうつもりです」

「それしかなかろう。だが、気になる……蜂型ヴエスプ・タイプだけでなく、甲虫型ケーフア・タイプまで現れるなど……虫たちの裏側にある者はどうやって鎧機アマンズトを生み出しているというのだ。ああああ、眠れない程に気になる！　なぜ私にはできないのだ！　その役目は、新たな鎧機アマンズトを生み出すのは私の使命、天命、運命、役割だというのに！」

「お兄様、うるさいです」

「あと一歩のはずなのだ！　鎧機アマンズトを生み出すためにはあと一つ、隙すき間まを埋うめるための最後の一ひと欠片かけらが分からない！　私の理論を現実のものとする実験準備はとうの昔に終えている！　あとはその最後の一つの素材が何なのかさえ分かれば、今すぐにでも鎧機アマンズトを生み出せるはずなのだ！　ああああ悔くやしい悔しい悔しい悔しい悔しい！」

　王族にもかかわらず、地面を転げまわって悔しがるアリウス。その姿は先ほどまでの真剣さが完全にどこかに吹き飛とんでしまっていた。

　そんな彼の姿に苦く笑しようしつつも、タカトは心を引き締しめ直した。フィルメリアは今、明日全てを叩き潰すと宣言した。それはつまり、明日決戦を迎むかえるということ。あの数えるのも億おつ劫くうになるほどの鎧機アマンズトたちを相手に戦うということだ。

　休眠化スリプト・フアクタしたドルグオンを抱だき抱かかえながら、タカトは拳こぶしを強く握り締めた。恐きよう怖ふは未だ心にあるけれど、今はその気持ちを必死に押し殺ころすだけ。

　彼の強こわ張ばった表情を心配そうにのぞきこむシャリエだが、ふと彼女はタカトの腕から僅わずかばかりの血が流れていることに気付いた。

「タカト、タカトっ、腕から血が出てるよ！」

「え？　あ、本当だ。操縦中に擦こすったのかな。放っておけば勝手に止まるから大丈夫」

「またそんな適当なことを言う……駄だ目めだよ、部屋に戻る前に消毒しなきゃ」

　そう言って、タカトを連れて医務室へ向かおうとしたシャリエだが、それより早くドルグオンが突とつ拍ぴよう子しもない行動に出てしまった。

　まじまじとタカトの傷を眺ながめていたドルグオンが、突然タカトの腕の血をぺろんと舐なめ始めたのだ。ドルグオンの行動に驚おどろくタカトたち。動物が傷を舐めようとする、ただの本能による行動なのだろうが、それがあまりにも唐とう突とつだったので驚いてしまう。

　別段止める理由もないので、タカトもドルグオンの好きにさせていたのだが、四度、五度と血を舐めていたドルグオンに変化が生じた。

　ぴたりと舐めるのを止め、突とつ如じよとして虚こ空くうを眺めて停止したドルグオン。あまりに唐突に動きを止めたため、心配したシャリエが小竜を覗のぞきこんで声をかけた。

「竜神様、どうしたの？」

　シャリエの声にも反応せず、停止し続けていたドルグオンだが、次の瞬間、その体が緑の眩まばゆい光に包つつまれた。

　敷しき地ち内ないに溢あふれるほどの眩い光にその場の誰もが目を開けていられない。タカトの腕の中で激しく輝かがやいた後、ゆっくりと光が収束したとき――彼の腕の中からドルグオンの姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

　いったいどこに消えたのか。ドルグオンの姿を捜さがしていたタカトたちだが、頭上から響ひびいてくる鳴き声に驚き、皆みな揃そろって上空へ視線を送った。

　そこでは、ドルグオンが元気そうに空を飛び回っていた。その光景を呆ぼう然ぜんと眺めながら、シャリエが言葉を漏もらす。

「竜神様が空を飛んでるよ……小さい姿じゃ、階段の段差も上れなかったのに」

「というか、翼つばさが大きくなってないか？　どう見ても、竜神様の背中の羽が大きくなっているように見えるんだけど……」

　タカトの指し摘てき通り、ドルグオンの背中から生えていたミニチュアスケールだった羽が、二回りほど大きく力強くなっていたのだ。いったいドルグオンの体に何が起きたのか。訳も分からぬまま空を翔けるドルグオンの姿を見守るしかない。

　とりあえず元気そうなので大丈夫かな、と考えていたタカトだったが、全く別のことを考えていた男が一人。その男は拳を震わせてドルグオンを眺めながら、やがて腹の底から声を押し出して叫ぶのだった。

「わ、わ、わ、分かったぞおおおおおおおおおおお！　謎なぞが！　全ての謎が解けた！　最後の隙間がぴったりと埋まった！　やはり私の理論は間ま違ちがっていなかったのだ！」

「うわっ、ど、どうしたんですかアリウスさん!?」

　興奮しきった男――アリウスにタカトは引きながらも訊たずねかけた。

　怪あやしい光をビン底眼鏡越しに瞳ひとみに携たずさえたアリウスは、顔をタカトに向ける。それはまるで肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものを視界に入れたような眼光だった。

　本気で逃げたくなるが、それをアリウスが許すはずもない。タカトの両りよう肩かたを両手で押さえ込み、彼は興奮が最高潮に達したまま懇こん願がんするのだった。

「タカト君！　お願いだ、後生だ！」

「ひいっ!?」

「頼たのむ、タカト君、私に君の――君の血をほんの少しだけ分けてくれ！」

　有う無むを言わさぬ迫はく力りよくに、タカトはコクコクと頷うなずくことしかできなかった。断れる雰ふん囲い気きなど微み塵じんもなかったのだ。

　上空では契けい約やく者しやの危機を何も気にすることなく、ドルグオンが自由気ままに空を飛びまわるのだった。




　興奮しきったアリウスは、タカトを半ば強制的に錬金工こう房ぼうへと拉ら致ち、もとい任意同行した。

　タカトが有無を言わさず連れていかれたものだから、フィルメリアとシャリエも彼についていくように工房を訪おとずれている。グレオノとレミドナは明日の作戦のための前準備を始めるため、先に分かれていた。

　軽く肩をすくめながら、フィルメリアはアリウスに言葉をかけた。

「お兄様、私も明日の作戦の準備をしなければならないので忙いそがしいのですが」

「タカト君とシャリエ君がいるならお前は戻ってくれても構わないぞ！　それにもかかわらずついてきたというのは、お前が私の世界的発見に興味を示しているということ！　……と、言いたいが、お前が興味を示しているのは別のことかな？　はははっ！」

「べ、別に私はタカトが一いつ緒しよだからとは一言もっ！」

「むう？　私もタカト君が一緒だからなどとは一言も言ってないのだがな！」

　妹の胸の内を見み透すかしたように、タカトに視線を送ってアリウスは声高に笑う。

　これ以上突っ込まれたくなかったのか、フィルメリアはむうっと押し黙だまって視線をタカトから逸そらした。そんな彼女の反応に一番驚いているのはシャリエだ。

　当人のタカトは微塵も気付くことなく、錬金工房を楽しげにジロジロと眺めては目を輝かせていた。永なが森もりタカト、鎧機アマンズトオタクの本領発揮である。

　アリウスが三人を案内した場所は、先日蜂型ヴエスプ・タイプの残ざん骸がいを置いていた場所だ。

　木製の机の上に置かれていた、蜂型ヴエスプ・タイプのもととなる昆こん虫ちゆうザージエスビータが入ったビン。それを手に持ち、アリウスは怪しく笑って三人に説明を始めた。

「さて、これから三人には歴史的瞬間に立ち会ってもらうことになる。私の理論が正しければ、神々の奇き跡せきを再現できるはずだ。そのとき私は、身を以もつて情報を与えてくれたドルグオンに心から感謝することになるだろう。タカト君の血を舐め、ドルグオンの体に進化をもたらした姿を見たからこそ、私は答えを得ることができたのだからな」

「神々の奇跡、ですか？」

「ああ、そうだシャリエ君。タカト君、それでは君の血液を少しばかりもらえるかな？」

　机の引き出しからタカトのよく知る医い療りよう器具に似た道具を取り出し、アリウスは採血をお願いした。

　先せん端たんの尖とがった器具に少しばかり怯ひるんだものの、一度了りよう承しようした手前、断れるはずもない。覚悟を決めて腕を差し出したタカトに、アリウスは手慣れた作業で血を少しばかり抜き取った。採血器具に入った深しん紅くの液体をうっとりと眺めながら、アリウスは礼を言う。

「それで、お兄様はタカトの血で何を行いますの？」

「ふふ、とっても楽しく素晴らしいことさ」

　そう言って、アリウスはテキパキと準備を進めた。机の上にある試験管や管を次々と繋つなげ、密みつ封ぷうされた場所にザージエスビータをビンから移す。中に睡すい眠みんガスでも満たされたのか、やがてザージエスビータはゆっくりと地に落ちた。死んではいないらしい。

　これで準備は整ったとばかりに、アリウスは液体がたまっている容器に引き出しから取り出した宝石を迷わず投入した。その光景を見て、フィルメリアは驚いて訊ねかけた。

「お兄様、それはもしやレドナ水すい晶しようですか？　あまりに稀少価値が高くて、市場にもあまり出回ってない宝石だというのに……」

「はははっ！　我わが研究のためには多少の出費もやむをえまい！　おかげで父上から私への遺産だけは絶対に残さないと怒ど鳴なられてしまった！」

「この水晶ってそんなに驚くほどに高価なものなのか……？」

「これ一つで国の民なら十世代分は一生面白おかしく遊んで暮らせるくらいかしら」

「うむ、ただでさえ稀少なうえ、主要産出国であるギルナガン帝国が近ちか頃ごろこれの輸出を制限してしまっていてな。最近の市場価値はさらに跳はね上がっているのだよ」

「うわあ……」

　そんな価値のあるものを訳の分からない液体に迷うことなく溶とかし込んだアリウスを、タカトは怪け訝げんな表情で見つめてしまう。

　やがて準備が整ったらしく、宝石を投入した液体にアリウスは先ほど採血を行った器具を挿さして吸い取り、液体と血液を混合させた。

　血と混じり合った液体の入った器具を手にして、アリウスは口元を歪ゆがめて三人にこれからすることを語り始める。

「準備は終えた。これより諸君は歴史の目撃者になることになる。心の準備はできたかな？」

「お兄様、いい加減何をするのか教えて欲ほしいのですけれど」

「私が今からすること、それは神々の奇跡の再現――『新たな鎧機アマンズトの創造』さ」

　きっぱりと言い放ち、アリウスは大きな容器の蓋ふたを開け、底で眠ねむるザージエスビータを優しく手に取った。そして、その体に迷わず器具を突き刺さし、液体を体内に送り込んだ。

　刹せつ那な、ザージエスビータの体に変化が生じる。ザージエスビータの体が青白い輝きを放ち始めたのだ。

　その光景にタカトたちは既き視し感かんを覚える。それはドルグオンが先ほどタカトの血を舐めたときに見せた反応に酷こく似じしていた。光り輝く雀すずめ蜂ばちを手の上から広い床ゆかの上へと置き、急いで離れてアリウスは嬉き々きとして語り始めた。

「はははっ！　やはり間違いはなかった！　かつて神々が鎧機アマンズトを創つくるために用いた素材、方法、その全てを再現しようと何度も試みた！　しかし最後の一つが埋まらず、何が足りないのかを探していた！　その最後の一欠片、それが『本物』の『神々の血脈』だ！」

「『本物』の『神々の血脈』？」

「我らのように薄うすまった『神々の血脈』では足りない、届かない！　タカト君のような、かつての神々のように濃こさを残した『異界の血』こそが必要だったのだ！　さあ、タカト君、シャリエ君、妹よ！　その眼にしかと焼き付けてくれ！　これが、歴史の扉とびらを開く瞬間だ！」

　アリウスの叫びと共に、室内に眩い光の奔ほん流りゆうが溢れ返った。それはまるで、タカトがドルグオンと出会った時と同じように。

　あまりの眩まぶしさに目を覆おおい隠かくすタカトたちだが、やがて光が収まり、目の前に現れた鎧機アマンズトに驚きよう愕がくした。全身を緑に染めた、蜂型ヴエスプ・タイプによく似た色いろ違ちがいの虫鎧機イセク・アマンズトがそこにあった。

　蜂型ヴエスプ・タイプは黄土色になっているが、この虫鎧機イセク・アマンズトは全身が淡あわい緑に染められている。四枚の羽も細長いものではなく、クロスを描くような重厚な羽が四方へ広がり、その羽部には各三点ずつ有線型砲撃装置がセットされていた。尾の先端は螺ら旋せん針ばりではなく、長い筒つつのようになっており、そこから砲撃が行えるのだろうか。右手に大きなサーベル状の剣を持ち、接近戦も可能としている。

　同じ昆虫をもとにしながら、蜂型ヴエスプ・タイプとは大きく基き礎そ構造の異なる新たな虫鎧機イセク・アマンズトの誕生。

　驚きのあまり、タカトたちは言葉を失ってしまう。アリウスは足元に落ちていた契約腕輪エンゲージュを拾い上げ、自身の右手首に装着しながら、笑えみを浮かべて語るのだ。

「なぜ、神々がこの地より去ったことで鎧機アマンズトが生み出せなくなったのか、ずっと疑問だった。だが、こうして鎧機アマンズトの創造方法に辿たどり着ついたことで成なる程ほどと思い至った。技術が失われたことが理由なのではない。『真なる神々の血脈』を失ったこと、それこそが鎧機アマンズト創造法が歴史に埋もれてしまった理由だよ」

「そういうことだったのですね。私たちのご先祖様が方法を残さなかったのは」

「意味がないからだ。神々がいなければ、このように生み出すことなどできはしないのだから。しかし……くはっ、くはははっ！　はははは！　やった、私はとうとうやり遂とげてみせた！　この虫鎧機イセク・アマンズトは我が歴史的偉い業ぎようの第一歩となるのだ！」

「それで、お兄様、その蜂型ヴエスプ・タイプは……」

「蜂型ヴエスプ・タイプなどと呼ぶんじゃない！　この鎧機アマンズトは私とタカト君の愛の結晶なのだぞ！」

「お兄様、本気で気持ち悪過ぎです。やめてください」

「名前は……そうだな、我が子も同然のこいつに私自ら名前をつけてやらねばなるまい！　ふむ、それでは……ザージエスジェイド、この鎧機アマンズトは今日からザージエスジェイドと呼ぶことに決めた！」

「お兄様、人の話を聞いて下さい」

　喜びと興奮のあまりフィルメリアの話など右から左に抜けてしまっているアリウスだった。

　だが、彼が歴史に名を残すほどの偉業を達成してしまったのも事実。

　喜びまわる兄をフィルメリアはしばらく放置することに決めたようだ。小こ躍おどりするアリウスに、ドルグオンを抱きしめたシャリエがふと思った疑問を訊ねかけた。

「あの、アリウス様。その鎧機アマンズトってまた小さくなれるんですか？」

「もちろんだよシャリエ君！　ザージエスジェイドはヴァリエラドと同じ虫鎧機イセク・アマンズトだからね。虫を基にした下位鎧機アーシイである以上、鎧機解放アマンズト・ロスタできないはずがない。ザージエスジェイド、鎧機解放アマンズト・ロスタせよ！」

　右腕を掲かかげ、アリウスは鎧機アマンズトへ向けて高らかに宣言する。

　だが、彼の声にザージエスジェイドは何も反応しない。彼の叫び声が研究室内に響き渡わたるだけで、鎧機アマンズトが元の姿に戻る様子はない。

　呆ぼう然ぜんとするアリウスに、首を傾げながらフィルメリアは訊ねかける。

「何も変わりませんけど……お兄様？」

「ば、バカな……なぜだ、なぜ鎧機解放アマンズト・ロスタできない、ザージエスジェイド！　虫鎧機イセク・アマンズトで、下位鎧機アーシイである以上、元の姿に戻れないはずが……失敗、まさか、失敗したのか？」

　ワナワナと震ふるえるアリウス。先ほどの喜びが嘘うそのように肩を落としてしまっている。

　何とも言えない静せい寂じやくが支配する研究室だが、タカトはふと思ったことを口にした。

「あの、アリウスさん。もしかして、ザージエスジェイドは鎧機解放アマンズト・ロスタできないんじゃなくて、しようとしないんじゃないですか？」

「む……？」

　今にも地面に倒たおれこみそうだったアリウスは顔を上げてタカトへ視線を送る。

　ビン底眼鏡越ごしでもわかるほどに落ち込んでいると分かるアリウスに、彼はおずおずと意見を口にするのだった。

「さっき、ザージエスジェイドが虫の姿から鎧機アマンズトに変化する瞬間の光景に見覚えがあるんです。竜神様が巨大岩から鎧機アマンズトになるときとよく似ていて……」

　そこまで告げたとき、アリウスはタカトの伝えたいことを悟さとった。

　ドルグオンと同じ現象を経へて鎧機アマンズトになったこと、そして下位鎧機アーシイが元の姿に戻るための鎧機解放アマンズト・ロスタを受け付けないこと。これらの理由から推測されることはただ一つ。

「ザージエスジェイドが下位鎧機アーシイではなく上位鎧機スペリオラではないか……タカト君はそう言いたいのだね？」

　アリウスの問いかけにタカトは頷いて肯こう定ていする。だが、その意見に異を唱えるのはフィルメリアだ。

「でも、ザージエスジェイドは虫を基にした虫鎧機イセク・アマンズトなのよ？　己おのれの意思を強く持ち、乗り手を選ぶ上位鎧機スペリオラに虫鎧機イセク・アマンズトが存在するなんて聞いたことがないわ」

「……我々の常識から考えれば我が妹の言う通りだ。だが、もし『そう』であるならば、タカト君の話には筋が通っている。何にせよ、試ためしてみれば分かることだ。もし、ザージエスジェイドが『鎧機解放アマンズト・ロスタ』ではなく、『休眠化スリプト・フアクタ』できたならば……」

　ザージエスジェイドを見つめ、アリウスは再び右腕を掲げて指示を出す。

「ザージエスジェイドよ、休眠化スリプト・フアクタせよ！」

　アリウスの声が再び研究室へ大きく響き渡る。

　その刹せつ那な、彼の声に応えるように、ザージエスジェイドはその身を光に包ませ、ゆっくりと小型化していく。

　そして、大きさにして二十センチほどのぬいぐるみのような巨きよ大だい蜂ばちが、アリウスの周囲を旋せん回かいしていた。今日何度目かも分からない驚きを示しながら、フィルメリアが言葉を紡つむいだ。

「上位鎧機スペリオラしかできない休眠化スリプト・フアクタを可能にするなんて……つまり、ザージエスジェイドは」

「虫鎧機イセク・アマンズトでありながら、上位鎧機スペリオラということになる……くっ、くははははっ！　凄すごい、凄過ぎるぞザージエスジェイド！　まさに我が夢、この世の奇跡を体現する鎧機アマンズトだ！　私の鎧機アマンズトへの恋こいがようやく花開いたと言ってもよいくらいだろう！」

　大はしゃぎするアリウスに、フィルメリアは突っ込みを入れることも忘れて言葉を続けた。

「お兄様は『神々の血脈』が薄うすれて、私やレミドナのように獣けもののような意思を持つ上位鎧機スペリオラには乗れなかった。けれど、この鎧機アマンズトは獣ではなく己の意思が薄い虫を基にしている。つまり、ザージエスジェイドは虫鎧機イセク・アマンズトでありながら、契約者に対して『神々の血脈』を必要としない上位鎧機スペリオラということなのね……なんて出で鱈たら目め」

「はっはっは！　もっと褒ほめてもいいのだぞ、妹よ！」

「でも、アリウスさん、本当に凄いですよ！　鎧機アマンズトの作り方が分かったってことは、敵がどうやって虫鎧機イセク・アマンズトを量産しているか方法を突き止めたってことなんですから！」

「む……」

　タカトの言葉に、アリウスは高笑いを止やめ、すぐに言葉を返せず押おし黙ってしまう。

　なぜそのような反応を示すのか、タカトにはすぐには分からなかった。形こそ異なるが、アリウスはザージエスビータから虫鎧機イセク・アマンズトを生みだしてみせた。

　つまり、この方法こそが蜂型ヴエスプ・タイプや甲虫型ケーフア・タイプを生みだす方法ではないのか。そう考えていたタカトに、フィルメリアが小さく首を横に振ってそれを否定した。

「タカト、この方法では不可能なのよ」

「どうしてだ？　この方法なら次々と鎧機アマンズトを……」

「この方法はあまりにレドナ水晶を使い過ぎるわ。お兄様、先ほどの大きさのレドナ水晶を用いて、何体分の鎧機アマンズトとなると考えていますか」

「流石さすがに我わが妹は気付いたか。そうだな、よくて二機だ。レドナ水晶を溶かしこみ、生み出される液体を抽ちゆう出しゆつするのだが、その表面部の液体はとれて二機分だ」

「例えば虫鎧機イセク・アマンズトを三百機生み出すためのレドナ水晶を集めるとして、予算はどれほどかかりますか？」

「この国の年間予算を遥はるかに上回るだろうな。果たして何年国が運営できることやら」

　アリウスの言葉に、タカトはようやく量産不可の意味を理解した。

　それほどまでに稀少な宝石を何百個も用意すること、これはこのリメロア王国ですら容易なことではない。

　王国領地内で、国に知られることなくレドナ水晶を集めることは現実的に不可能なのだ。

　肩を落とすタカトを元気づけるように、フィルメリアは微笑ほほえんで明るく告げた。

「そう落ち込こまないの。お兄様とタカトのおかげで、鎧機アマンズトを作り出す手段があるということが分かっただけでも大きいわ。これで蜂型ヴエスプ・タイプの奥おくに潜ひそむのが、何か目的のある人間だって確信できるもの」

「そうだな。しかし、口くち惜おしいな。あまり認めたくないが……奴やつが導いていた基礎理論、その全てが当たっていたということか。私が辿り着いた場所、恐らく奴はとうに辿り着いているはずだ。やはり……」

「お兄様……」

「いや、何でもない」

　フィルメリアの声に、アリウスはビン底眼鏡を直しながら笑って誤ご魔ま化かした。

　ただ、その見えない瞳ひとみに、タカトはなぜか悲しみを感じた気がした。嬉しさと悲しみが入り交じって、過か酷こくな現実を受け入れるような、そんな風に。







六章　太陽と月の女神の想い、決戦当日







　夕方から行われた会議で、正式に明日、リャシャ山脈へ鎧機アマンズトの大部隊を派は遣けんすることが決定された。上位鎧機スペリオラに加えてヴァリエラド三百機という、国の所有する戦力の大半を投入する、まさしく決戦と言ってもいい。

　タカトたちが見つけ出した洞ほら穴あなが敵鎧機アマンズトの生産拠きよ点てんだという絶対の確証はないが、少なくとも百機以上は集まっていると思われる正体不明機を放置できない。リャシャ山脈に巣くう鎧機アマンズトを殲せん滅めつするためにも、王国は大軍を動かすことに迷いはなかった。

　明日の朝にリャシャ山脈へ出しゆつ撃げきするため、タカトはゆっくり体を休めるようにとフィルメリアに告げられていた。

　だが、彼女の言葉とは裏腹に、彼の心はなかなか落ち着けずにいた。明日、全てが決まる。想像もつかないほどの戦闘が繰くり広げられ、その中に自分がいる、そう考えるだけで緊きん張ちようしてしまう。

　ベッドの上に腰こしを下ろしたまま、タカトは自然と言葉数が少なくなってしまう。心配そうに見つめるシャリエに、彼は少しばかりわざとらしく無む理り矢や理り笑って言葉を紡つむいだ。

「明日、全てが決まるんだよな……蜂型ヴエスプ・タイプを全部叩たたいて、元げん凶きようをぶっ飛ばして、それで終わるはずなんだよな」

「タカト……」

「絶対に負けられないんだ。勝てば、蜂型ヴエスプ・タイプを殲滅すれば、もう二度とプフルの街みたいなことは起こらないんだ。俺が頑がん張ばれば、勝てば……勝たなきゃ、駄だ目めなんだ」

　決戦を前に、タカトは気負い過ぎていた。負けられない戦い、国の人々の未来を背負った戦い。負ければ全てが終わってしまう、その重圧が容よう赦しやなく彼を締しめ付けていた。

　だが、それも無理もないことだ。タカトはほんの一年前まで、日本で平へい穏おんな日々を享きよう受じゆしているただの男子学生だったのだ。そして、つい数日前までは、シャリエと共に農業に勤いそしみ戦いなど微塵も知らなかった。その彼の日常が、ここ数日で急変してしまった。

『神々の血脈』を認められ、ドルグオンの契約者となり、鎧機アマンズトの操縦技術に秀ひいでている。それらの理由がタカトを戦場へと向かわせた。

　彼の正義感、大切な人を守りたいという想いによって、これまでは何とか勢いで走り切れた。けれど、これほどまでの大きな戦いを前に、とうとう彼の心に限界が訪れてしまう。どれだけ鎧機アマンズトに愛され、卓越した操縦技術を有していても、彼はまだ大人ではない、日本のどこにでもいる普ふ通つうの少年なのだから。

　だが、それでもタカトは必死に自分を取り繕つくろおうとする。シャリエに心配をかけたくない、その一心で強く振る舞まおうとする。そんなタカトを、やがてシャリエは正面から優やさしく抱きしめたのだ。

　驚くタカトに、シャリエはそっと言葉を紡いだ。それは彼女の偽ることのない本音。

「タカト、無理しないでよ……」

「シャリエ……」

「私、一年間ずっとタカトと一緒だったんだよ。毎日ずっとタカトの色んな顔を誰だれより傍そばで見てきたんだもん、タカトが凄く無理をしてるってことくらい、分かるよ……お願いタカト、私の前では偽らないで。格好悪くてもいいよ、みっともなくてもいいよ、私はどんなタカトでも大好きだから……だから、胸の中の本当の気持ちを吐はきだして欲しい」

　シャリエの言葉に、タカトはすぐに言葉を返せない。

　彼女がタカトの心を完全に見み透すかしていたこと、それを踏ふまえたうえで受け入れると言ってくれたこと。それを受け入れてよいのか。

　拳こぶしを強く握にぎり締めるタカトをあやすように、シャリエはタカトをさらに抱きしめる。温ぬくもりを与あたえるように、優しく。

　やがて、タカトはぽつぽつとその本音を零こぼした。一度溢あふれた感情は止まることなく、どこまでも流れ出て。

「怖こわいんだ……もし、明日失敗したらって考えると、どうしようもなく不安なんだ。心がどうしようもなく重いんだ」

「うん……」

「守ろうって、決めたんだ。竜りゆう神じん様さまに認められ、こんな俺でも何かの力になれるのならって。戦うって、決めたんだ。もう二度とアンベルさんやラミエラさんのような人を出さないために、俺がって。覚かく悟ごは決めたはずなのに、なんでこの土ど壇たん場ばになって……くそっ」

　溢れだしたタカトの心に秘ひめた負の想い。それをいったい誰が責められるだろうか。

　家族とも友とも別れさせられ、理り不ふ尽じんにこの世界に連れてこられてしまったタカト。彼がこんな弱音を吐くのは、最初に異世界に来て以来だった。シャリエたちの支えもあり一度は立ち直ったのだが、極限の状じよう況きようが彼の弱い自分を大きくさせてしまった。

　否、弱い自分などと言うのも酷な話だ。彼の想いは抱いて当然の感情なのだから。

　けれど、タカトはその気持ちを恥はずべきことだと考えていた。だからこそ、心の奥おく底そこに押し込めて積もらせてしまった。

　彼の吐きだした真実の心を、シャリエは笑わない。馬ば鹿かにもしない。ただ当然のように、優しく受け止める。彼を安心させるように抱きしめて、何度も肯定するように頷うなずいて。

　タカトが言葉を吐き出だし終え、静寂が支配する室内。けれど、シャリエは何も言わない。責めることも窘たしなめることもなく、ただありのままのタカトを受け入れるだけ。

　それがいったいどれだけタカトの心を救っただろうか。弱音を曝さらけ出し、シャリエがそれを受けとめてくれたことが、どんなに彼の心を楽にしただろうか。

　落ち着きを取とり戻したタカトは、少女からそっと離はなれる。優しく微笑みながら、シャリエは訊ねかけた。

「少しは心、楽になった？」

「……悪い。また情けないところ見せた。シャリエにはこんな姿を見られてばかりだ」

「いいんだよ。それに私はタカトの今の姿、情けないなんて思わないもん。タカトは私たちを守るために戦ってくれてるんだよ。そんなタカトを格好悪いなんて言う人がいたら、私が全力で怒おこってあげる。こんな最高に格好良い人なんて、他にいないよ」

「シャリエ……」

「タカト、私は鎧機アマンズトを動かせないから、フィルメリア様のように一緒に戦場で戦うことはできない。でも、それでも私はタカトと一緒に戦っていたいと思うよ。どんなタカトでもいい、私はタカトの全てを受け入れるから。タカトが元気になれるなら、タカトが笑え顔がおになれるためならなんだってするよ……タカトの心を守ること、それが私にできる戦いなんだから」

「……ありがとう、シャリエ」

　優しく告げてくれたシャリエに、タカトは心からの感謝を告げた。その心は先ほどまでの重さや苦しさから完全に解放されていた。

　そんな彼かれに、シャリエは柔らかく微笑むだけ。その笑顔はどこまでも慈じ愛あいに満ちて、太陽のように温かく、優しかった。




　室内の灯あかりが消えた時刻。タカトは一人城のテラスへと足を運んでいた。

　眠れない訳ではない。シャリエのおかげで心に抱えていた重さは消えた。ただ、寝ねる前に風に当たりたかった、それだけだった。テラスで風に当たりながら、タカトは空を見上げる。空には月が淡あわく輝いていて、その輝きに魅みせられながらタカトは一人言葉を紡いだ。

「異世界にも太陽や月はあるのかと昔驚いたことがあったな……今では当たり前に受け入れてしまっているけれど」

　一年前、この世界にきた時のことを思い出しながらタカトは過去を振り返かえる。

　理由も分からず異世界に連れてこられ、そのことを嘆なげき悲しんだ。けれど、その度たびにこの世界で出会った少女に救ってもらった。なぜ、この世界に自分が呼ばれたのかは今もなお分からない。それでも、タカトの胸にあるのは決意――戦うこと。

　数奇な運命を経て、タカトはこの世界で多くの人に触ふれた。そして、彼の胸の中には失いたくないほどに大切な人々ができた。

　だから今は、戦おう。大切な人たちの日常を守るために、ドルグオンと共に。それがきっと自分のやるべきこと、そして何よりも望むことだから。

　改めて覚悟を決めたタカト、その表情にもう迷いはない。少年でいながら、その表情は戦う男の貌かお。そんな彼に、背後から透すき通とおるような少女の声がかけられる。

「決戦を前に夜よ更ふかしするのは感心しないわよ、タカト」

「……フィルメリア」

　振ふり返るタカトに、フィルメリアは微笑む。それは見る人に安心を与えるような笑顔だ。

「……どうやらもう心の方は大だい丈じよう夫ぶみたいね。立派に覚悟を決めた男の子の顔になっている。シャリエに感謝しないとね」

「え……も、もしかして見てたのか!?」

「あ、ち、違っ！　こ、故意じゃないわよ!?　二人と一緒にお話でもしようかと、部屋を訪れたら、その、二人が抱き合あっていて……あう、ご、ごめんなさい。本当に覗のぞくつもりなんてなかったの」

　瞳を逸らしながら顔を真っ赤に染め、結局フィルメリアは謝罪する。どうやらシャリエとの一部始終を完全に見られていたらしい。

　タカトは恥はずかしさのあまり顔を押さえてしまうが、そんな彼に、フィルメリアは大きく息をつき、小さく微笑んで口を開いた。

「シャリエは、本当に凄い女の子ね。あそこまで言える娘こ、なかなかいないわよ」

「ああ、本当に……シャリエにはどれだけ感謝してもしきれない」

「タカトの心を守ることが自分にできる戦い……か。同じ女として、尊敬すると同時に少しだけ嫉しつ妬としちゃう。負けたくないな」

「……フィルメリア？」

　何でもないと少女は笑って首を振った。

「タカト、少しだけお話に付き合ってもらえる？」

「ああ、もちろん」

　タカトの了りよう承しように顔を綻ほころばせ、フィルメリアは彼の横に並ぶようにテラスに立つ。

　星空の下、肩が触れ合うほどの距きよ離りに身を寄せ、少女は夜空を見上げながらそっと口を開く。

「綺き麗れいな星空ね……明日、この国の未来を賭とした決戦が行われるなんて嘘みたい」

「そうだな……この国の人たちが明日も明後日あさつてもその先も、こんな風に穏おだやかな気持ちで星空を見上げられるように、俺おれたちが頑がん張ばるんだ。いや、さっきまでの情けない姿を見られていた俺が言うのも変な感じだけど……」

「情けなくなんてないわ。シャリエも言っていたでしょ、あなたのような、こんな最高に格好いい人なんて他にいないって。あなたを格好悪いなんて笑う人がいたら、私とシャリエが許さないんだから……あ、いや！　待って、これじゃまるで私がタカトに想いを伝えているみたいじゃないっ！　そ、そういうつもりじゃなくて、私が言いたいのはっ」

「想い？　ふ、フィルメリア、落ち着いて」

　月明かりだけでもわかるほどに顔を赤く染めながら、フィルメリアは必死に深呼吸を繰くり返す。タカトは横で困こん惑わくしながらも、彼かの女じよが落ち着きを取り戻もどすまで待つしかない。

　待つこと数十秒、ゆっくりと落ち着きを取り戻したフィルメリアは、少し悔くやしそうに視線を落としながらぽつりと呟つぶやく。

「はあ……ごめんなさい、落ち着いたわ。タカトと出会ってから、なんだか私こそ格好悪い姿を見せてばかりで本当に悔しい」

「格好悪くなんてあるもんか。むしろ、ここに来てからフィルメリアの格好いい姿しか知らないよ。フィルメリアは一国の王女なのに軍の指揮を執とったり、卓越した鎧機アマンズトの操縦技術を持っていたり……本当に格好いい女の子だと思う」

「ありがとう。王族として格好良くあろうと、小さいころから勉強に鎧機アマンズトにと必死に頑張ってきたんだもの。他の誰でもないタカトにそう言ってもらえると本当に嬉しい」

「王女って大変なんだな……鎧機アマンズトの操縦も小さいころから学んでいたの？」

「それはそうよ。先生の指導のもと、必死に動かし方や戦い方を身に着けたんだから。タカトのように、誰もがいきなり実戦であんな動きをできるわけじゃないのよ」

　笑って突っ込みを入れるフィルメリアに、タカトは苦く笑しようするしかない。戦せん闘とう訓練もなしにドルグオンとあれだけの戦果をあげた彼は、フィルメリアから見ても異常なのだ。

「でも、フィルメリアの鎧機アマンズトの先生って誰になるんだ？　国王やグレオノさん？」

「外れ。タカトのあげた人たちは、みんな私が鎧機アマンズトに乗って戦うことに反対した人よ。特にお父様は私がイーグレアスに認められてもなお、戦場に出ることに反対したのよね」

「それは仕方ないよ、フィルメリアは大切な一人娘で姫なんだから。それじゃ、いったい誰がフィルメリアに鎧機アマンズトの扱あつかい方を……」

　そのタカトの問いかけに、フィルメリアは表情を変化させた。

　それは少し悲しそうな、寂さびしそうな微笑みだった。息をのむタカトに、フィルメリアはゆっくりとその人物の名前を口にした。

「……ブロルカ。ブロルカ・ルルーク・リメロア。それが私の鎧機アマンズトの師し匠しよう」

「ブロルカ？」

　初めて聞く名前に、タカトは小さく首を傾かしげる。リメロアという家名から、その者が王族の一員であると察せられるくらいか。

「ブロルカは私やお兄様やレミドナの伯父おじ、お父様やグレオノの兄に当たる人よ。お兄様が着任する前、錬金工房の長を務めていたわ。ブロルカはこの国で一番鎧機アマンズトに詳しく、操縦も優すぐれていた。リメロアの格納庫に眠ねむっていたイーグレアスとホースレブカを呼び起こし、私たちと結びつけたのも彼の功績。お兄様と同じく上位鎧機スペリオラにこそ認められなかったけれど、本当に凄い人だったの」

　淡々と語るフィルメリアの話に、タカトは驚おどろきを隠かくせない。あのアリウスを超こえるほど鎧機アマンズトに詳しく、そして操縦技術にも秀でた人物がいるだなんて、と。

「そんな人がいるのか……ぜひ一度会ってみたいな」

「無理よ。ブロルカはもうこの城にはいないのだから。ブロルカはある日城を飛び出して、それ以来どこに行ったのかも分からないの」

「城を出ていった……？」

　タカトの言葉にフィルメリアは力なく頷いた。

　迷いながらも、やがて彼女は意を決してタカトにブロルカの話を続けていく。

「ブロルカが国を出ていった理由、それはお父様やグレオノと国のことで考えが合わなかったから」

「考え……」

「ブロルカは鎧機アマンズトを他国侵しん略りやくに用いるべきだって考えで、それがお父様たちには受け入れられなかった。重い腰をあげようとしないお父様たちに辟へき易えきしたみたいで、気付けば城から去っていたの」

「鎧機アマンズトを他国侵略に用いるだなんて、そんな無む茶ちや苦く茶ちやなっ」

　鎧機アマンズトは人々を守るための剣けん、そう信じて疑わないタカトはブロルカの考えに咄とつ嗟さに反論を口にしてしまう。

　そんな彼を宥なだめるように、そっと瞳を合わせてフィルメリアは話を続けていく。

「ブロルカは過激ではあるけれど、誰よりもこの国を愛していたわ。常に国の発展を願い、そのために尽じん力りよくすることを厭いとわなかった。その精神は気高く、お父様やグレオノよりも王として相応ふさわしかった。王位はお爺じい様さまの決定により、お父様が継つぐことになったけれど……ブロルカは文句も言わず、お父様こそ民たみにとって一番の王と支え続けたのよ」

　フィルメリアの言葉にタカトはますます衝しよう撃げきを受ける。フィルメリアの語る表情からも、それらはすべて事実なのだろう。

　だけど。そう一度言葉を切ってフィルメリアは彼が変わっていったことを説明する。

「ここ数年の間、ブロルカは急に過激な進言をお父様に重ねるようになった。薄れゆく『神々の血脈』に危機感を訴うつたえ、隣りん国ごくとの友好はいつまでも続くものではないと主張し、兵を増強し、打って出る用意をするように何度もお父様に訴えていたわ。なぜ、ブロルカが急にそんなことを言い出したのかは分からない。結局、お父様たちのもとから去ってしまったわ。それはもしかしたら、王家に恨うらみを抱くには十分な理由かもしれない」

「あ……」

　そのフィルメリアの言葉に、タカトは彼女の伝えたかったことに気づいてしまった。

　姿を消したブロルカ。彼は誰よりも鎧機アマンズトに関する知識を有し、そして王家に恨みを抱く理由も十分に説明がつく。それはこの事件の犯人を考えたとき、タカトが推測した犯人像と見事に一いつ致ちするではないか。

　おそらく、否、確実にフィルメリアはブロルカが犯人である可能性を胸に抱いだいている。

　だからこそ、彼女はあんなにも悲しそうな表情を浮うかべているのだ。実の伯父であり、鎧機アマンズトの師でもあるブロルカが、こんな事件を起こしたかもしれないことに胸を痛めているのだろう。

　衝撃の事実にタカトは呼吸が苦しくなる。もし、この推測が真実なら、明日、フィルメリアは実の家族である人物と戦わなければいけなくなるかもしれないのだから。

　言葉に迷う彼に、フィルメリアは胸の前で右手を握りしめ、押し出すように決意を語る。

「……タカト、明日は絶対に勝ちましょう。たとえ誰が相手でも関係ない。私たちが負けてしまえば、聖リメロア王国の人々の平和が、笑顔が失われてしまう。そんな未来を迎えさせるわけにはいかないから……だから……」

　声を震えさせる少女のどこまでも儚はかなげな姿に、タカトは初めてフィルメリアの素顔を見たような気がした。

　王国の姫でありながら戦場の最前線に立ち続け、いつだってタカトには格好いい姿をフィルメリアは見せてくれた。しかし、彼女とてまだタカトと同じ十七歳さいになったばかりの少女なのだ。

　国の人々の未来を背負って戦うこと、もしかしたら肉親と戦うことになるかもしれないこと、そんな重荷を一人で抱え込んで何も思わないはずがなかったのだ。

　ただ、それをフィルメリアは他の人間に見せようとしなかっただけ。必死に歯を食いしばり、苦しみを押し隠して、いつだってみんなを安心させるように悠ゆう然ぜんと振る舞まっていた。

　けれど、本当のフィルメリアはどうしようもないほど普ふ通つうの女の子で。そんな震える少女に、タカトは気づけば両りよう腕うでを伸のばしていた。

　フィルメリアの両りよう肩かたに手を乗せ、真まっ直すぐに目を見つめながら、タカトは胸の中に灯ともった熱い想いを口にするのだった。

「俺が力になるから……俺、絶対にフィルメリアの力になってみせるから！」

「タカト……」

「まだまだ未熟で力不足な俺だけど、それでもフィルメリアの力になりたいって、支えになりたいって気持ちは誰にも負けないつもりだから……ごめん、うまく気持ちが伝えられないけど、俺、フィルメリアには心から笑ってもらえるように、その」

「……ありがとう、タカト」

　瞳ひとみを閉じ、フィルメリアは体をゆっくりとタカトの胸に預けた。

　肩に手を伸ばしていた彼は、自然とフィルメリアを抱きしめるような形になる。

　互たがいの鼓こ動どうが聞こえ、吐と息いきを感じるほどの距離。星空の下、二人はしばらくの間、そうして過ごした。まるで互いの熱を感じあうように、優しく。

　やがて、ゆっくりとフィルメリアはタカトの胸から顔を上げ、彼の瞳を見つめてそっと決意を口にした。

「タカト――私が必ずあなたを守るわ。シャリエがあなたの心を守るなら、私はあなたの背中を守る。あなたは絶対に死なせない。何があろうと、決してこの戦いで命を失わせたりしない」

　月明かりに照らされた少女は幻げん想そう世界の妖よう精せいのようで。

　魅み入いられるタカトに、フィルメリアは優しげな微笑みを湛たたえたまま、そっと言葉を続けた。

「明日の戦いが終わった後は、あなたの話を沢たく山さん聞きたいわ」

「俺のこと？」

「そう。あなたが元いた異世界のこと、あなた自身の好きなこと、好きな食べ物……なんでもいい。あなたと出会ってからというもの、戦いばかりでゆっくり話したことなんてなかったから、そんな些さ細さいなお話がしてみたいの」

「……そう、だな。もし、無事帰れたら、沢山の話をするよ。フィルメリアがもういいって呆あきれ果てるくらい」

　タカトの返答に、フィルメリアは満足そうに微笑み返した。

　それから月に雲がかかるまで、二人は言葉を交わさず静かに時間を過ごしていた。明日の激しい戦い、嵐あらしを予感させるようなこの平穏を心から感じるように、静かに。




　翌朝、城の敷しき地ち内ないに三百の兵士が整列した。

　彼らは全すべてヴァリエラドの操縦者であり、今回の決戦に参加する兵士たちだ。

　タカトもフィルメリアやグレオノ、レミドナらと共にその最前列に並んでいた。

　彼らの視線の先には国王の姿がある。静まり返る場の中で、これから戦場に向かうタカトや兵士たちに、王はゆっくりと言葉を紡いだ。

「……ヴァリエラド三百。こんな大規模な兵力を投入した戦いなんて、ここ千年は王家の記録に残されてねえ。他国と小こ競ぜり合いになったときですら、だ。それだけでこの状況がどれだけやべえ状況なのかは分かってもらえると思う。はっきり言う、この戦いに負けは許されねえ。お前たち三百のヴァリエラドが敗北したとき、それは王都陥かん落らくのときだ。周辺の守りと王都の守りに残る鎧機アマンズトは二百弱しかねえんだからな」

　兵士を見渡しながら、王は淡々と現実を告げた。

　彼の言う通り、この戦いに負けたとき、それはこの国が敗北するときだ。上位鎧機スペリオラとヴァリエラドの大多数を失った彼らに、蜂型ヴエスプ・タイプを止める術すべなどないのだから。

　兵士たちの顔を一いち瞥べつし、王は嬉うれしげに力強い笑みを浮かべる。

　このような絶望を前にしても、兵士たちは誰一人として恐きよう怖ふに折れない、屈くつしない。

　この場の誰もが民を守るために戦場に向かうこと、戦うことを覚悟した顔を見せている。その想いに触れ、王は兵士たちに強く言葉を続けた。

「そうだ。俺は微み塵じんもお前たちが負けるなんて思っちゃいねえ。戦場に向かうお前たちの顔を見れば、心に強く守りたいものがいることがひしひしと伝わってくる。それが誇ほこりの者もいるだろう、それが家族の者もいるだろう。決して譲ゆずれぬもののために、覚悟を背負って戦う奴ほど強い奴はいねえ。戦場に向かうお前たちに、俺から送れる言葉は多くねえ――お前たちの譲れぬものを犯そうとするふざけた奴やつ等らに、お前たちの牙きばを突き立ててやれ！　最強であるお前たちの怒いかりを、容赦なく奴等にぶつけてやれ！　敵を全てねじ伏ふせ、生きてこの場所に帰った後に大いに笑ってやれ！　そしてお前たちの帰りを待つ大切な人々のもとへ胸を張って帰ってやれ！　それだけだ！　お前たちの武運を祈いのる！」

　王の言葉に、兵士たちは敬礼と共に声を揃そろえて力強く返答した。

　彼の台詞せりふを胸に焼きつけつつ、タカトも慣れない敬礼と力強い声で応こたえた。その横でフィルメリアが微笑んで語りかける。

「王様の演説とは程遠いでしょう？　まるで山賊か何かの頭みたい」

「でも、心が熱くなる力強い言葉だと思う。陛下の言う通り、自分の全てをぶつけるだけだ。譲ゆずれないもののために、強く気持ちをもつことが大事だと思うから」

「その通りね……絶対に勝ちましょう、タカト。戦いばかりのあなたとの毎日だったけれど……それも今日で終わらせる。生きて帰ってきて。全てはそれから」

「ああ、絶対に勝とう、フィルメリア」

　強く笑いあうタカトとフィルメリア。そんな二人のもとに、一人また一人と人々が集っていく。グレオノとレミドナは言葉を交かわし合う二人に声をかける。

「いいねー、何だか戦友として以外でも通じ合っているみたい。二人とも、いつの間にそこまで進展したの？」

「し、進展なんてしてないわよ。これからを始めるために、決着をつけに向かうんだから」

「へえ、姫ひめ様さまもタカトとのこと、前向きじゃない。嫌いや々いやなら手を回そうと思ったんだけど、そうじゃないなら祝福するよ。この戦いが終わったら、しっかり青春しなさいな。シャリエちゃんは手て強ごわそうだよ」

「その話は戦いが終わってから！　この戦い、絶対に勝つわよ、レミドナ」

「当然さ。タカト、気張りなよ。お姉さんにタカトの格好良いところを見せておくれ」

「はいっ！」

　力強く返事をするタカトの顔に、レミドナは満足そうに笑えみを零こぼした。

　そして、その横からタカトの表情を眺ながめていたグレオノは小さく笑みを零した。普ふ段だん無表情な彼にとって非常に珍しいことだ。

「初めて会ったときは、ひたすら必死に心を奮い立たせていただけの子どもに見えたが……良い戦士の顔になった」

「戦う勇気を分けて貰もらいました。一いつ緒しよに戦ってくれる大切な人がここにいる限り、絶対に負けません。もう逃にげたり折れたりしない。これが自分で決めた道ですから」

　自分の胸を叩きながらタカトは言い切った。そう、戦場は共にできなくても、一緒に戦ってくれる人がいる。その想いがあれば、自分はどこまでも強くなれることを知った。

「それだけ言えるなら私からは何も言うことはない。生き残れ、タカト」

　タカトの返答に満足したように、グレオノは頷うなずいた。戦士として強く在る少年を、グレオノは同じ戦場を駆かける戦友だと認めたのだ。

　そんな父の姿にレミドナは誰より驚いた。気難しい父がこんな風に操縦者を認めるのはいつ以来だろうか。

　多くの人の心を変えていく、そんなタカトの成長にレミドナは楽しげに目を細める。たったの数日でこんなにも大きくなった少年が、これから先どんな風に自分を取り巻く世界を変えていくのか、心から楽しみに思ったから。

　そして、新たにタカトに近づく二人――シャリエとアリウスだ。

「シャリエ、それにアリウスさんも。見送りにきてくれたのか」

「うん、せめてこれくらいはしたいから。タカト、絶対に無事で帰ってきてね。タカトのこと、ずっとずっと待ってるから」

「約束する、絶対無事にシャリエのもとに帰ってくる。シャリエに強さを分けてもらったから、絶対に負けないから……だから、信じて待っていてほしい」

「うん……竜神様、タカトのこと、お願いします。私の大切な人を、守って下さい」

「ぐぁふ」

　足元のドルグオンを優しく撫なでるシャリエと、嬉しそうに声を漏もらす小竜。

　そして、タカトはアリウスが腕うで輪わをつけ、ザージエスビータを肩に留めていることに気付いた。まさかと思い、タカトは恐おそる恐る訊たずねかけた。

「あの、アリウスさん、もしかして戦場に……」

「ははは！　もちろんだ！　私の愛する鎧機アマンズトを、人類の守護者を己が欲望のために用いるなど言語道断！　私とタカト君のザージエスジェイドで黒幕を叩きのめしてくれよう！」

　胸を張って言い切るアリウスにタカトは言葉を失う。確かに先日、アリウスはタカトの血によって新たな鎧機アマンズトザージエスジェイドを生み出すことに成功していた。

　だが、まさかそれに自身が乗って戦うなど、タカトは微塵も考えていなかった。なにせタカトの知るアリウスは操縦者ではなく錬れん金きん術じゆつ師しなのだから。

「え、えええ……い、いいのか、フィルメリア」

「いいの。今は一機でも戦力が欲ほしい時、お兄様と上位鎧機スペリオラを遊ばせておく手はないわ」

「でも、流石さすがにアリウスさんに鎧機アマンズトを、それもこんな決戦で操縦しろなんて無む茶ちやな……」

「問題ないわ。あなたもすぐに分かると思うから」

　あまりにフィルメリアがきっぱり断言するので、タカトもそれ以上何も言えなくなる。

　当のアリウスもビン底眼鏡を怪しげに輝かがやかせて笑うだけ。もし危ない状況になったらいつでも飛びこもうと誓ちかうのだった。

　やがて、作戦開始の時間となり、タカトたちは己おのれが相棒を鎧機化アマンズト・フアクタさせる。

　そして、ドルグオンに乗りこむ前に、タカトは心配そうに見つめるシャリエを振り返り、安心させるように力強く笑ってみせた。応えるように、少女も微笑んだ。

「それじゃいってくる！　シャリエ、すぐに帰ってくるから！」

「うん！　信じて待ってる！　タカト、頑張って！」

　シャリエの言葉に背中を押され、タカトはドルグオンの操縦席へと転移した。ベルトを締め、両手で左右の操そう縦じゆう桿かんを軽く握る。熱く燃える心と共に、少年は口を開く。

「竜神様、俺に力を貸して下さい。またシャリエと会うために、この最後の戦いに勝って生き残るための力を――タカト・ナガモリ、竜鎧機ドラグ・アマンズトドルグオン、出ます！」

　足元のスロットルペダルを強く踏み込み、ドルグオンは大空へと飛ひ翔しようした。

　大空に溶けるように小さくなるタカトとドルグオンの姿を、シャリエは見えなくなるまで見送り続けていた。両手を組み、必死に心の中で祈りながら――どうか竜神様、私の大切な人を守って下さい、と。




　聖リメロア王国、その総力をあげた鎧機アマンズト部隊が並んで空を翔かける様は圧巻だ。

　五機一隊の編成を組むヴァリエラドが三百機と空を埋うめるように飛ぶ光景を、タカトはモニターで覗のぞいて息を呑のむ。

　鎧機アマンズト好きのタカトにとって、この光景は一生忘れられないものとなるだろう。だが、彼以上に興奮している男が通信機越ごしに騒さわいでいたりした。

『はっはっは！　どうだタカト君！　これぞ聖リメロア王国が誇ほこるヴァリエラド編隊！　国の守護者が一いつ斉せいに戦場へ整然と向かう様は素晴らしいだろう！』

『お兄様、うるさいです』

　通信機越しに妹に怒られているアリウスについつい笑ってしまいながらも、タカトはリャシャ山脈へ向けて飛行を続ける。

　目的地はリャシャ山脈でタカトたちが見つけた洞どう窟くつだ。その一帯および内部に存在する全ての敵機を殲滅すること、そして洞窟内に存在するであろう生産拠点の破は壊かいが今回の任務となる。

　そのための作戦だが、細かいものはない。洞窟上空を飛んでいる虫鎧機イセク・アマンズトを撃げき破はしつつ、タカトたち上位鎧機スペリオラによって洞窟の最深部を目指す。ヴァリエラド隊は敵機の掃そう討とう、タカトたちは先行することが役割だ。

　もし生産拠点があるなら、少しでも早く叩いておかなければ、次々に敵の援えん軍ぐんが来てしまうかもしれない。それを防ぐために、上位鎧機スペリオラの少数精せい鋭えいによって洞窟内部へ先行するというわけだ。

　よって、タカトたちは敵を無理に叩く必要はない。進軍の邪じや魔まになる機体だけを叩きつつ、奥へ切り込こむことを心がけることを必要とされる作戦だった。

『もうすぐ目的地につくわ。みんな、心の準備はいいかしら。ここからはずっと戦い続き、休む暇ひまなんてないわ。覚悟だけはしておいて』

　間もなく目的地という地点まで辿たどり着つき、フィルメリアの言葉にタカトは気を引き締め直した。もうすぐ決戦が始まる。この国の未来を賭かけた、大きな戦いが開始される。

　熱くなる心を抑おさえながら、タカトは右手を胸に当てる。一人で戦っている訳ではない、一緒に戦ってくれる人がいる。そう思うだけで心の重さも何もかもから解き放たれ、どこまでも羽ばたける。心を整え終え、覚悟を決めてタカトは戦場へ向かうのだった。




　目的地、洞窟の上空付近の空へ抜ぬけたタカトたちだが、目の前に広がる光景に絶句する。

　上空を埋め尽つくすほどの蜂型ヴエスプ・タイプと甲虫型ケーフア・タイプの群れ。その数はヴァリエラド隊と同数かそれ以上に上りかねないほどだ。

　以前の偵てい察さつのときとは比べ物にならない、空を塗ぬりつぶすような敵集団を見つめながら、ザージエスジェイドを駆るアリウスが感心したように言葉を紡いだ。

『どうやら私たちが攻せめることを知っていたかのようだな。まるで我らを歓かん迎げいするような敵の配置、手際の良さ、あまりに準備が良過ぎる』

『まさか……攻め込む作戦を立てたのは昨日だというのに、いったいどうして』

『昨日、フィルメリアやタカト君と交戦して、この場所を知った我々がすぐに攻めてくると読んだのだろうな。敵は随ずい分ぶんと我らの思考を見み透すかしてくれているようだが……ふむ、何の問題もない。我らの手が知られたところで、我らのやることに変わりはなかろう？』

『その通りです。鎧機アマンズト各機へ！　前方に無数の虫鎧機イセク・アマンズトが現れたわ！　作戦通り、敵の全てを殲せん滅めつします！　敵の数に惑まどわされず、落ち着いて一機一機対処して頂ちよう戴だい！　これより全機による一いつ斉せい砲ほう撃げきの後、敵てき陣じんに突っ込むわ！　撃うつタイミングを私に合わせて！　さん、に、いち――今よ！』

　フィルメリアの声と同時に、各鎧機アマンズトに搭とう載さいされた砲撃器より光と魔ま弾だんの嵐が敵機たちへ降ふり注がれた。

　上空の各かく所しよで爆ばく発はつ四散する虫鎧機イセク・アマンズトたち。その爆ばく風ふうを身に纏まとって現れる夥おびただしい数の敵機の中へ、タカトたちは迷わずスロットルを踏みこんで突とつ入にゆうした。

　リャシャ山脈上空、ここに聖リメロア王国の存亡をかけた過去類を見ないほどの大決戦が幕をあけるのだった。




　一斉射しや撃げきの後、タカトは洞窟へ向けてドルグオンを加速させた。

　だが、あまりに敵の数が多過ぎた。加速する竜神の前に立ち塞ふさがるように無数の蜂型ヴエスプ・タイプが浮ふ遊ゆうする。ドルグオンを捕ほ捉そくし、蜂型ヴエスプ・タイプは尾おの巨きよ大だい針ばりを一斉に解き放った。

　六本もの螺ら旋せん針ばりを、タカトは左ペダルを踏み込み、鎧機アマンズトの高度をあげることで回かい避ひする。だが、直進速度は落とさない。機体の流れた動きを利用して、近くにいた蜂型ヴエスプ・タイプへ有線式クローを放って撃げき墜ついした。

　移動しつつ、武器設定を大剣へと切きり替かえながら、タカトは周囲の敵数をモニターで確かく認にんした。

「十機……流石に簡単には行かせてくれないか。とにかく足を止めちゃ駄だ目めだ。ヴァリエラド隊が敵を引きつけてくれている間に、なんとか洞窟に飛び込まないと」

　タカトたち上位鎧機スペリオラの進む進路外の敵、その全てをヴァリエラド隊が正面から相手をしていた。これだけの大規模戦闘だ、互いが無事で済むはずもない。聖リメロア軍は蜂型ヴエスプ・タイプを次々撃墜しているが、その一方でヴァリエラドにも犠ぎ牲せいは出ている。

　モニターに時々映し出される、地に落ちていくヴァリエラドにタカトは唇くちびるを噛かみ締しめる。助けに向かっても意味がない。彼らには彼らの役目があるように、彼には彼の役目がある。

　タカトが今為なすべきことは、一刻も早く洞窟内の敵と施し設せつを叩たたくこと。それが何より戦いを早く終結させる方法なのだから。

　大剣で進路上の敵を薙なぎ払はらいながら、タカトは前進を止めない。だが、多勢に無勢、三機倒せば六機、六機倒せば十二機の蜂型ヴエスプ・タイプが姿を現していく。

　敵機から放たれる散さん弾だんは一いち撃げき一いち撃げきが弱く、ドルグオンの堅けん牢ろうな装そう甲こうを貫つらぬくには至らないが、あまりに量が多く、足止めには十分過ぎるほどの意味を持つ。

「くっ、散弾が多すぎて前に進めない！」

　散弾の雨を回かい避ひしながら、彼は顔を顰しかめた。ドルグオンの自慢の機動力も、この弾だん幕まくではうまく活いかすことができないのだ。

　このままでは前進できないと悟り、迂う回かいしようとしたタカトだが、その必要はなかった。

　天から降り注ぐガトリングの嵐によって次々と蜂型ヴエスプ・タイプが大地に落ちていく姿に、タカトはそれが誰だれの手による援えん護ごかを即そく座ざに理解する。機体を確認しないまま、通信機に向かって礼を告げた。

「ありがとう、フィルメリア！　助かった！」

　ドルグオンの上空を翔ける紅の鳥鎧機ガルダ・アマンズト、イーグレアス――真紅の相棒を駆るのは、月の女神フィルメリアだ。翼つばさを大空に広げ、イーグレアスはタカトの進路上の敵に向けて槌つち状じよう銃じゆうの砲ほう口こうを向け、巨大な光の柱を放った。

　眩まばゆいばかりの光線に次々と呑のみ込まれる蜂型ヴエスプ・タイプたち。進路を確保したことを確認して、彼女はタカトに指示を出した。

『その高度を維い持じしたまま前に向かって！　私も高度を落としてタカトと合流するわ！　後方はホースレブカとブルディレオが固めてくれているから、あなたは前だけを警けい戒かいして進みなさい！』

「了りよう解かい！」

　フィルメリアの指示に頷き、タカトはスロットルを踏ふみ込み直す。大きく羽を広げ、ドルグオンは開かれた空路を翔け続けた。

　蜂型ヴエスプ・タイプを大剣で斬きり飛ばし、敵の巨大針を避さけ、敵を叩き落おとしながら、タカトは上空から降りてきたイーグレアスと合流を果たす。

　互いに並んで飛翔して、前方の敵を撃ち落としていく。神竜と紅鳥の舞は蜂如ごときでは止められない。息のあったコンビネーションによって、二機はいち早く蜂群を脱だつ出しゆつした。目的の洞窟まであと少し。

　だが、ここからが更さらに困難な道となる。この先の敵は足が速く先行した蜂型ヴエスプ・タイプではなく、鈍どん足そくだが堅牢な甲虫型ケーフア・タイプたちだ。

　甲虫型ケーフア・タイプは、自分から敵を襲おそってくるタイプと、洞窟の入り口付近に密集して守りに入っているタイプの二種類が存在していた。それはまさしく人の意思が機体に植え付けられている証明だ。

　道を阻そ害がいする甲虫機ケーフア・タイプたちをモニター越しに見つめながら、タカトはフィルメリアに訊ねかけた。

「入り口が固められている。砲撃を放って散開させた隙すきに突入できるだろうか」

『それだと洞窟内で挟はさみ撃ちにされる可能性があるわね……本当なら、このまま突入してしまいたかったのだけれど、あの鎧機アマンズトたちからは明らかに侵しん入にゆう者しやを拒こばもうとしているもの。こうなったら、この甲虫型ケーフア・タイプもヴァリエラド隊との乱戦に巻き込んでしまう必要があるわ。ヴァリエラド隊がこの場所に追いつくまで、私たちは入り口付近の甲虫型ケーフア・タイプの数を減らすことに努めましょう』

「分かった！　それじゃ、俺がドルグオンで切り込んで陽動を――」

『――その必要はない！　タカト君、君はフィルメリアと共に背中を守り合い、確実に数を減らすことに専念したまえ！　露つゆ払はらいは私が務めさせてもらおうか！　タカト君を頼たのんだぞ、妹よ！』

「え、えええ!?　アリウスさん!?」

　通信機越しに聞こえたアリウスの声に、タカトは驚きの声を上げる。

　ドルグオンとイーグレアスの上空を一機で翔け抜ける緑の旋せん風ぷう、ザージエスジェイド。

　単独先行するアリウスに、無む謀ぼうだとタカトは慌あわてて追いかけようとするが、それをフィルメリアが制止した。そして彼女は衝撃の真実を突つきつけるのだった。

『タカト、撹こう乱らんはお兄様に任せましょう。私たちはお兄様の切り込みによって動きの乱れた甲虫型ケーフア・タイプを叩いていくわよ』

「そんな無茶な!?　単独であの群れに向かうなんて、あまりに無謀過ぎる！　ましてやアリウスさんは操縦者になったばかりなのに……フォローにいかないと！」

『その必要はないわ。タカト、あの人は心配するだけ無む駄だよ。お兄様が撃墜されるなんて絶対にありえない』

「ど、どうしてそこまでハッキリ言い切れるんだ」

『簡単よ。お兄様は――アリウス・ルルーク・リメロアは、聖リメロア王国一の「操縦者」だから』

「え……」

　タカトの驚きを置いて、アリウスはザージエスジェイドを駆り、甲虫型ケーフア・タイプの群れの中へ切り込んだ。

　獲え物ものを感知し、ザージエスジェイドに群がろうとする甲虫型ケーフア・タイプたち。その光景を眺めながら、アリウスはゆっくりと眼鏡を外した。

　ビン底眼鏡の奥おくから現れるは鋭するどく美しい切れ長の瞳。レクスやフィルメリアとの血縁であることを証明するかのような、誰もが見み惚とれるほどの美青年。敵に群がられても、アリウスは慌てることなく眼鏡を懐ふところにしまい、口元を歪ゆがめて操縦桿を握る。

「残念だが、中身のない人形如きに私の命は殺やれんな。鎧機アマンズトの強さとは人の悪意に操られた人形の強さではない――教えてやろう！　鎧機アマンズトの真の強さとは、共に歩む人間の魂たましいによって引き出されるものだということを！」
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　スロットルを踏み込むと同時に、アリウスは右手の操縦桿を操あやつり、甲虫型ケーフア・タイプに猛もう攻こうをかけた。ザージエスジェイドの四枚羽から放たれる十二の有線式ビーム砲。まるでその全てが己の手足であるかのように自在に操られた遠えん隔かく砲撃によって、次々に甲虫型ケーフア・タイプの体を貫つらぬいていく。堅牢な鎧を持ち、一いち撃げきで貫けずとも、二つ三つと砲撃を重ねることで確実に撃破を行う。空を自由に翔け回りながら、決して外すことは無い的確な射撃。

　敵機の位置を正確に把は握あくし、敵が一直線に重なったとき、アリウスは瞬しゆん時じに武器を切り替える。ザージエスジェイドの反そり返った尾が鎧機アマンズトの頭上から現れ、その先せん端たんから真っ直ぐにレーザーが放たれた。

　恐ろしい程の貫かん通つう力りよくの込められた一撃は、甲虫型ケーフア・タイプを一気に三機も貫いてしまう。イーグレアスの砲撃が広範囲殲滅なら、ザージエスジェイドの砲撃はまさしく一点突破。

　たった一機で暴れ回るアリウスに、タカトは操縦を忘れて見入ってしまう。そんな彼かれに、フィルメリアは少しばかり笑って説明する。

『分かったでしょう？　この国で一番鎧機アマンズトを操れる人、それは私でもレミドナでもグレオノでもない、お兄様なのよ。『神々の血脈』の問題ゆえ、己の意思を持つ上位鎧機スペリオラに選ばれなかっただけ。ヴァリエラド同士の模も擬ぎ戦せんでは私たちの誰も勝てないくらいなんだから』

「凄すごい……これが、聖リメロア王国の……この国のエース。驚きでしかない」

『さあ、お兄様ばかりに負担をかけさせる訳にはいかないわ。私たちも甲虫型ケーフア・タイプを叩いていきましょう。それとタカト――あなたも十分過ぎるほど私たちを驚かせているのよ』

「俺が……？」

『いくら竜鎧機ドラグ・アマンズトに認められたとはいえ、たった数日で私たちと肩を並べた人間に驚かずして何に驚くと言うの。多分、いいえ、間ま違ちがいなくお兄様を超こえるのは他の誰でもなくあなたなのでしょうね。私はずっとお兄様を超えることが目的だったから、それが少しだけ悔しくて……それ以上に嬉しいわ。タカトなら許せるって思えるんだもの、人の感情って不思議ね……それじゃ、いきましょう』

　通信機の向こうで微笑ほほえみ、フィルメリアはタカトに合図を送り、共に甲虫型ケーフア・タイプへ砲撃を開始した。イーグレアスとドルグオンは互いに背中を預け、周囲の甲虫型ケーフア・タイプを強力な火力によって次々と撃ち落としていく。

　途と中ちゆう、撃ち落とし漏らした敵機が接近するが、竜りゆう神じんの大剣による守りを崩くずせない。鍔つば迫ぜり合い、甲虫型ケーフア・タイプが電撃を放つよりも早くイーグレアスが超ちよう近きん距きよ離りから砲撃を放って消し炭へと変えた。

　そして、後方より三人に近づく二機の上位鎧機スペリオラ。タカトたちの後方を守り支えていたレミドナとグレオノだ。

　彼らは先行組の背後の安全を保ちつつ、ヴァリエラド隊の先導も行っていた。つまり、彼かの女じよたちがここに来たということは、ヴァリエラド隊の戦場が押おし上げられてきたということだ。甲虫型ケーフア・タイプを大おお鎌がまで両断しながら、レミドナは言葉を紡つむぐ。

『お待たせ！　蜂型ヴエスプ・タイプは大分叩いたし、ヴァリエラド隊がこれから甲虫型ケーフア・タイプを抑おさえることができる。私たちも突入に加わるよ！』

『ありがとう、レミドナ、グレオノ！　タカト、お兄様、聞いた通りよ！　これより上位鎧機スペリオラで洞窟に突入するわ！』

「了解！」

　洞窟入り口を固めている甲虫型ケーフア・タイプに向けて、イーグレアスとブルディレオが一ひと際きわ強力な砲撃を解き放つ。

　甲虫型ケーフア・タイプが散り散りとなった箇所を目がけて、五機が一斉に突入する。彼らを追おうとした敵機だが、後方からヴァリエラド隊による一斉射撃によってその足を強ごう引いんに止められた。

　ヴァリエラド隊の援えん護ごに感謝し、彼らの撃ち漏らしを確実に処理しながら、タカトたちは薄うす暗ぐらい洞窟内部へと突入した。

　その洞ほら穴あなは大きく、通路でも高さにして六十メートルは超えているだろうか。二十メートル弱の鎧機アマンズトが悠ゆう々ゆうと入れるほどの高さと広さがある。

　道中には蜂型ヴエスプ・タイプや甲虫型ケーフア・タイプが配備されているが、もはや彼らでは足止めすらできない。

　落ち着いてフィルメリアは各機に指示を出す。

『洞窟通路での砲撃は落らく盤ばんを誘ゆう発はつするかもしれないから極力使わないで！　ドルグオンとホースレブカが先行、接近戦で叩き落として！　残る三機で二機を援護するわ！』

『あいよっ！　それじゃいこうかタカト、聖リメロア王国の死神の強さを見せてやるとするかねえ』

「了解！　ドルグオン、先行する！」

　低空を翔けながら、ドルグオンは大剣で、ホースレブカは大鎌で容よう赦しやなく敵を刻んでいく。

　いくら頑がん強きような甲虫型ケーフア・タイプでも、加速の付いたパワー型の二機は止められない。次々と迫りくる虫鎧機イセク・アマンズトを切り捨て、全機は洞窟の奥へと急ぐのだった。




　奥に進み続け、敵を薙ぎ払い、タカトたちはついに洞窟の最さい奥おう部ぶへと辿り着いた。

　通路を抜けた先、それは地下にできた大空洞。縦横に広々と広がる巨大な空間は、鎧機アマンズトが自由自在に飛行するほどの余よ裕ゆうがある。しかし、洞窟内でありながら暗くら闇やみに染まることはない。その理由を理解したアリウスが言葉を紡ぐ。

『壁かべに埋め込まれているのはラルトナ石だな。ほぼ恒こう久きゆう的てきに光を放つことから明かりとして用いられている鉱石だが、この大陸で産出された記録は無い。恐らく、遥はるか昔に何者かが埋め込んだのだろう』

『では、この洞穴は人工的なものであると？』

『その可能性が高いな。恐らく、歴史に埋もれた遺い跡せきを今回の黒幕が発見し、利用しているのだろう。年代的には二千年ほど前か……？』

『――その通り。この地は今より二千二百年ほど前、聖リメロア王国と争いを繰り広げた悪あつ鬼きどもの住すみ処かだったものだ』

「っ、誰だ!?」

　通信機から聞こえてきた聞き慣れない老人の声に、タカトは声を荒あらげて訊ねかけた。

　周囲にカメラを回すが、声の主らしき鎧機アマンズトも何も存在しない。だが、彼以外の者はその声の主を理解したらしい。

　押し黙る面々を置いて、やがてフィルメリアが感情を押し殺ころすような声を放つ。

『どこに隠かくれているの。姿を見せなさい――ブロルカ・ルルーク・リメロア！』

　フィルメリアが告げた名前、それは彼女の伯父おじにして現国王の実兄の名だった。

　錬金工こう房ぼうの前の長にして、彼女たちに上位鎧機スペリオラを授けた人物。彼女の要求に、通信機から聴こえてくる老人の声。

『姿を隠しているつもりはないのだがな。前方の台座をよく見るがいい』

　その声に、タカトたちは空間の中央に位置する四角の台座の上へとカメラを向けた。

　二十メートル四方に広がる少しばかり浮き上がった祭さい壇だんのような場所。そこにローブを纏まとった老人が佇たたずんでいた。

　彼の周囲に集まる鎧機アマンズトたち。その様子を満足そうに眺めながら、男は言葉を口にする。

『我わが箱庭にようこそ。王国の血脈を継つぎし者たち、そして『歴史の竜』に選ばれた異界の者よ――君たちの来訪、心から歓かん迎げいしよう』

　鋭するどい瞳をした老人に、タカトは怒いかりを必死に押し殺しながら操縦桿を強く握にぎり締める。正体不明の虫鎧機イセク・アマンズトを生み出し、国を争いで包つつみ込んだ男――ブロルカ・ルルーク・リメロア。全ての元げん凶きようがその姿を現したのだった。







七章　狂った国士の夢の果て







　台座の上に立つ白しら髪がの老人――ブロルカ・ルルーク・リメロア。

　姿を見せたブロルカに対し、タカトが言葉を発するより早く他の機体が行動に出る。

　イーグレアス、ザージエスジェイド、ホースレブカ、ブルディレオが武装をブロルカへと突き付けたのだ。人間の身に対し、あまりあるほど巨大な武器を突き付けられても老人に動どう揺ようは無い。表情を変えることなく、手に持つ通信機に語りかける。

『久しぶりの再会だというのに、随分と物ぶつ騒そうではないか』

『ほざいてくれる。王国に正体不明の鎧機アマンズトを差し向けた貴様が言えたことか』

『グレオノの言う通りよ。ブロルカ……まさかあなたが今回の事件の首謀者だったなんて思いたくなかったわ。他の誰よりも聖リメロア王国の存続と繁はん栄えい、そして民たみの幸福を望んでいたあなたが、まさかこんなことをしでかすなんて』

　悲痛なフィルメリアの声に、ブロルカは言葉を返さない。それがタカトの感情を激しく揺ゆさぶった。鎧機アマンズトの右みぎ腕うでを突きつけ、少年は感情のままに叫さけんだ。

「どうして何も答えない！　死んだんだぞ！　お前のせいで、アンベルさんが、ラミエラさんが死んだんだぞ！　街の人にだって犠牲が出たんだ！　それをお前っ！」

『そうか、犠牲者が出たか。だがそれは仕方のない犠牲だ』

「何だと……」

『犠牲者が出れば出るほど、偽りの平和に淀よどんだリメロアの民の心に危機感が植え付けられる。鎧機アマンズトの脅きよう威い、恐きよう怖ふを二度と忘れぬようにな。だが、まだ足りぬ。所しよ詮せんは辺境の街の人間が死んだだけ、王都の人間の首元に刃はを突きつけねば人々は真の恐怖を味わえぬ』

　淡々と語るブロルカに、タカトは動どう揺ようせずにはいられなかった。

　ブロルカはドルグオンに視線を向け、じっとタカトを見つめ返した。まるで全てを見透かすような冷たい瞳に、彼は言葉を失ってしまう。

『タカト・ナガモリか。「神々の血脈」にして異界より現れた来訪者。そして「歴史の竜」ドルグオンに選ばれた少年』

「な、なんで俺おれのことを……」

『お前のことだけではない、ワシは王国の情報は全て掴つかんでいる。今日この時この場所を訪おとずれることも知っていた。生み出せるのは大型の虫鎧機イセク・アマンズトだけだと勘かん違ちがいしていたか？』

　話しながら、ブロルカは指をそっと差し出した。その指に止まるのは、原形の大きさであるザージエスビータ。その姿を眺めながら、アリウスは忌いま々いましげに言葉を吐はき捨てた。

『……監かん視ししていたか。虫鎧機イセク・アマンズトだけでなく、己の目として機能させたザージエスビータを放っていたとは……』

『然しかり。ワシが生み出した虫鎧機イセク・アマンズト、そしてザージエスビータの全てはワシの目として動いてくれる。見抜けなかったか、肝かん心じんなところでお前は詰つめが甘あまい。事件の元凶がワシであることも、冷静に考えれば即そく断だんできただろうに、下らぬ感情がお前の思考を鈍らせる』

『黙れっ！』

　声を荒げたアリウス、その姿はいつも飄ひよう々ひようとしている彼が初めて見せた素顔かもしれない。

　ブロルカの言葉に、彼の実弟であるグレオノは感情を押し殺した声で訊ねかけた。

『監視していたならば、行動を起こす前に叩くこともできたはずだ。何故なぜしなかった』

『そんなことをして何になる？　ワシはこの大陸全ての民に鎧機アマンズトの重要性、そして恐怖を叩き込まねばならん。この国の弱り切った鎧機アマンズト、その全力を正面から捻ねじ伏せて初めてワシの望みは達成する。国の民の全ての意識を塗り替えるほどの衝しよう撃げきを与あたえねば意味がない』

『分からないわ……ブロルカ、あなたの目的は何？　無数の鎧機アマンズトを用いて、いったい何を企たくらんでいるというの？』

『ワシの望みなど一つしか存在せぬ。ワシの望みは聖リメロア王国の永遠の繁栄のみ』

「繁栄のため、民のためと言いながら、リメロアに刃を向けているじゃないか！　アンタの言っていることは滅め茶ちや苦く茶ちやだ！」

『瞳ひとみに映る光景しか見えてない人間には分かるまいよ。このリメロアが今、どれほどの危機に瀕ひんしているか。その危機を民どころか王家の者すら正確に理解しておらぬ。この王国は仮かり初そめの平和というぬるま湯につかり、自身の体に巣食う病びよう魔まの存在にすら気付けない。愚おろかにも鎧機アマンズトなど不要と叫ぶ馬ば鹿かも出てくる』

　ブロルカの言葉に、タカトは以前アンベルやラミエラに教えてもらったことを思い出す。

　ヴァリエラドの操縦者を志望する者の減少、それはこの国で頭の痛い問題であった。倒たおすべき相手もなく、仕事と言えば街の警護という名の辺境勤務。かつては守護者として活かつ躍やくした鎧機アマンズトも、ただの出番のない巨大兵器と人々はみなしてしまっていた。

　タカトは知る由よしもないことだが、ヴァリエラドは維い持じするにも金がかかる。そのため、貴族たちからその数を減らすように何度も声があがっていた。

　鎧機アマンズトは役に立たない、使う機会のない兵器に金をかける必要はない。そんな空気がこの国には生まれ始めていたのだ。軽く息を吐つき、ブロルカは話し続けた。

『それだけではない。ギルナガン帝国が聖リメロア王国を含めた他国から鎧機アマンズトの錬れん金きん術じゆつ師しを引き抜いていることは知っているか？　そして、ギルナガン帝国はレドナ水すい晶しようの主要産出国。これだけで我らは脅きよう威いを感じるに値する情報だ』

『それは……ギルナガン帝国が鎧機アマンズトを秘密裏に生み出そうとしていると？』

『研究を推し進めているのは事実。外敵が存在せぬ今、他国が鎧機アマンズトの研究を推し進めている理由など考えるまでもあるまい。お前たちが偽りの平和に浸ひたっている中で、奴等は着々と準備を進めている。だからこそ、ワシはレクスに幾いく度どとなく進言した。敵の戦力が揃わぬ内に、お前たちがまだ上位鎧機スペリオラを扱あつかえる内に戦争を仕掛けろとな』

『そんなことできる訳がないでしょう!?　戦争なんてすれば、いったいどれほどの民が犠牲になると思っているの！』

『ならば黙って敵の侵攻を受けろと言うか！　まともに鎧機アマンズトの揃わぬこの国が、平和ボケした人間たちが、準備を整えた敵国の侵略を防げると思っているのか。これから先、愚かな貴族どもは鎧機アマンズトの削さく減げんへ動き、王家もその動きを止められぬだろう。民も同調するだろう。弱り切ったところを狙ねらって、他国の鎧機アマンズトが押し寄せる。そのような分かり切った未来を無む抵てい抗こうのまま受け入れ、聖リメロア王国が潰ついえる様を、民が蹂じゆう躙りんされる様を眺めていろと言うか！』

『……全すべては貴様の憶おく測そくに過ぎん。他国が戦争をしかけてくるという証しよう拠こも何もない』

『アリウス、目を背そむけたところで現実は変わらんぞ。この愚かな滅ほろびの流れを食い止めるには、国の全ての人間の意識を変えるしかないのだ。だからこそ、ワシは計画を実行した。鎧機アマンズトの恐きよう怖ふを、蹂躙される恐怖を民に教えるために、それに対たい抗こうするための手段の重要性を叩き込むためにな。それこそが、この国を、民を救うための――』

「――止やめろっ！」

　ブロルカの言葉を遮さえぎるように、タカトは悲鳴のような叫び声をあげた。

　壊こわれかねないほどに強く操縦桿を握りしめ、タカトはブロルカを睨にらみながら声を続けた。

「その口で、民のためなんて言うな！　勝手な理由を押し付け、その守るべき民を傷つけた人間が、誰かのためだなんて言うなっ！」

『これほど言ってもまだ分からぬか。所しよ詮せん、異世界の人間には国の民などどうでも……』

「大切な人たちだったんだ！　アンベルさんは、もうすぐ子どもの誕生日だから会うのが楽しみだって、何度も俺に話してくれたんだ！　ラミエラさんも、もうすぐ結婚するからって幸せそうに笑ってたんだ！　アンベルさんも、ラミエラさんも、幸せな日々を過ごしていて、明日も明後日あさつてもその先も、大切な人と笑いあう未来があったのに……それを、それをぶち壊したアンタがっ！　この国の人々の幸せなんて語るなっ！」

『その者たちの犠牲は無駄ではない。この戦いで流れた血をもとに多くの人々が幸せになる。それも分からぬ小僧が分かったようなことを言う』

「俺は十七年しか生きてないガキだけど、少なくともアンタが間違っていることくらい分かる！　アンタは国の未来を憂うれう自分の行動に酔よっているだけだ！　アンタの自己満足の計画のために犠牲になっていい人なんて、この世界にはたった一人だっていないっ！」

『――タカトの言う通りよ、ブロルカ』

　タカトの叫びを継ついだのはフィルメリアだった。

　その声は凛りんとして強く。ブロルカの訴うつたえを退けるように、はっきりと言い放つ。

『たとえどんな理由があっても、民たちを傷つけていい理由にはならない。あなたは二人の兵士だけでなく、多くの民の命を奪うばった。王家の人間として、いえ、同じ王家の人間だからこそ、あなたの罪は許せない。ブロルカ、あなたの罪、私たちが裁きます』

『やはり受け入れられぬか……甘いのだ、お前も、アリウスも、レミドナも、グレオノも、そしてレクスも。近い未来、必ずワシの語る終末が訪れるぞ。他国に蹂躙される、聖リメロア王国の悲ひ惨さんな末路だ』

『そうならないために尽じん力りよくするのが私たちの役割よ。そして、最悪戦争になったとしても、私たちは必ず民を守るわ。大切な人々を守るため――それが上位鎧機スペリオラと契けい約やくした者の役割なのだから。さあ、ブロルカ、抵抗は止めなさい。あなたを王都まで連行します』

『愚かな……ワシが素す直なおにこのまま捕つかまると思っているのか。なぜ、ワシがお前たちの前に現れたのか考えなかったか？』

『何を……』

『ザージエスジェイドだったか。アリウスよ。ワシと同じく、鎧機アマンズトの生み出し方を見つけたことには賞賛を贈ろう。だが、やはり発想はまだまだ青い。虫を鎧機アマンズトにして乗りこむのでは効率が悪かろう。それでは他の全てを一人で蹂躙することなどできはしまい』

　そう告げて、ブロルカはローブに包まれていた右腕をそっと翳かざした。ローブの中から現れた腕うで、それを見て一同は驚きよう愕がくする。その腕は人間の腕ではなく、昆こん虫ちゆうの足のようなものと化していた。ブロルカは異形の腕を撫なでながら語り続ける。

『鎧機アマンズトを生み出すに必要なものは素材となる生命体、核かくの素となるレドナ水晶、そして「神々の血脈」だ。だが、我らの血液は長い年月を経へて薄うすれてしまい、鎧機アマンズトを生みだすほどの力はない。ならば血液をどうするか。アリウス、お前は幸運にも「歴史の竜」に選ばれた異界の少年と出会うことができたが、当時のワシにはその血液を入手する方法がなかった。だが、ワシは諦あきらめることなどできなかった。考えたよ、どうすれば「神々の血脈」を手に入れることができるのか。答えはこの地にあった』

　そう告げ、ブロルカは周囲を見渡した。大空洞に広がる遺跡の残ざん骸がい、そして幾いくつもの白骨死体。古こ戦せん場じよう跡あとを見つめながら彼は語り続けた。

『この場所は二千年前、闇やみ神しん教きようを崇すう拝はいする集団と聖リメロア王国が大規模戦せん闘とうを行った戦場跡だ。当時、鎧機アマンズトを駆りぶつかり合っていたそうだが、あまりに激しい戦闘で何人もの操縦者が犠牲となった。その中には、当時のリメロア王も含まれていた。分かるか？　二千年も前のリメロア王の亡なき骸がらだ、さぞや濃こい「神々の血脈」を有しているとは思わんか？』

『貴様、まさか禁断の人工生命錬金を！』

『ワシの睨んだ通り、リメロア王の白骨をもとに復元した遺体、そこから生み出された血液はワシの求める水準に達していた。必要量の血液を確保した後、リメロア王にはもう一度静かな眠ねむりについてもらったがな』

『そこまで……そこまで堕おちたか、ブロルカっ！』

『何とでも言うがいい、全ては聖リメロア王国のため。全ての材料を得て、ワシは最強の鎧機アマンズトを生み出した。破は壊かい力りよくと強きよう靭じんさ、量産性、全てを兼かね備える、この国の未来を変える鎧機アマンズトをな。見るがいい、これがワシの研究成果の全てだ――人鎧機化ヒユーム・アマンズト・フアクタ！』

　ブロルカの声に反応するように、彼の体が紫むらさきの輝きに包まれる。

　全身を輝きで包み込むブロルカの変化に、フィルメリアたちは迷わず引き金を引くが一歩遅かった。

　巨大化するブロルカは銃じゆう弾だんの全てを弾はじいていく。ぐんぐんと肥ひ大だい化かするブロルカに、全機は距離を取った。そして、光が収まるとき、その化け物は姿を現した。

　大きさにして五十メートルはあるだろうか。漆しつ黒こくの頑強な兜かぶとと上鎧、そして下半身は肥大化し丸く膨ふくらみ、その横から大地に根付くような四本の足が生えている。全てを握り潰すような巨大な二本の鋏きよう手しゆ、そして背中に抱かかえる巨大な一門の砲台。巨大な女じよ王おう蟻ありのような鎧機アマンズトがドルグオンたちの前に現れた。そして、その鎧機アマンズトから声が響ひびいてくる。

『これぞワシの研究の到達点、「人間」を素体にし、虫の組織と「神々の血脈」、レドナ水晶を混じり合わせて生まれた最強の人鎧機ヒユーム・アマンズト、「ペシュメルギア」！　数多あまたの鎧機アマンズトを生み出すためのペシュメアントの能力、そして人の生命力の強さを併あわせ持った鎧機アマンズトよ。この鎧機アマンズトでお前たちを叩き潰つぶし、国民すべてに鎧機アマンズトの恐怖を叩き込こんだのち、ゆっくりと国の在り方を変えてくれる。全ては我が祖国、聖リメロア王国の永遠の存続のためにな』

「くるわよ！　各機、戦闘に備えて！」

　フィルメリアの声と共に散開を行う。その刹せつ那な、ペシュメルギアの胸部から拡散するように光が解き放たれ、タカトたちのいた場所を容赦なく貫いた。恐おそろしく速く鋭い射撃。各機は得物を握り、最強最悪の敵――人鎧機ヒユーム・アマンズトペシュメルギアへと挑いどむのだった。




　ペシュメルギアの解き放つ閃光の嵐あらし。スロットルペダルを全力で踏み込み、左ひだり操そう縦じゆう桿かんを後ろに倒してタカトは何とか回避した。

　彼らのいた場所をすり抜けた光の刃は洞どう窟くつの壁かべへと突き刺ささり、爆音と共に巨大な振しん動どうを発生させた。

　砂ぼこりに視界を遮られながらも、タカトは即座に敵の砲撃の危険性を理解する。威い力りよくはドルグオンの砲撃と同等かそれ以上。いくら強固な竜神でも、あれが直撃してしまえば無事に済むとは思えない。

　とにかく動きを散らして接近し、大たい剣けんを突き立てる、それがタカトの選せん択たくだった。巨きよ体たいを誇ほこるペシュメルギアならば小回りはきかないはず。敵を固定砲台のように好き勝手撃たせてはジリ貧になってしまう。

　彼と同じ判断を下したのか、砂煙の中からホースレブカも姿を現した。不規則な軌き道どうを描えがきつつ、近づいてくる二機に、ブロルカは口元を歪ゆがめて対応した。

『接近戦に持ち込むことを考えたか。だが、ペシュメルギアを簡単に攻略できると勘かん違ちがいしてもらっては困る。近づけると思うなよ』

　距離を詰めようとしたドルグオンとホースレブカに向け、ペシュメルギアから無数の散弾の弾幕が放たれた。下腹部が開き、そこから現れた二十を超こえる四連砲ほう門もん。ただの散弾ならばと強引に押し込もうとしたドルグオンとホースレブカだったが、それは叶かなわない。

　弾幕は一発一発が強烈。まるで弾け飛ぶように二機は後方へと押し返されてしまう。

「ぐううううっ！　なんて重いっ！」

『あ痛たたた……こりゃ蜂型ヴエスプ・タイプの散弾と同じ程度に考えちゃ駄だ目めだ、貰もらい続けると墜おちかねないよ！』

『蜂型ヴエスプ・タイプなどと一いつ緒しよにしてもらってはな。ペシュメルギアは全ての鎧機アマンズトの頂点に立つ性能を備えた、文字通り最強の鎧機アマンズトなのだ。そら、もう一つくれてやろう』

　後方へと押し返された機体に、ペシュメルギアは胸部から再び光の刃を拡散させた。必死に回避に努めながらもタカトたちは完全に遠えん距きよ離りに貼はり付けられてしまっていた。ペシュメルギアに近づくことができないのだ。

　例えるなら鉄てつ壁ぺきの要よう塞さい。堅牢な守りに加え、鎧機アマンズトを一撃で穿うがつ強力な武器を搭とう載さいしたまさしく悪夢の如き鎧機アマンズト。

　強引に後退させられてしまったドルグオンとホースレブカと入れ替わるように前に出たのはイーグレアスとブルディレオだ。射撃に特化した二機はタイミングを合わせ、砲口をペシュメルギアへと向けて砲撃を解き放った。

　全てを呑み込む光の砲撃だが、ペシュメルギアは動じない。回避行動に移ることなく、正面から光の奔ほん流りゆうをその巨体で受けとめたのだ。

　蜂型ヴエスプ・タイプや甲虫型ケーフア・タイプを呑み込み消し去るほどの威力を秘ひめた一撃だが、ペシュメルギアの体には傷一つ残されていない。わずかばかり後方に押し込まれただけだ。まさかの無傷に呆ぼう然ぜんとするフィルメリアとグレオノに、ブロルカはさも当然のように語る。

『面で捉とらえる砲撃ではな。その程度で貫けるほど、このペシュメルギアは生なま温ぬるくはない』

『そんな……イーグレアスとブルディレオの最強の一撃が通じないというの？』

『忘れたか、その機体をいったい誰が仕上げたのかを。砲撃の最大出力、性能、その全てがワシの頭に入っておる。いかに上位鎧機スペリオラだろうが、お前たちの鎧機アマンズト如きではこのペシュメルギアは崩せぬわ』

『ならば貴様の知らぬザージエスジェイドでっ！』

　イーグレアス上空から躍おどり出し、空を翔かけるザージエスジェイド。ペシュメルギアの砲撃を潜くぐり抜ぬけ、ザージエスジェイドの羽から解き放たれる十二の有線式ビーム砲。

　殲滅ではなく各個撃げき破はに特化した砲撃。それこそがザージエスジェイドの強み。

　だが、その砲撃を以もつてしてもペシュメルギアの装そう甲こうは貫けない。激しい爆風の中から、ザージエスジェイドに向けて放たれる弾幕をアリウスは必死に鎧機アマンズトを駆って回避する。

　その光景を眺ながめながら、ブロルカは大きく頷うなずきながら言葉を紡いだ。

『良い鎧機アマンズトだ。一人でそこまでの物を生み出すとは、流石さすがはワシの認めた弟子よ。だが、どれだけ優すぐれていようとも、ペシュメルギアに勝てる鎧機アマンズトなどこの世に存在しない』

『私は貴様を師などと思っていないっ！　鎧機アマンズトとは民を守るための力、それを私欲のために、民を傷つけるために用いる貴様などっ！』

『断言しよう。仮にお前がワシと同じ立場であったなら、必ず同じ選択をするはずだ。お前も気付いているだろう？　聖リメロア王国には最も早はや一刻の猶ゆう予よもないのだ。このままでは間違いなく鎧機アマンズトによる戦争が起こる、その土ど壌じようが完全にでき上がってしまっている。それを解決できるのは、ワシの計画以外に存在しない。人々の心に鎧機アマンズトへの恐怖を植え付け、危機感を煽あおらなければ、偽りの平和に溺おぼれた人間は目を覚まさぬぞ』

「それはアンタの一方的な決めつけだろっ！」

『む……タカト・ナガモリか』

　ザージエスジェイドへ放たれた光の刃を大剣で切り裂さきながら、タカトはドルグオンを駆ってペシュメルギアへ近づく。

　再び放たれる拡散砲を最小限の動きで回かい避ひするタカトに、目を見開いて驚おどろくのはブロルカだ。感心したように声を漏もらす。

『ペシュメルギアの攻こう撃げきに適応し始めたか……恐おそろしい適応力、才能、流石は「歴史の竜」に選ばれた異界人よ。だが、お前も自分の力の意味を全く理解しておらぬ』

「力の意味なら教えてもらった！　この力は、竜神様に分けてもらったこの力は、大切な人たちを守るための力なんだって！」

『ならばお前もワシの計画に力を貸せ！　「歴史の竜」ドルグオン、過去の歴史において人類の窮きゆう地ちにのみ姿を現した「神位鎧機デイヴアイン」に選ばれた人間ならば、ワシの計画が民のためになることが理解できるだろう！　ワシは大義のために戦っている！』

「大義のためなら無関係の人が何人犠牲になっても構わないのかよっ！　そんな馬ば鹿かげて破は綻たんした理想なんか、ドルグオンで叩たたき潰してやる！」

『力の意味も国の意味も理解せぬ愚おろか者ものが！』

　ドルグオンに向けられた散さん弾だんの雨をタカトは巧たくみに鎧機アマンズトを操って避さけ続ける。そして、回避しながらも前進する動きを決して止めない。

　ペシュメルギアという強敵を前にし、完全に解放された少年の天てん賦ぷの才。己おのれの手足のごとく、タカトはドルグオンを操ってみせる。そんな彼に何度目かも分からない驚きをフィルメリアは感じつつ、すぐに全機に指示を送る。

『ドルグオンの突とつ入にゆうを援えん護ごするわよ！　タカトの頑がん張ばりを無駄にしては駄だ目め！』

　イーグレアスを始め、他の鎧機アマンズトはタカトが少しでも動きやすくなるように援護射しや撃げきを行う。砲撃ではペシュメルギアの装そう甲こうは貫けないが、機体を動かしタカトへの攻撃を阻害することはできる。

　仲間たちの援護により、竜神は一気にペシュメルギアとの距離を詰つめていく。迷いも恐怖も全てを置き去りにして、ありったけの勇気を胸に抱いだいてドルグオンとタカトはペシュメルギアへと肉にく薄はくした。

　あまりの速さで弾だん幕まくを突破するドルグオンにブロルカは驚愕しながらも拡かく散さん砲ほうで迎げい撃げきを試みるが、ドルグオンの接近があまりに早過ぎた。

　対応できぬ無防備なペシュメルギアの腹部目がけて、ドルグオンは両手で握った大剣を突き出したまま突貫する。

　全力でスロットルを踏み込み、タカトはペシュメルギアへ躊ちゆう躇ちよなく突っ込んだ。全てを終わらせるための一撃を敵に突き立てるために。

「くらええええええええええっ！」

『ぬう！』

　強引に腕を振ふり回してきたペシュメルギアの一撃を潜り抜け、ドルグオンは漆黒の鎧機アマンズトの胸部にその大剣を突き立てた――はずだった。

　だが、胸に刺さると思われたドルグオンの剣は頑強な鎧を貫通することはなかった。

　先せん端たんのみが鎧に沈しずんだだけで、剣は止まってしまう。天国から地じ獄ごく、最大の好機が一転して最悪の窮地へと変わってしまったのだ。

　動きの止まったドルグオン、その致ち命めい的てきな隙すきを逃すほどブロルカは甘くは無い。胸部が輝かがやき、そこから反はん撃げきの拡散砲がドルグオンへ次々に撃うち込まれる。

「ぐううううう！」

　一発、二発と被ひ弾だんしてゆき、そのあまりに強烈な威力にドルグオンは制せい御ぎよ不能へと陥おちいってしまう。近づきすぎたが故ゆえに、至近距離から撃ち込まれて回避することも威力を減げん衰すいさせることもできなかったのだ。

　コントロールを失い、後方へ吹き飛ばされるドルグオンへ狙いを定め、敵機はこれまで使用していなかった背中の巨きよ大だい砲ほうに光を収束させていく。そして、ペシュメルギアは最強にして最悪の一撃をドルグオンへ向けて解き放ったのだった。

『少しばかり肝を冷やしたがな。いかに「神位鎧機デイヴアイン」であろうとワシの最高傑けつ作さくには勝てぬわ。絶望に呑み込まれ消え失うせるがいい』

『タカト君！　いかんっ！』

『――駄目っ！　タカト、逃にげてっ！』

「くそっ、くそおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　ペシュメルギアの大型砲から解き放たれた漆黒の光にドルグオンは呑み込まれてゆく。

　絶望を象しよう徴ちようするような黒き光に呑み込まれ、タカトは激しい衝しよう撃げきと共に意識を奪われていった。最後まで操縦桿を握る手を離すことなく。




　薄暗い操縦席の中で、タカトの瞳はゆっくりと開かれていく。

「っ……痛」

　揺たゆ蕩たうように朦もう朧ろうとした意識が、頭の痛みによって強制的に覚かく醒せいさせられる。それは気を失っていたタカトにとって、不幸中の幸いだったのかもしれない。

「頭を打って気絶していたのか。ペシュメルギアの一撃を喰くらって、それで……くそっ、すぐに立ち上がって戦列に戻らないと」

　操縦桿を強く握り、顔を上げたタカトだが、操縦席内部の異常に嫌いやでも気付いてしまう。

　明るさを失った操縦席、黒に染まり何も映し出さない前方モニター。初めて経験する事態に、彼はまさかと心当たりを呟つぶやいた。

「竜神様も、気を失っているのか……？」

　タカトの推測どおり、ペシュメルギアによる強烈な砲撃はドルグオンにも多大なダメージを与えてしまっていた。

　鎧機アマンズトとは生物兵器であり、命ある存在なのだ。操縦者である彼が激しい衝撃によって気を失ったように、機体が同じ状態に陥らないとも限らない。

　状じよう況きようを把は握あくしたタカトは、慌あわててコクピット内のあらゆる装置の操作を行っていく。

　操縦桿を動かしたり、ペダルを踏ふみこんだり、各種のスイッチを切り替えたりしてみるが、ドルグオンに反応はない。そのことが彼の心をさらに焦あせらせていく。

「竜神様、目を覚ましてください！　まだ外ではみんながブロルカと、ペシュメルギアと死闘を繰り広げているんです！　早く立ち上がらないと、みんながっ！」

　必死に何度も操縦桿を動かしながら、タカトは悲鳴のように声を上げる。

　このままドルグオンが停止し続ければ、ペシュメルギアの手によって仲間が一人、また一人と撃げき墜ついされていくだろう。

　アリウスが、グレオノが、レミドナが――そしてフィルメリアの命が。そして、この戦場で力ちから尽つきれば、シャリエと交かわした帰き還かんの約束も果たせないまま終わってしまう。

『タカトが元気になれるなら、タカトが笑え顔がおになれるためならなんだってする……タカトの心を守ること、それが私にできる戦いなんだから』

『タカト――私が必ずあなたを守るわ。シャリエがあなたの心を守るなら、私はあなたの背中を守る。あなたは絶対に死なせない。何があろうと、決してこの戦いで失わせたりしない』

　二人の声が、タカトの心にリフレインする。それは大切な少女たちが彼かれの心に与えてくれた勇気という名の光だ。

　気付けば震ふるえるほどに強く操縦桿を握りしめ、歯を食いしばり。タカトは絞しぼり出すように声を押し出だしていた。

「約束したんだ……シャリエに、必ず帰るって……フィルメリアの力になるんだって。それなのに、こんなところで終わるなんて、絶対に嫌だ！　俺はまだ、約束を果たしちゃいないんだ！」

　それはもはや魂たましいの叫びと言っても過言ではないだろう。熱を帯びる少年の叫びは、コクピット内に響き渡わたるほどに強く、熱く。

　必死に何度も操縦桿を動かし、タカトは心の叫びをドルグオンへとぶつける。

「約束したんだ！　シャリエと、フィルメリアと、必ず勝って戻もどるって誓ちかったんだ！　頼たのむ、竜神様！　俺たちはこんなところで終われない、終わっちゃいけないんだ！　ブロルカを討うつために、みんなを守るために！　シャリエとフィルメリアとの約束を果たすために！　もう一度だけでいい――俺の声に応こたえてくれ！　ドルグオン！」

　タカトが咆ほう哮こうした刹那、彼の右手首が激しく輝きを解き放った。

　眩まばゆい緑光が操縦席を照らし出し、その光に呼応するようにコクピット内のシステムが次々に立ち上がっていく。そして、暗くら闇やみに染まっていたモニターに映し出される『Divineデイヴアイン Systemシステム』の文字。

　緑光に輝くコクピット、そして画面に表示されたシステム。初めて経験するそれらの意味など彼には分かるはずもない。けれど、一つだけ理解できる確かなことがある。

「ありがとう、竜りゆう神じん様さま……俺の声に、応えてくれて」

　それは、タカトの叫びが竜神に届いたということ。彼に力を貸してくれるということだ。

　覚醒を迎え、もう一度共に戦うことを選んでくれた相棒に感謝を告げ、タカトは前を向く。

　大切な少女たちと交わした約束を胸に、タカトは操縦桿を倒し、スロットルペダルを強く踏みしめる。絶望という名の暗雲を、その手で切り開くために。




　戦せん況きようは完全に窮地へと追いやられていた。

　荒あれ狂くるうペシュメルギアの猛もう攻こうを、ザージエスジェイド、ホースレブカ、ブルディレオの三機が必死に止めようとするが抑おさえきれない。

　各機共に満まん身しん創そう痍いだが、一番酷ひどいのは他の誰だれでもないフィルメリアの駆かるイーグレアスだろう。彼かの女じよは地に落ちて動かなくなったドルグオンの前に立ち、その身を盾たてにしてトドメを刺そうとするペシュメルギアの攻撃を受けとめ続けていたのだ。

　自じ慢まんの羽は落ち、片腕は失われ。それでもなお、イーグレアスは膝ひざをつかない。必死に身を盾にしてドルグオンを守り続ける彼女を嘲あざ笑わらうように、ブロルカは言葉を紡つむぐ。

『健けな気げなことだ。翼つばさをもがれ、片腕すら失ってもなお小僧を守るか。そやつは二度と目覚めぬというのに』

「黙りなさいっ！　タカトは、タカトはやらせないっ！」

『なるほど、確かにワシのペシュメルギアを倒せる可能性があるとすれば、小僧の竜鎧機ドラグ・アマンズトだけだろう。だが、遅かった。ワシのペシュメルギアの最強の一いち撃げきをくらって無事に済むはずがなかろう。中の操縦者の命など、とうの昔に潰ついえておるわ』

「タカトは、タカトは殺させないっ！　守ると誓ちかったのよ、シャリエに負けないくらい、タカトを守るって……彼の背中を私が守るって約束したんだからっ！　あうっ！」

　吹ふき荒あれる光の刃に足を切り刻まれても、イーグレアスはドルグオンの盾になり続ける。

　絶対に逃げようとしない彼女の姿に、ブロルカは怪訝そうに訊たずねかけた。

『なぜそこまでして小僧を守る。それほどまでに「歴史の竜」と「神々の血脈」に状況をひっくり返してもらうことを期待しているか』

「……失いたくないからよ。タカトは、タカトはこれまで私たちのために誰よりも一いつ生しよう懸けん命めい戦ってくれた。強ごう引いんだったのに、無む理り矢や理りだったのに、それでもタカトは戦ってくれた。戦いなんて知らなかったはずなのに、平へい穏おんに暮らしたかったはずなのに、歯を食いしばって戦い抜いてくれたのよ……」

　それはフィルメリアのどこまでも真まっ直すぐな本心だった。

　戦力としての打算ではなく、一人の男の子として、決して失いたくないという想おもい。ここまでボロボロになってまで、タカトを守るために少女を駆りたてるその理由。

「戦いなんて怖こわいはずなのに、何でもないように笑って、必死になって……そんなタカトを格好良いと思った。シャリエや街の人を守るために覚かく悟ごを決めて戦うタカトを……この人を絶対に失いたくないと思った。『神々の血脈』だとか、竜鎧機ドラグ・アマンズトに認められたとか、そんなことを抜きにして、絶対に失いたくないと思ったのよ！　タカトは殺させない……タカトを守り抜くこと、それが私の意地と覚悟よ！」

『愚かな……王家の人間でありながら絆ほだされたか。お前も王としての器ではなかったということか。残念だ、フィルメリアよ』

　背中の巨大砲をイーグレアスに向けるペシュメルギア。それに気付き、慌あわてて他の三機が翔け寄ろうとするが、それより早くペシュメルギアから神の一撃が放たれた。

　暗くら闇やみの光が迫せまる中で、フィルメリアは自分の最期を悟る。これだけボロボロになった状態で、あの一撃をまともに受けてしまえば無事で済むはずがない。

　王家の人間として、国のために戦い抜いたこと、そのことに後こう悔かいはない。ただ、心残りがあるとすればただ一つ。操縦桿からそっと指を離はなし、フィルメリアはそっと微笑ほほえみながら言葉を紡ぐ。それは姫ひめとしてではなく、一人の女の子としての言葉で。

「――タカトと沢たく山さんお話しする約束、叶えられなかったわね……タカトのこと、もっと沢山知りたかったのに……それだけがちょっとだけ、悔くやしいな……ごめんね、タカト」

　敵の砲撃を前に、フィルメリアは己の死を受け入れようとした――次の瞬しゆん間かん、奇き跡せきはここに成る。彼女の背後から、まるで爆発するかのように緑の輝きが解き放たれたのだ。

　洞窟中を照らし出すように吹き乱れる緑光。フィルメリアが思考する間もなく、輝きの中に存在する、荒れ狂う緑を纏まとった機体がイーグレアスの前へと飛び出していく。

　そして、ペシュメルギアから放たれた暗黒の一撃を前に、その鎧機アマンズトは恐れることなく手に握る大剣を振り抜いたのだ。

　緑の輝きに刀身を包まれた新たな竜りゆう剣けん。その一刀は闇の奔ほん流りゆうを切り裂き、斬ざん撃げきの余波で生まれた風の刃は、遠く離れたペシュメルギアの胸部を浅く切り裂いてみせた。

『ぬううっ！　なんと、このペシュメルギアの鎧を！』

　最強の一撃を止められ、さらに堅けん牢ろうさを誇ほこる鎧に傷を刻まれて、ブロルカは驚かずにはいられない。眉まゆ根ねを寄せ、彼はモニターに映る鎧機アマンズトを険しい表情で睨みつける。

　ボロボロになった少女を守るように、彼女の前に雄お々おしく降臨するのは最強の竜神ドルグオン。そして、絶対に譲ゆずれない意地を貫つらぬき通した少年だ。

　フィルメリアを守ると、彼女の力になると少年は誓った。ならば、その約束がここで果たされなければいつ果たすというのか

　絶対に少女を守り抜くという強固な意志を滲にじませる背中に、フィルメリアは一いつ瞬しゆん見み惚とれ、そしてゆっくりと言葉を紡ぐのだった。

「信じていたわ……あなたなら必ず立ち上がってくれるって、絶対に生きているんだって――おかえりなさい、タカト」

『ありがとう、フィルメリア……こんな俺を信じてくれて、守ってくれて。今度は俺が君を守るから――俺とドルグオンが、この戦いを必ず終わらせてみせるから』

　舞い戻った最強の竜神と操縦者に、フィルメリアは目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐって操縦桿を握にぎり直した。全身を緑の輝きに包つつまれた最強の竜鎧機ドラグ・アマンズトドルグオン。戦いは最後の舞ぶ台たいへと移ろうとしていた。最強の竜神ドルグオンと最悪の魔神ペシュメルギア。この国の未来をかけた、激しい戦いの舞台が――。




　ペシュメルギアの巨大砲を受けて倒れた筈はずのドルグオン。竜鎧機ドラグ・アマンズトが再び立ち上がったことに、ブロルカは驚愕を隠かくせない。全て消し飛ばす威力を秘めた最強の鉾ほこだ、あれに耐たえられる鎧機アマンズトなど存在する筈がない。ましてや、剣で切り裂いてみせるなど。

　警けい戒かいを強め、淡あわい緑の光に包まれたドルグオンを睨みながら、ブロルカは言葉を紡いだ。

『生きていたか。あの一撃をくらってなお立ち上がるとはな』

「俺は死なない。俺にはまだやるべきことが残されているんだ。それを成し遂とげるまで、俺は決して倒れない――ブロルカ・ルルーク・リメロア、アンタは俺が倒す。俺とドルグオンが、この手で倒してみせる！」

『未いまだに希望を失っておらんとはな……ふん、やれるものならやってみるがいい』

　胸に光を収束させ、ドルグオンへ光の刃を放とうとしたペシュメルギアだが、それを実行へは移せない。激しい爆発がペシュメルギアの背部で生じ、機体が大きく揺ゆらされた。

　突とつ如じよのダメージに、ペシュメルギアは背後を振り返かえる。上空からザージエスジェイド、ブルディレオ、ホースレブカがペシュメルギアに一いつ斉せい攻撃を行ったのだ。

　死し刑けい執しつ行こうの妨ぼう害がいを行われ、動きの止まったブロルカに、アリウスが口元を楽しげに歪ゆがめながら言葉を紡ぐ。

『悪いが義弟はやらせんぞ。我らの攻撃で貴様の鎧機アマンズトは貫けずとも、タカト君への攻撃の妨害には十分役割を果たせるようだな』

『タカト！　アンタへの攻撃は私たちが上手うまく散らすから任せなっ！』

『タカト・ナガモリ……願わくば、愚かな夢に溺れた兄を眠らせてやってくれ』

「みんな……了りよう解かい！　いこう、竜神様！　俺おれの――俺たちの戦いを終わらせるために！」

　翼を広げ、ドルグオンは大地を蹴けって空を舞う。淡い緑の光が一ひと条すじの線を描き、その軌道はさながら流星のように美しく。ドルグオンから広がる光、身を包む輝き。それこそがドルグオンの真の姿。タカトの血を受け入れ、想いに触ふれ、竜神は覚醒の時を迎むかえた。

　古来より人類の敵を退け続けた、人の守護者、『歴史の竜』。『上位鎧機スペリオラ』を超ちよう越えつした、世界に現存する唯ゆい一いつの『神位鎧機デイヴアイン』――それがドルグオン。

　希望の光、意志の輝き、それがブロルカの心にある期待を生みかける。その萌ほう芽がを踏みにじり、ブロルカはタカトの接近を防ぐために激しい弾幕を張り続けた。

『この弾幕が貴様に避けられるか！』

　下腹部から放たれる激しい弾幕。まさに魔弾の壁かべと表現するに相応ふさわしい量だ。

　しかし、それでもタカトは止められない。まるで全てが見えているかのように、タカトは弾幕を右に左に回避する。ならば隙すき間まを無くすほどの弾幕をと銃じゆう口こうをドルグオンへと集中させようとしたペシュメルギアだが、仲間たちがそうはさせない。

　突とつ如じよ巻き起こる下腹部からの爆発。何事かと視界をそちらにむければ、ホースレブカが大おお鎌がまを振るって弾幕用の散さん弾だん銃じゆうを切り刻んでいた。

　彼女だけではない。ザージエスジェイドの有線式ビーム砲とブルディレオのキャノン砲による波状攻撃により、次々と散弾銃が破は壊かいされてしまっていた。

　そう、確かに彼らの攻撃ではペシュメルギアの堅牢な重鎧を貫けない。だが、ペシュメルギアに搭載されている武装に関しては別だ。むき出しになっている連装砲ならば、彼らの攻撃でねじ伏ふせられる。次々と守りの盾となる散弾銃を失い、驚愕するブロルカ。だが、追い込まれた訳ではない。所しよ詮せん、ドルグオンが甦よみがえったところで、ペシュメルギアの堅牢な守りは貫けないことは先ほど証明したばかりだ。

　いくら大剣を振り回そうと、先ほどと同じ光景が待っている。絶望の未来が待っている、そのはずなのに――どうしてもブロルカはタカトの接近を拒こばまずにはいられなかった。奴やつを近づけてはならないと、激しい警けい鐘しようが心の中で鳴り響いていた。

　ブロルカは気付けないが、彼が抱いている感情、それは恐怖。ドルグオンから溢あふれる未知なる力に完全に呑まれ、敗北を予感したがゆえの恐怖。

　だが、彼は止まらない。止まれない。己が夢のためにも、決して引かない。接近しようとするタカトへ向けて、背中の巨大砲を構えた。

　それは彼の持ちうる最高にして最強の一撃。タカトの意識を奪い、ドルグオンを大地へと叩き落おとした悪あく魔まの黒光。先ほどイーグレアスを狙い、ドルグオンに切り裂かれたものとは異なり、今度は最大火力による一撃だ。剣などで切り裂けるほど甘あまくは無い。

　背中の砲台に黒き闇が充じゆう填てんされていくのを感じながら、ブロルカはドルグオンから目をそらさない。最大火力で放てば洞窟が破壊されるかもしれない、だがそんなことをブロルカは構っていられなかった。まだ遠いこの距きよ離りならば、近づかれる前に巨大砲でドルグオンを消し去ることができる。

　ドルグオンとは、この少年とは、ここで雌し雄ゆうを決しなければならない。この勝敗によって、聖リメロア王国の運命は大きく分かれることになる。芽め吹ぶいたばかりの聖リメロア王国の新たな可能性、ドルグオンとの決着だけが今のブロルカの心を支配する。

　だが、ドルグオンを倒たおすことに意識を奪われ、最後の最後でブロルカは大きなミスを犯してしまった。タカトはたった一人で戦っているのではないことを――彼の背中を守る少女の存在を、ブロルカは忘れてしまっていたのだ。

　ペシュメルギアが悪魔の一撃を放つより早く、一条の光が彼の背中の砲台へと発射された。最大出力で放たれた一撃は、銃口を跳ね上げるだけの強力な威力を備えていた。

　発射直前で軌道を逸そらされ、ペシュメルギアの一撃はタカトではなく洞窟の天井へ向かって放たれた。その一撃は激しい震動と共に、空に大きな風穴をあけてしまうが、ブロルカの目はそちらに向けられていない。

　彼の視線の先――そこには槌つち状じよう銃じゆうを片腕で構えたイーグレアスの姿があった。片腕を失い、自立できない状態でもなお、フィルメリアはタカトを守るための戦いを止やめていなかった。大地に腰こしを落としたまま、片腕で槌状銃の先せん端たんをペシュメルギアへ向けて、最後の一撃を放ったのだ。表情を歪めるブロルカに、通信機越しに少女は微笑んで告げる。

『言ったでしょう……？　タカトを守り抜くこと――それが私の意地と覚悟だって』

『バカな！　あの状態で砲撃など撃てるはずが――』

『あとは任せたわ――お願い、タカト』

「はあああああああああああああっ！」

　彼女の声に応えるように、ドルグオンが大剣を構えてペシュメルギアへと肉薄する。

　弾幕がなくなり、最強の一撃が逸れた今、ペシュメルギアに彼の神速の突貫を止めることなどできない。先ほど同様、堅牢強固な鎧によって剣を防ぎ、返す刀でドルグオンを叩き潰す。その選せん択たく肢ししか残されていない。

　だが、それだけはまずいとブロルカの中でもう一人の自分が必死に警鐘を鳴らし続けている。ドルグオンの一撃を受けてはならないと訴え続けている。

　もし、ブロルカが完全な冷静さを保っていたなら、何とか回避することに努めたかもしれない。だが、二つの理由が彼の判断を誤らせた。

　一つは、一度ドルグオンの剣を弾き返すことができたという事実。それゆえに、ブロルカはペシュメルギアの装甲を過信してしまった。

　そしてもう一つは、ドルグオンとタカトから溢れる可能性の光。その輝きがブロルカの心を乱し、冷静な思考を失わせた。冷れい酷こくな仮面に罅ひびが入り、優しき可能性を夢見てしまった。もしもこの最強のペシュメルギアを正面から力で打倒できるのならば、と。

　ドルグオンが緑色に輝く大剣を大きく振りかぶる。その一撃をペシュメルギアは自慢の装甲で受けることを選び、ブロルカは叫ぶ。

『貴様の剣では貫けぬとまだ分からんか！　ペシュメルギアは最強の鎧機アマンズト、そんなもので倒れるはずが――』

「勝てるさ！　俺と竜神様なら――俺『たち』とドルグオンなら！　シャリエ、フィルメリア――俺に力を貸してくれ！」

　タカトを守る二人の女神。彼女たちに必ず戻ると約束した。必ず勝つと約束した。

　一緒に戦ってくれるなら、彼女たちが一緒なら、絶対に負けられない。太陽と月の女神に微笑んでもらっているタカトが負ける理由はない。

　彼の心の熱に呼応するように、竜剣は一ひと際きわ激しい緑の輝きに包まれた。

　洞どう窟くつ全すべてを照らし出すほど眩く輝く大剣に目を見開くブロルカへ、タカトは咆哮をあげながら刃やいばを振り抜くのだ。

　ペシュメルギアの巨体を袈け裟さ斬ぎりにするように斜ななめに刃を奔はしらせ、ドルグオンは緑光の刃を振り切った。堅牢なペシュメルギアの漆しつ黒こくの鎧に光の線が入り、そこから光が溢れだす。それはペシュメルギアの、ブロルカの終しゆう焉えんの時。

　己の終わりを感じながら、ブロルカはやがて全てを悟り、納なつ得とくしたように言葉を紡ぐ。

『そうか……ワシが……最強の鎧機アマンズト・ペシュメルギアが、敗れると言うのか……』

「アンタの国を守りたい想いは間ま違ちがっちゃいない……だけど、アンタは方法を誤ったんだ。守るべき民たみを犠牲にし、神を気取り、他国を侵略して国を繁栄させるなんて間違ってる」

『ふ、ふふふっ……そうか、ワシは敗れたのか……ワシの知識の集大成ペシュメルギアをも、「歴史の竜」は撃ち破ってみせるか……だが、それは果たして喜ぶべきことなのか……「歴史の竜」が姿を現したということは、それほどの力を必要とするほどの暗雲がこの世界を包もうとしている証明なのだからな……』

　鎧機アマンズトの各所を爆発させながら、ブロルカは気にすることもなく一人うわ言を呟つぶやき続けた。

　そして、ブロルカは全てを悟さとったように、通信機越しにタカトに語りかけた。

『見事だ、「歴史の竜」に選ばれし異界の子よ……だが、ワシを倒して全てが終わったなどと思うなよ……貴様の戦いはまだ終わっていないのだからな』

「何を……」

『近い未来、この国は、世界は必ず戦いの嵐に巻き込まれる……敵が他国か、異界の者か、未知なる化け物なのかは分からぬ……だが、「歴史の竜」が目覚めたということは、人類が窮地に陥るということ……貴様が自分で考えている以上に、「歴史の竜」に選ばれた意味は重い……忘れるな、これでもう貴様はここから逃げられない……この世界は、貴様を中心として戦いの嵐に包まれるのだからな……』

「戦いの、嵐……」

『……フィルメリア。この先、必ずこの国は戦争に巻き込まれる。予言でも何でもない、これは確定された未来だ……他国への警けい戒かいを怠おこたるな。この国を、聖リメロア王国を終わらせるな……ワシを破ったお前たちに、できんとは言わせんぞ……』

『ブロルカ、あなた……忠告、覚えておくわ』

　フィルメリアの返答に満足したように、ブロルカはそれ以上言葉を続けない。否いや、続けられない。鎧機アマンズトの各所が爆発し、もはやいつ巨きよ大だいな爆発が起こっても不思議ではない状態だったのだ。人鎧機ヒユーム・アマンズト、自身の体を鎧機アマンズトと化した彼では脱だつ出しゆつすることもできない。
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　激しい爆ばく炎えんに包まれながら、ペシュメルギアから最後の通信が届く。それは己の死を真っ直ぐに受け入れた老人の声で。

『これでいい……これできっと、民の意識も変わる……「歴史の竜」よ、どうか我わが祖国、聖リメロア王国に永遠の祝福を――』

　その言葉を最後に、ペシュメルギアは激しい爆炎と共に鎧機アマンズトを四散させた。

　激しい炎に包まれた鎧機アマンズトの姿を、タカトは視線を逸らすことなく見つめ続けていた。国を想い過ぎたゆえに道を、方法を違たがえてしまった男――ブロルカ・ルルーク・リメロアの最期を心に刻みつけるように。

　全ての虫鎧機イセク・アマンズトに命令を送っていたブロルカが倒れたことで、洞窟の外でヴァリエラドと戦っていた虫鎧機イセク・アマンズトの全てが機能を停止した。それはすなわち戦いの終わりを意味する。タカトたちの勝利にて、この長きに亘わたる戦いは終結を迎えたのだった。







終章　ドルグオン・サーガ







　リャシャ山脈における死闘、その犠牲は少ないものではなかった。

　三百機のヴァリエラド隊はその数を二分の一まで減らし、殉じゆん職しよく者しやは六十人にも及およぶ。大破六十二機、中破九十四機、ブロルカの率いる虫鎧機イセク・アマンズトは民と王国に確かな恐きよう怖ふの爪つめ痕あとを残したのだった。

　だが、タカトたちがペシュメルギアを撃破したことで、蜂型ヴエスプ・タイプと甲虫型ケーフア・タイプの全ては動きを止め、機能を完全に停止した。命令なくしては自動稼か働どうできず、数にして三百あまりの虫鎧機イセク・アマンズトがほぼ無傷のままリャシャ山脈の大地に沈んでいった。

　動きの止まった敵機たちを警戒する兵士たちだが、やがてフィルメリアから全機に勝利報告がなされ、各機から勝利の勝かち鬨どきがあげられた。

　ボロボロになったイーグレアスを抱き抱かかえるドルグオン。各鎧機アマンズトの操縦席から、タカトたちは兵士たちの喜びの声を聞き届けるのだった。

　王都への凱がい旋せん、それは喜びと悲しみの入り交じったものとなる。

　ボロボロになりながらも王都へ帰還した鎧機アマンズトと兵士たちの無事を王自ら出迎え、彼らに労ねぎらいの言葉を向けた。そして、戻ってこられなかった英えい雄ゆうたちの死を悲しみ、彼らの死を深く悼いたんだ。

　この戦いで民を、国を守るために犠牲となった六十人の兵士に、タカトたちも並んで黙もく祷とうを捧ささげた。決して彼らの死を無む駄だにしないために。

　悲しみもあれば喜びもある。生きて帰ってきたタカトをシャリエが涙を湛たたえて出迎えてくれた。人目もはばからずタカトを抱きしめ、彼の胸の中で涙する少女に、タカトは笑って『ただいま』と告げた。

　彼女のもとに必ず無事で帰ると約束し、それをこうして果たすことができたこと、それが何よりもタカトは嬉うれしかった。胸を張って彼女を抱きしめられるこの瞬間を迎えられたことを誇ほこりたい、それがタカトの心に溢れる想いだった。

　もっとも、あまりに人目をはばからなさ過ぎたせいで、レミドナから茶化されてしまったのは御ご愛あい嬌きようだ。顔を真っ赤にして身を縮ませるタカトとシャリエだった。

　その日の夜は城を挙げての盛大な祝勝会が開かれた。

　城の大広間を開放し、酒に料理に食べ放題飲み放題の大だい宴えん会かい。その場所でもタカトはあっちこっちに引っ張りだこだ。

　皆みなを先導し、竜鎧機ドラグ・アマンズトを駆り、ペシュメルギアを倒した少年。そんな彼を兵士たちは我らが英雄ともてはやした。あまりの人気ぶりに目を回したタカトがシャリエとフィルメリアにたまらず助けを求めるが、そんな彼を二人は心から微笑ましく笑って見つめていた。

　王国万ばん歳ざいを唱える兵士たち。騒さわがしくも賑にぎやかに夜は過ぎていく、犠牲になった人たちをまるで笑顔で送るかのように。




　翌日の午後、タカトはフィルメリアやシャリエと共に王のもとへ向かっていた。

　先日の報告は全てフィルメリアたちが王へ行っているが、改めて王がタカトに感謝を述べたいと申し出、タカトもそれを承しよう諾だくした。その場には是ぜ非ひともシャリエも同席させるように王から言われ、今回は彼女も同行している。彼女の腕うでの中にはドルグオンの姿もある。

　謁えつ見けんの間へ向かおうとした三人だが、彼らを待っていた男が一人。機き嫌げんが最高潮に達している陽気な男、アリウスだ。いつものビン底眼鏡をかけ、彼はタカトたちに挨あい拶さつを告げた。

「はっはっは！　おはよう、タカト君！　シャリエ君！　昨日はよく眠ねむれたかな？」

「おはようございます、アリウスさん。おかげで起きるのがこんな時間になってしまって」

「タカトが気持ちよく寝ていたから、起こすのは忍しのびなくて」

「なに、昨日は激戦だったのだから仕方あるまい！　タカト君は我が国くにの英雄と讃たたえられるだけの活躍をしたのだからね！　ゆっくり体を休めてもらって結構！」

「そんな……必死だっただけですよ。あの人は……ブロルカは、強かったです。心も、在り方も、その信念も……本当に……」

「うむ……あの男は、ブロルカは強敵だった。道を違え、愚かにも民に刃を向けてしまった男だが……最後の最後でタカト君、君に救われた。願わくば、君があの男の死に心を囚とらわれないことを心から望む。君は多くの人々を守るために、救うために正しいことを行ったのだと胸を張ってもらいたい。何より君が悲しい顔をしていたら、シャリエ君と我が妹が悲しむだろうからな！　特に我が妹は心配のあまり仕事すら投げ出してしまいそうな……」

「お兄様、一言余計です！」

「本当のことだろう！　おっと、私もあまりのんびりしていられないのだった。これからレミドナやグレオノと共にリャシャ山脈へ向かわなければならないからな」

「リャシャ山脈？　あの場所に再び行くんですか？」

　タカトの問いかけに、アリウスは目を怪あやしく輝かせてその理由を語る。

「はっはっは！　あの場所は今、宝の宝庫と化しているからな！　ペシュメルギアを破壊し、機能を停止した無傷の蜂型ヴエスプ・タイプと甲虫型ケーフア・タイプが数百機も転がっている！　これを王都まで持ち帰るのだよ！」

「王都に……？　それ、危なくないんですか？　いきなり暴れ出したりしたら」

「無論、そうならないように念には念を入れて鎧機アマンズトの羽と足と武装は処置しておくとも！　それらの虫鎧機イセク・アマンズトはまだ利用できる！　あの数百の鎧機アマンズト、それも空戦特化と接近戦特化という戦力となる鎧機アマンズトを上手くすれば王国の民を守る力となるだろう！　いやあ、今から虫鎧機イセク・アマンズトを弄いじり回せるかと考えるとワクワクするじゃないか！　奴の生み出した契約腕輪エンゲージュのない鎧機アマンズトをどうやって操縦できるようにするか、今からその方法をタカト君に教え……」

「お兄様、嬉き々きとして語られているのはよろしいんですけど、時間の方は」

「ぬう、そうであった。それではタカト君、君の元気そうな顔も見られたことだし失礼するよ！　また会おう、我が妹、そして義弟に義妹！　はははっ！　鎧機アマンズトが私を呼んでいる！」

　嵐あらしのように場を騒がせ、アリウスは去って行った。

　そんな彼の背中を見つめつつ、溜ため息いきをつきながらフィルメリアは語る。

「ごめんなさいね、いつも通り過ぎる兄で」

「でも、あれでこそアリウスさんって気がするよ。でも、そうか……あの鎧機アマンズトたちは、上手くすれば王国の鎧機アマンズトになるかもしれないんだな」

「皮肉な話だけどね。街の人々を脅おびやかし、多くの兵士の命を奪うばった兵器が、今度は命を守るための剣けんになるかもしれないなんて。タカトたちには嫌な思いをさせてしまうかもしれないけれど、国の所有するヴァリエラドも今回の戦いで多く失ってしまった。私たちは一機でも新たな鎧機アマンズトを所有しなければならないの」

「大だい丈じよう夫ぶ、分かっているよ。大事なのはそれを操あやつる人間がどうやって使うかだから。操縦者の方は確保できそうなの？」

「それなのだけれど、私たち第三軍鎧機アマンズト師団のところに転属願が次々と出ているのよね。鎧機アマンズトに乗って国を守りたいって兵士が急に増えちゃって。それだけじゃないわ、貴族たちからも鎧機アマンズトの戦力をなんとか充じゆう実じつさせるようにと出資の話がきているの。みんな、今回の事件で鎧機アマンズトの恐怖を知ってしまったのね。だからこそ、対たい抗こう手段としての鎧機アマンズトの大切さを感じたのだと思う」

「全てはブロルカの思おも惑わく通り、か……俺たちは戦いには勝ったけれど、ブロルカは賭けに勝ったんだな」

「タカト……ブロルカの死は」

「分かってる、背負いこまない。アリウスさんもそう言ってくれたし、俺にはシャリエもフィルメリアもいるから大丈夫だ」

　その返答に満足そうに微笑む二人。二人がタカトの心を支えてくれる限り、彼がブロルカの死に心を潰つぶされることは無いだろう。

　そして、三人は再び歩を進めて、王の前に姿を見せる。タカトたちの訪問を、王は力強い笑えみを浮うかべて歓かん迎げいした。

「よく来てくれたな、タカト。それにシャリエだったか。先に言っておくが、俺もフィルメリアと同じで仰ぎよう々ぎようしいのが嫌きらいだから、その辺りは楽にしていい」

「は、はいっ」

　緊きん張ちようするシャリエに先んじて手を打つ。そして、王はタカトに視線を向け、真しん剣けんな表情で改めて礼を告げた。

「まずは改めて礼を言わせてもらいたい。タカト、お前のおかげでこの国と多くの人間の命が救われた。王として、一人の人間として、そして父親として礼を言いたい。民たちを、俺の子供たちを守り抜ぬいてくれたこと、心から感謝する」

「礼を言うのは俺の方です。フィルメリアやアリウスさん、レミドナさんにグレオノさん、そして多くの兵士の皆さんが力を貸してくれたからこそ、俺はブロルカに勝てたんです。俺一人じゃ絶対に勝てなかった」

「ブロルカか……奴のことは聞いている。まさか、奴がこんな凶きよう行こうにでるとは……奴がそこまで国の現状を憂うれいていたとはな。いつだって奴は優ゆう秀しゆうな兄だった。親父おやじが血の問題に拘こだわらなければ、俺ではなく奴が王座についていただろうに……情けねえ話だ。俺は奴がこうして凶行に及ぶまで、奴の心に気付けなかったんだからよ」

　一度言葉を切り、王は瞳ひとみを閉じる。思い返されるブロルカの記憶。その全てを走そう馬ま灯とうのように思い返しながら、やがて別れを告げるようにゆっくりと目を開き、話を再開する。

「ブロルカは戦争が巻き起こると言っていたそうだな。この国を、タカトとドルグオンを巻き込こむ巨大な戦いの嵐が吹き荒れると」

「ええ、そう言っていました。竜神様のことを「歴史の竜」だと……竜神様がこの世界に姿を見せたことは、大きな戦いの前兆なのだと」

「そうか……「歴史の竜」、それが何を意味するかは分からん。だが、奴の口ぶりからして、ドルグオンはただの上位鎧機スペリオラじゃないようだ。隣りん国ごくは特に今のところ怪あやしい動きはないが……十分に警戒しておこう。戦争を起こすなど、馬ば鹿かな真似まねはしねえと信じたいが、ブロルカの言葉を完全に否定できる訳じゃねえからな」

「戦争が、起こるんでしょうか……またこの国の人々が戦いに巻き込まれるなんて」

「それをさせねえのが俺たちの仕事であり役割だ。ま、その辺りは信じて任せてくれ」

　王の言葉に、タカトは頷うなずいて応えた。戦争が起こらないように奔走するという王を信じるしかない。

　軽く一息つき、王は改めて話をタカトへ切り出した。それは彼への報ほう酬しゆう。タカト・ナガモリが国のために貢こう献けんしたことへの正当な見返り。

「民間人……異界人の時点でそう言い切るのもなんだが、タカトも一年間この国で過ごしてきた。それはつまり、立派なこの国の人間だということだ」

「ありがとうございます。この国の人間だと言って貰もらえること、とても嬉しいです」

「お前は民間人であり、兵士じゃねえ。つまり、俺たちは今回の戦い、お前に協力してもらったという形になるわけだ。そしてタカトは国を救うほどの功績を残した。これに対して俺はお前に褒ほう賞しようを出さなきゃならねえ」

「有り難がたいお話ですが、辞退させて下さい。褒賞が欲しくて戦った訳じゃありませんから……大切な人たちを守るために、逆に王家の力を貸して貰もらった、そう考えています」

「そう言うと思ったけどよ、はいそうですかって辞退されて貰っちゃ困るんだよ。これだけの功績を残した相手に何の褒賞も与あたえなかったって前例を作るのは非常に拙まずいんだ。俺たちの間だけならそれでもいいだろうが、この事実が後世に残ると子孫が困る。王家はこれだけの英雄に何もしようとしなかったって不名誉な歴史が残っちまう訳だ。タカト、世の中にはそういう褒賞もあるってことだ」

　王の説明に、タカトは納得する。彼とて王やフィルメリアを困らせたい訳ではない。褒賞が何であるかは分からないが、もしお金ならそれを元手にボロボロになったシャリエの両親の農場を立て直せればいいかな、などと気軽に考えていた。

　そんなタカトを置いて、王は傍そばに控ひかえていた部下に命じる。部下は彼に命じられるまま、彼の前に外がい套とうを差し出した。それは紅に染まる格調高いマント。

　部下にされるがまま、タカトはそれを着せられてしまう。外套を身に着けた少年を満足そうに眺ながめながら、王は笑ってタカトを褒ほめた。

「似合ってるじゃねえか。どこから見ても立派な英雄だ、胸を張っていいぜ」

「ありがとうございます……ええと、これは？」

「うちの聖リメロア王国には貴族ってもんが存在してるのは知ってるな？　大体はウチの血縁の連中なんだが、中には功績をあげて成り上がった人間もいる。国に貢献した者には惜おしみない見返りを、それが聖リメロア王国だ。タカト・ナガモリ――今回の事件解決の功績、実に見事であった。その褒賞として、タカト・ナガモリを第二位貴族として認める」

「……えええええええっ!?」

　王の言葉に驚おどろいたのはタカトではなくシャリエだった。

　目をまん丸にして驚く彼女に、タカトは状じよう況きようを理解できずに首を傾かしげるしかない。彼かれはまだまだ国の仕組みに疎うとく、貴族の凄さを理解していないのだ。彼の中で王家の人間は別格で、貴族は国会議員程度にしか考えていない。その間違いをただすように、シャリエはあわあわと慌てながらタカトに説明をした。

「あのね、タカト、聖リメロア王国には第一位から第十位まで貴族があって、みんな広大な土地を持つ凄すごい方なんだよ。その中でも二位って言ったら、それこそ国を救うくらいの功績を残した人やその子孫じゃないとなれないくらい、凄い人で……」

「聖リメロア王国に存在する第二位貴族は全部で四家だけ。そこにタカトのナガモリ家が加わるということね」

「……それってめちゃくちゃヤバいんじゃないのか!?」

「や、やばいんだよっ、やばくてすごいんだよっ」

　今いま更さらながら慌てふためくタカトとシャリエ。楽しげに笑いながら王は補足を加える。

「この決定は貴族院の連中も賛同したものだ、決して俺たち王家が強引にねじ込んだ訳じゃないから安心してくれ。過分な報酬のように思うかもしれないが、お前とドルグオンを国に留とどめておきたい意向も含まれていると思ってくれていい。それと、貴族っつっても俺たちに命令権がある訳じゃない。お前はお前の望むまま、今まで通り自分の意思で行動を決定してくれ。戦う理由、守る理由は全てお前の胸一つだ」

「は、はあ……」

「土地や領地を与えるのは無しにした。そういうのは面倒だし、政治やらなんやらの制約も生まれちまうからな。タカトは王宮内に引き続き滞たい在ざいしてもらうことになるが、これまでとは違ちがい外出は自由だ。自由なんだが、身の安全を確保するためにも、可能ならフィルメリアを常に傍に連れてやってくれ。こいつとは別に護衛も勿もち論ろんつけるけどな」

「フィルメリアを、ですか？　逆に王女様を外に連れ回すのって危険なんじゃ……」

「あら、心配してくれるのは嬉しいけど、私こう見えて結構強いのよ？」

「ま、そういうことだ。それと、領地無しで第二位貴族は前例がないからな。給金はこっちで適当に決定した。年間三千八百金貨が支払われる。必要な分を必要なときに金庫番に言って勝手に引き出してくれて構わん」

「……それって凄いのか、シャリエ」

「……うちの農場が百年運営しても手に入らない額だよお」

「じゃあ、シャリエの両親への仕送りの分だけ頂きます。あとは特に使い道ないんで……」

「ま、だろうな。必要になったら言ってくれりゃいい。これで一通りのタカトへの報酬となるが……もう一件、個人的なタカトへの報酬、というよりまだ結果は出ていないが」

　そう前置きをして、王はタカトに説明を続けた。それは彼が予想すらしていなかった王からの報酬だった。

「お前が神々の世界、元の世界に戻もどる為ための方法を、現在様々な手を使って探している。まだ何も分かっちゃいないが、可能な限り手を尽くすことを約束する」

「え……」

「俺たちとしちゃ、お前に元の世界に戻られるのは確かに痛い。だが、戻る戻らないの決定権をお前の手に委ねないのも公平じゃねえ。だからこそ、尽力することを約束する。帰き還かんする方法を見つけたとき、そのときはお前の自由だ。還かえるにしろ残るにしろ、後悔のない選せん択たくをしてもらいたい。本音を言うと、この世界に残ってくれるのが一番なんだけどな」

「……ありがとう、ございます」

　王の言葉に、タカトは頭を下げて礼を言う。

　本来ならば、タカトはこの国を救った英雄、そしてドルグオンに選ばれた最高戦力。王として手放していいはずがない。だが、それでも王は彼に帰還する方法を探すことを約束してくれた。

　その配はい慮りよに心から感謝するタカトに、王は頭を下げる必要はないと告げる。そう、これはあくまで交こう換かん条件を提示するためのカードなのだから。

「礼を言われちゃ困る。交換条件って訳じゃねえが、その代わりに俺からお前に頼みたいことが一つある」

「俺にできることならなんでもします」

「そう言って貰えると嬉しい限りだ。俺がタカトに望むのは、お前の血だ。前にも言ったと思うが、現在この国は『神々の血脈』を持つ人間が少なくなり、しかもその血の純度が限りなく薄うすまっちまってる。このままじゃ、数代後には上位鎧機スペリオラに乗れる人間が消えちまうかもしれない。上位鎧機スペリオラは国を守るための切り札だ、だからこそ、そんな事態にさせるわけにはいかねえんだ。この国の未来のために、タカト、お前が元の世界に還る前に少しでも多くのお前の血が欲ほしい」

　王の言葉にタカトは納得した。『神々の血脈』が薄まってきている問題はフィルメリアからもアリウスからも聞かされていた。

　だからこそ、彼は簡単な気持ちで頷いてしまった。血を望むという言葉の意味を完全に履はき違えてしまっていた。一度、アリウスから採血を受け、ザージエスジェイドを生み出したことから、血を望まれるという言葉を採血だと思ってしまったのだ。

　それがタカトの生しよう涯がい最大のミスとなる。タカトは二つ返事で王に言葉を返した。

「構いません。俺の血が役に立つのなら――」

「――おおおお！　そうか、よく言ってくれた！　いや、これで縁談は整った！　おい、お前ら、今のタカトの発言をしっかり記録に残しただろうな！」

「ハッ！」

「……立つの、なら」

　台詞せりふを続けようとしたタカトだが、それは叶かなわない。恐おそろしい勢いで王は周囲の部下に指示を出し始めたからだ。慌あわただしく走り回る部下たち。その光景を呆ぼう然ぜんと眺めるタカトとシャリエ。ただ、一人フィルメリアは顔を真っ赤にして俯うつむいている。

　何が起きているか分からないタカトに、王はしてやったりといった笑えみを浮かべて語りかけた。

「いやいや、男らしくスパッと決断してくれて助かったぜ。これでこの国の未来も安あん泰たいだな。孫の顔が楽しみだ。なるべく早く見せてくれよ？」

「あ、あの……何が、どうなって。今、部下の方に一体何の命令を」

「お前とフィルメリア、シャリエの三人の婚こん姻いんを書面に残したに決まってるだろ。何だ、二人だけじゃ足りねえか？　がっはっは！　若いじゃねえか。気持ちは分かるが、まずは二人との結婚式を終えてから、ゆっくり妻の数を増やしていけば……」

「そ、そうじゃなくて！　え、お、俺!?　俺が結婚するんですか!?　しかも相手は、フィルメリアとシャリエって、え、なんで!?」

「なんでって、タカトが約束してくれたんだろ？　お前の血を残してくれるって」

「え、え、え、血を残すって、採血のことじゃ……」

「んなわけねえだろ。子供だよ、妻を娶めとってやることやって子供作ってもらうんだよ。そうじゃなきゃ後世にお前の血を残せねえじゃねえか」

　何をいまさらと首を傾げる王に、タカトはやってしまったと血の気がさっと引くのを感じていた。

　血を残すという意味が、まさか結婚などと思わず。混乱極まる頭の中を『学生結婚』『未成年夫婦』などと訳の分からない単語が飛び交う始末。

　そんなタカトに、王が不思議そうに頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべながら、見当違いの質問を行う。

「もしかしてフィルメリアとシャリエじゃ駄だ目めだったか？　シャリエとは以前からそういう関係みてえだし、フィルメリアが問題か？　俺が言うのもなんだが、フィルメリアは良い娘むすめだぞ？」

「そ、そういう問題じゃありませんっ！　あとシャリエとはまだそんな関係じゃないですっ！　そ、そうだ、本人のっ、本人の気持ちはどうなるんです!?　二人の気持ちを無視して無む理り矢や理り推し進めるのは、その……」

「嫌いやなのか、お前たち？」

　レクスの問いかけに、シャリエは答えない。否、顔を真っ赤にして俯きながらも、小さく首を横に振ふっている。それはつまり、嫌ではないということ。

　そして、フィルメリアの方はもっと明確に己おのれの意思を示した。視線は外しながらも、顔を赤らめて本音をタカトに告げた。

「流石さすがにすぐどうこうっていうのは、その、無理だけど……タカトのこと、私もシャリエに負けないくらい、す、好きだから。タカトが嫌じゃなければ、その……夫婦なら、きっとお話も沢たく山さんできると思うし」

「だ、そうだ。女二人にここまで言わせたわけだが、お前はどうする？　ま、もう婚姻は決定しちまったし、あとは結婚式の日付を決めるくらいしかやることねえんだけどよ」

「あ、あう……」

　最も早はや逃にげ場を完全に塞ふさがれ、タカトは顔を真っ赤にして口をパクパクさせるしかない。

　彼の窮きゆう地ちを察したのか察してないのか、シャリエの腕の中から抜けだしたドルグオンは、タカトの足元に頬ほおを擦すり付つけて『ぐぁう』と陽気な鳴き声をあげるだけ。

　救いの手が誰だれからも差し伸のべられることは無いことに気付き、タカトはこの日、二人の妻を手に入れることになる。

　ガチガチに固まる彼の両りよう腕うでをそっと取る二人の女神。照れながらも微笑ほほえみを浮かべる少女たちに、タカトは自分の中の恋こい心ごころを自覚させられてしまう。







　異世界に訪れ、竜鎧機ドラグ・アマンズトドルグオンに契けい約やく者しやとして認められた少年――永なが森もりタカト。




　彼を中心として巻き起こる次の戦いは目前に迫せまっているだろう。しかし今だけは、彼にほんの少しの休息を。

　タカトの心と背中を守る、太陽と月の二人の女神と小さな蒼そう竜りゆうに寄り添そわれて――少年は幸せに押おし潰されながら、声にならない悲鳴を上げるのだった。
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あとがき







『ドルグオン・サーガ』を手に取り、最後までお読み下さり、本当にありがとうございました。作者のにゃおと申します。

　この物語を読み終え、少しでも『楽しかったな』と感じて頂けましたら、これほど嬉しいことはありません。ベッドの上で布団に包まり、ジタバタ悶もだえて幸せに浸ひたる所存です。




　この物語ではドルグオンやイーグレアスをはじめとした生物モチーフのロボット、『鎧機アマンズト』が登場しました。竜だったり鳥だったり虫だったり……さてさて、もし皆様が鎧機アマンズトに乗るとしたら、いったいどんな相棒を選ぶでしょうか？

　タカトのような幻想種、例えばグリフォンを基もとにした『神位鎧機デイヴアイン』で敵をバッタバッタと無双する。とても素敵です。

　いやいや、自分は動物、例えばレッサーパンダを基にした『上位鎧機スペリオラ』に乗って戦場を駆け抜ける。実に素晴らしきことです。

　ノンノン、量産機こそロボの浪ろ漫まん。俺ならばテントウムシを基にした『下位鎧機アーシイ』で神位や上位すらも叩き潰してみせよう。胸が高鳴るばかりです。

　恐らく、皆様の相棒となる生物は千差万別になるのではないでしょうか。

　皆様の思い描く、自分だけの相棒、最強の鎧機アマンズト。そんな自分だけのオリジナルロボットを皆様と語り合いたいな……なんて夢を抱きながら、もにょもにょと書き上げたお話でした。

　ちなみに私ならば海戦型の『上位鎧機スペリオラ』であるラッコに乗ります。海で待ち伏せし、空から襲ってきた敵機をがっちり掴つかんで、貝を割る様に荒ぶるラッコ・アタック！　吹き荒れるラッコ・クラッシュ！　最強無敵ラッコパワーで異世界無双するのです。

　こんな風に皆様と是非とも相棒となる鎧機アマンズトについて語り合いとうございます。『お前ただラッコの話がしたいだけじゃないか』というツッコミは何なに卒とぞご容よう赦しやいただければ。




　出版にあたりまして、ご尽じん力りよくいただきました関係者各位に心より感謝申し上げます。

　イラストを担当頂きましたペロッチ様、本当に素敵なキャラクターたちをありがとうございました。フィルメリアやシャリエをはじめ、全てのキャラクターがキラキラしており、感謝してもしきれません。アリウスも実にアリウスで予想以上にアリウスでした（大興奮）。チビ竜のドルグオンもキュートで、本当に最高でした！

　メカニック・イラストを担当頂きましたろぼみすちゃ様には言い尽くせないほどの感謝と謝罪を。ドルグオンをはじめとした沢たく山さんのロボットイラストから機構ギミック、挙あげ句くの果てには武器の名称までお縋すがりしてしまい、もう頭を土につけ土下座を通り越して三点倒立して想いを伝えたいくらいです。イラストが完成し、拝見させて頂くたび、小学生がロボットアニメを見るかの如くキャーキャー叫んでいました。素敵です！

　第九回ＨＪ文庫大賞にて受賞させて下さいましたＨＪ文庫編集部の皆様に。そして、受賞からドルグオン出版にいたるまでご尽力を重ねて下さった担当様に心からの感謝を。

　何度も行った電話での打ち合わせでは、ドルグオンの話と現在はまってる漫画アニメゲームの話題の比率が２：８だったり、『三千円払えば無料で10連ガチャが回せるんですよ？』などという混沌とした悪魔の囁ささやきのせいでソシャゲ課金デビューしてしまったり……なんだかもう、ドルグオン製作中は担当様と一緒にひたすら笑いあっていた記憶しかありません。何も知らなかった私に『バブみ』という単語をググらせたお返し、絶対にいつの日か果たしてみせます。フシャー！（威嚇）




　最後になりますが、『ドルグオン・サーガ』を手に取り、最後までお付き合い頂きました読者の皆様に重ねて最大限の感謝を。本当に本当に、本当にありがとうございました！

　また皆様と書籍を通じて出会えますようにと願いつつ、筆を置こうと思います。それでは失礼します。
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